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第一章　経けい緯いと現状









　学院の外れに建つ寮りようのベッドで、カミノメ・クロトは眠ねむっている。

　閉じた瞼まぶたの裏に浮うかぶのは、これまでに起きた出来事の数々──




　それが発生したのは高校入学式の帰り道だった。

　突とつ如じよ出現した謎なぞの超ちよう巨きよ大だい闇あん球きゆうの降下に巻き込まれた神かみ吞のめ黒くろ都とは、無敵の異能《ザラストラ》を身につけ、銀ぎん髪ぱつ赤眼のカミノメ・クロトとして異世界に転生した。

　現代から異世界に移行するまでの間、クロトはそのどちらでもない別な場所にいたようだが、記き憶おくが部分的に失われていて詳しよう細さいは分からない。

　──その場所で何が起き、どんな方法で異世界に転生したのか？

　完全な記憶を取り戻もどさなければ、当然元の世界には帰れない。

　だが記憶を取り戻す方法はある。

　クロトが今いる場所──ヴァントワーヌ永世中立国にある竜りゆう装そう学院では、特とく殊しゆな武具の研究開発と、それを運用して戦う超級の騎き士しを育成している。

　最強生物ドラゴンの素材で造られた強化外骨格──《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとうことで疑ぎ似じ的にドラゴンの力を発揮して戦う竜装騎士ヴアラードラグーンだ。

　戦争のエリートであり、将来を嘱しよく望ぼうされた国家的超重要人材である竜装騎士ヴアラードラグーンの育成には相応の厳しいカリキュラムが用意されている。

　それが《小隊システム》──数名の生徒から成る小隊でランク戦を行い、武力とチームワークと自主性の向上を図はかるというものだ。

　Ｓ～Ｆまで存在するそのランクがＳになれば、学院最強のヴィナス小隊と戦う権利を得られ、勝てば学院長の賢けん者じやルシャスがクロトに完全な記憶を復元する術をかけてくれるという。

　それを目的にクロトは同じ学院の生徒──ルティシア、シャロン、ユーリ、ファムらと共に、ランク戦の勝ち抜ぬきに力を注いできた。

　そして先日、異い端たんの竜装設計士ヴアラーデザイナー・レイス率いるナハティガル隊を熱戦の末に破ったクロトたちＳＲ15小隊は、見事ＦランクからＥランクへの昇しよう格かくを達成。

　ところが直後、喜びに浸ひたる間もなく、究極のドラゴンの一角〈八大竜エンシエント〉ヨルムンガンドが襲しゆう来らいし、常じよう軌きを逸いつした猛もう撃げきを受けた学院は半はん壊かい状態に陥おちいる。

　それに続いて、クロトと同じ世界から来た同級生の少女──蒼そう月げつ華か南なんが火か炎えんの剣けんを生成する別種の《ザラストラ》で襲おそってきて、仲間たちを巻き込む激戦が繰くり広げられた。




『邪じや悪あくの化け身しん、カミノメ・クロト──その力を返せ！』




『華南──お前を殺す』




　クロトは倒たおした敵の体組織を一部でも取得していれば無機物扱あつかいで体内の《超空間》に持ち込み、培ばい養ようすることができる。

　隠かくし武器として極ごく秘ひ裏りに開発中だった疑似ティアマトー頭部の超ドラゴンブレスを解き放ち、クロトは何とか華南を退けた。

　だが彼女のあの声が、いつまでも耳から離はなれない。




『あなたを倒しに必ずまた来る──カミノメ・クロト！』




「……っ！」

　弾はじかれたようにベッドから身を起こした。

　両瞼を開けた瞬しゆん間かん、目に飛び込んできたのは寮の室内を照らす黄金色の西日──それがあまりにも綺き麗れいで眩まぶしく、クロトは顔の前に手をかざす。

　朝焼けではなく今は夕方。どうやら長い夢を見ていたようだ。

　と、不意にベッドの両りよう脇わきから少女たちの声がする。

「──クロト！」

「大だい丈じよう夫ぶっ？」

「ルティシア、シャロン……？」

　ベッド横の椅い子すから立ち上がり、心配そうにクロトの様子を窺うかがっているのはルティシアとシャロン──同じＳＲ15小隊のメンバーたちだ。

　長い金きん髪ぱつの女の子が勢いよく身を乗り出して、

「平気かっ？　痛いところなどないか？」

「ああ、身体からだは何ともないよ」

「そうか……。よかった」

　ほっと安あん堵どの息を吐はいて胸を押さえたのはルティシア・ダーナ。

　祖国の内乱を鎮しずめる武力を得るべくヴァントワーヌに亡命したダーナ王国第三王女で、気品のある美び貌ぼうと金髪から《星金の姫君フローレス・ブロンド》の二つ名で呼ばれる、凜り々りしい美少女だ。

　彼女が身に宿す《竜りゆう刻印》は、感情の昂たかぶりに応じてドラゴンに様々な影えい響きようを及およぼすらしく、それ故ゆえに祖国の敵対勢力──王おう弟てい派の預言師たちに狙ねらわれている。

「ほんとによかったわ……。それにしてもクロトって凄すごく勢いよく起きるのね。わたし、ちょっとびっくり！」

　両手をぽむと合わせて、潑はつ剌らつとした笑え顔がおを見せたのはシャロン・アデルト。

　ＳＲ15小隊のリーダーで、前まえ髪がみのヘアクリップがチャームポイントの健康美少女だ。

　明るい性格だけに、ややもすると脳天気にも見えるが、実は周辺の小国家群に常時脅おびやかされる東方の微び小しよう国家ロトムの出身で、学院お墨すみ付つきの竜装騎士ヴアラードラグーンになって祖国を救うのが目的。

　そういう意味では、ルティシアもシャロンも似たような境きよう遇ぐうだ。

　二人はよく互たがいに励はげまし合ったり競争したりしているが、今、そんなルティシアとシャロンに花のような笑え顔がおを向けられながら、クロトは手の甲こうで軽く顔を擦こする。

「心配かけたみたいだな……。俺、どれくらい寝ねてたんだ？」

「丸二日。あれから君はずっと眠り続けていたんだ」

「あれから？」

「華南さんを退けてから、ずっとだ」

　ルティシアの言葉に、クロトは思わず目を瞠みはる。

「──そんなに？」

「うむ。ルシャス様は極度の疲ひ労ろうが原因だから、ただ寝かせておくだけでいいと言っていた。でも、あまりにも静かに眠ってるものだから、何だか……心配で──」

　学院長の賢者ルシャスには移ろいゆく未来を垣かい間ま見みる力があるが、それでも心配だったらしい。

　よかった、と再びルティシアは呟つぶやいて、横のシャロンがウインクして続ける。

「だから時々こうやって、ルティシアと様子を見に来てたの」

「成なる程ほど」

　軽く首を左右に振ふってクロトは思考を巡めぐらせた。

（──明らかに《ザラストラ》の使いすぎだな。武器庫サイロが四つしか解放されていない状態では、あれが限界か……）

　極限固有異能──神体《ザラストラ》はクロトの体内に《超空間》を常じよう駐ちゆうさせている。

《超空間》にある全十二棟むねの武器庫サイロには、分ぶん割かつされたクロトの記憶をはじめ、特殊な武器や異能が大量に貯蔵されているが、扉とびらは封ふう印いんされていて解かい錠じようしなければ有効にならない。

　異能総量、使用回数、最大出力なども、その武器庫サイロの解放数と連動しているのだった。

　今は第四武器庫サイロまで開いており、そこから先の異能武器を使うためには第五武器庫サイロの解錠条件を満たす必要がある。

　即すなわち──『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』

　蒼月華南を倒したと第五武器庫サイロの扉が判定しなければ、クロトはこの先の自分を取り戻していくことはできないのだった。

（厄やつ介かいなことになったな。だが、そもそも誰だれが何のためにこんな条件を……？）

　思考を巡らせるが、ザラストラ内に干かん渉しようできる者になど心当たりはない。

　おそらくクロトが現実から異世界に転生する前にいた謎の場所──失われたその部分の記憶に答えがあるのだろう。

（そう……それが分かれば華南とも戦わなくて済むはず。華南は俺のことを偽にせ者ものだとか、意味不明なことを言っていたけど──）

　あるいは彼女も自分と同様、何かの制約に縛しばられているのかもしれない──そう思い、クロトは軽く右手を握にぎる。

　指の末まつ端たんの感覚がないのは、華南の異能炎えん剣けんで黒くろ焦こげにされた後こう遺い症しようだ。

　睡すい眠みん中に《ザラストラ》の治ち癒ゆ効果が働いて見た目は元通りになったが、神経系の完全回復にはまだ少し時間がかかるようだ。

「……まあいいさ。ところでファムはどうしたんだ？」

　気を取り直してクロトが訊きくと、ルティシアは生き真ま面じ目めな顔で答える。

「寝てる」

「だよな」

　視線の先、クロトが今いるベッドの足の部分に突つっ伏ぷして、ファムはぐうぐう寝ているのだった。

「でも何で寝てるんだ？」

「ん、君の様子を見ていたら急に舟ふねを漕こぎ出してな。……たぶん疲つかれが溜たまっていたのだと思う。ヨルムンガンドの襲しゆう撃げきで今や竜装学院は半壊状態だ。ファムも我々と一いつ緒しよに、ずっと復興作業を手伝っていたからな」

　ルティシアがそう説明する横で、シャロンは居い眠ねむりしているファムを揺ゆさぶる。

「ほら、起きてファム！　クロトも起きたわよ」

「……ふに……」

　目覚めたファムは半眼で数秒ぼうっとしていたが、突とつ然ぜん表情を輝かがやかせると文字通り跳とび上がった。

「──お兄様！」

「わっ？」

　イルカのようにジャンプして、ベッドに半身を起こしているクロトに抱だきつく。飼い主に頭を擦こすり付ける猫ねこさながら、クロトの胸にすりすりしてきた。

「ファムはとっても嬉うれしいのです！　寝る間も惜おしんで心配した甲か斐いがあったのです」

「あ、ああ……。ありがとな。今思いきり寝てた気がするけど」

「細かいことは気にしない。それがファムの可愛かわいいところなのです！」

　自分で言うな、と背後でルティシアとシャロンが呟くが、ファムは気にも留めない。

　あろうことか、ふふんと勝利者の余よ裕ゆうを滲にじませてご満まん悦えつだ。

「ルティシアより、シャロンより、わたしが一番可愛いのです──。ねっ、お兄様？」

　貴様ああ、とルティシアとシャロンが憤ふん然ぜんとするが、やっぱりファムは気に留めない。

　そんな超マイペース少女ファムは、ルティシアたちより数歳年下に見えるビスクドールのように無表情な女の子だ。

　自じ称しようクロトの妹で、クロトと同じように部分的な記き憶おくが欠落した異世界転生者。

　並行世界パラレルワールドから来たらしく、元の場所では驚おどろくべきことにクロトと兄妹きようだい関係だった──

　そんなファムの説明を今までは誰もが話半分に聞いていたが、実は真実かもしれない。

　ファムは覚かく醒せいすると真の姿──超ビユーテイファムになり、《アールマティ・ザラストラ》というクロトとは別種の《ザラストラ》を使える事実が発覚したからだ。

　ファムも体内に時間庫サイロを持っていて、記憶を取り戻もどすほど超ビユーテイファムでいられる時間が延びていくという。

　今は一日五分だけだが、いずれ完全に超ビユーテイファムに移行するとのこと。

　その特異な能力故ゆえにファムもまたルティシアと同様、王弟派の預言師に狙われているが、今の彼女はもう無力ではないから安々と連れ去られはしないだろう。

（そうだ！　ファムが取り戻した記憶の内容も聞いておかないとな。能力のことの他ほかにも俺の知らないことを色々と知ってそうだ）

　と、クロトがファムにすりすりされながら思考していると、不意にルティシアが勢いよく金髪を搔かき上げて身を乗り出した。

　ファムの細い肩かたに背後から手を置いて、

「……さあファム、もうその辺にしておけ」

「何をです？」

　つぶらな目で訊くファムに、ルティシアは少し唇くちびるを尖とがらせ気味に答える。

「何をって……人の目の前でそんなにくっつくなんて羨うらやましいにも程が──いや、何でもない。と、とにかくだな。クロトは病やみ上がりなのだから、あまり無理をさせるな」

「そ、そうよ！　小さい子だからって、それを武器にするのは良くないわ！」

　シャロンもルティシアに同調してファムを引き離はなしにかかるが、顔に似合わず負けず嫌ぎらいのファムは、より頑がん強きようにクロトに抱きついてこんなことを言う。

「いいのですか、お兄様？　嫉しつ妬とに狂くるった発情期の女が二人、騒さわいでますけど」

「ファム……」

「お兄様は小さな女の子しか愛せないというのに」

「へ、変なこと言うな！」

　クロトは慌あわててファムを引き離すとベッドから下り、悔くやしげに歯は嚙がみするルティシアとシャロンを宥なだめた。

「──と、そういうわけだから。子供のしたことだし、許してやってくれ」

「……ふーっ、ふーっ……」

「ファムって……色んな意味でどんどん手て強ごわくなるわね！」

　怒いかりが収まらず、大きく肩を上下させるルティシアとシャロン。

　そして残念そうに「もっと兄妹愛というものを見せつけてやりたかったのです」と嘯うそぶくファムを冷ひや汗あせまじりに眺ながめて、クロトはふと気づく。

「あれ？　ところでユーリは？」

　一いつ瞬しゆん空白の時間が室内に漂ただよい、間もなくシャロンが少し言い辛づらそうに口を開く。

「ユーリは……入院してるわ」

「入院？　重い怪け我がなのか？」

　驚いて訊くクロトに、ううん、とシャロンはかぶりを振って続けた。

「身体からだの方は大だい丈じよう夫ぶ。でも精神的なショックが大きかったらしくて、まだ立ち上がれないみたいなの」

「精神的なショック……？」

　眉まゆを顰ひそめるクロトに、ルティシアが心痛の滲む顔で答える。

「無理もあるまい……。ヨルムンガンドの襲撃は、ほぼ天変地異に近い迫はく力りよくだった。ユーリは感受性が豊かそうだから、ショックを受けているのだろう」

　不意に脳のう裏りに甦よみがえる光景があって、そういうことか、とクロトは得心する。

「じゃ、お見み舞まいに行かないとな」

　──ユーリの精神的ショックとやらには心当たりがある。




　　　　◆　◆　◆




　大陸最高の叡えい智ちと技術が集結する機関──竜装学院を擁ようするヴァントワーヌ永世中立国の首都は学術都市と呼ばれており、多くの進歩的な施し設せつがある。

　その中でも最も医い療りよう設備の整った竜装学院附ふ属ぞく総合医院にユーリは入院しているとのことだった。

　ヨルムンガンド襲しゆう来らいの余波で復興作業中の広場を駆かけ抜ぬけ、クロトは件くだんの医院へ。

　個室のドアをノックすると、中から元気のない声がする。

「──誰？」

「クロトだ。見舞いに来たよ」

　安あん堵どしたような一瞬の沈ちん黙もくの後、入って、と部屋の中からユーリが告げた。

　ドアを開けると、適度な広さの個室の奥にベッドがあって、そのヘッドボードに背中を預けてユーリ・ウルヴァリンは毛布を首元まで引き上げていた。

「大丈夫なのか、ユーリ？」

「クロト一人かい……？」

「ああ、俺だけ。ルティシアたちも来たがったけど、精神的なショックが原因って聞いたからな。あまり大人数で押しかけても迷めい惑わくだろ」

　ユーリはくすっと微び苦く笑しようして、

「ほんと、クロトは気き遣づかい上手だよね……」

「俺は事実を言っただけだよ」

「いいんだ。君にはもう知られているし、今いま更さら隠かくしたって仕方ない」

　でも、ありがとう、とユーリは囁ささやくように言って続けた。

「精神的ショックって程ほどでもないんだ。ただ……今後のことを色々考える時間が欲ほしくてさ。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は女にしか使えないから、ボクが性別を偽いつわっている限り、小隊の戦力アップは望めない。だからもう心の準備をしなきゃいけないって考えてたんだ」

　首元まで引き上げていた毛布をはらりと手放すと、ユーリは伏ふし目で続ける。

「そう。ボクは──女なんだよ」

「……だよな」

　ヨルムンガンド襲来の衝しよう撃げき波はで数々の建物が倒とう壊かいし、半はん裸らで瓦が礫れきの下した敷じきになっていたユーリを助けたタイミングで、クロトはそのことを知ってはいたが──

　今、こうして間近で見ると、今まで気づかなかったことの方が不思議に思える。

　ピンク色の薄うすい寝しん衣いに包まれたユーリの身体は、色白ではっとするほど線が細く、紛まぎれもない女性のものだ。はだけた寝衣の隙すき間まからは豊かな胸の谷間が覗のぞいている。

「ユーリ、その……」

　つい赤くなってクロトは目を逸そらし、その反応に気づいたユーリも頰ほおを染めて慌ただしく寝衣の乱れを直した。

「ご、ごめん、変なもの見せて！　ボク、昔から胸が大きいのが悩なやみなんだ。普ふ段だんは綿布をきつく巻いて圧あつ迫ぱくしてるんだけど」

「あ、謝るなよ！　いいことじゃないか」

「い、いいこと……？　男装には不便だよ。あ、もうこっち見ていい」

　クロトは軽く嘆たん息そくするとユーリに顔を向ける。

「男装しなければいい──ってわけにもいかないんだろうな。どうしてなんだ？」

　するとユーリは紫むらさき色いろの双そう眸ぼうを下方に向けて、

「それは……話すと長くなる」

「ん」

　確かに余程の事情がなければ男装などしないはず。細い眉を物もの憂うげに寄せているユーリにクロトは軽く片手を振ふって、

「すまない。無理に話さなくていいんだ。今の質問は忘れていいよ」

「……ふっ」

　不意にユーリは嬉しそうに微笑ほほえむと、いつもの気き障ざな仕草で前まえ髪がみを搔き上げた。

「だけどね──君にだけは聞いてほしいのさ。クロト、もっとそばに来てくれないか」

「ああ……」

　近くによるとシトラス系のほんのり甘い香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　クロトがベッド脇わきに椅い子すを置いて腰こし掛かけると、ユーリは遠い目をして語り始めた。




　　　　◇　◇　◇




　北の小国家ヴァントワーヌは、戦争不ふ干かん渉しようの永世中立国だが、基本的に中央大陸の南部は二つの軍事大国が占せん拠きよし、互たがいに覇は権けんを争っている。

　ルティシアの故郷である東のダーナ王国と、西のクヴァル連合公国。

　クヴァルは九つの公国から成る連合体で、大公ギュスターヴが全体を統とう括かつするが、各おの々おのの公国はその地を任された君主が治めており、法も武力も宗教も全く違ちがう。

　ユーリの出身はその九公国の一つ、クヴァル・ハイレン公国だ。
















　そこには〈ナーガ〉というドラゴンの変異種──その極きわめて強力な個体が存在する。

「〈ナーガ〉……？」

　ユーリの説明を聞いたクロトが目を瞠みはって訊きいた。

「この世界にはそんなのもいるのか？」

「うん。──とは言っても、〈ナーガ〉のことは知らない者も多いんだけどね。ダーナ方面にはそもそもいないし、公国にもほんの僅わずかしか生き残っていないから」

　クヴァル連合公国は一枚岩ではなく、水面下に多くの派は閥ばつが存在し、互いに手を組む公国もあれば牽けん制せいし合う公国もある。

　各公国の君主は、自国の軍事力の正確な内容を大公ギュスターヴにしか告げない。

　ユーリ自身、他の公国の〈ナーガ〉に関する詳しよう細さいな情報は持っていなかった。

（あるいはもういないのかもしれないけどね。あたかも生きているように対外的に見せかけているだけで……）

　と、ユーリが考えていると、不意にクロトが不思議そうな顔で訊いてくる。

「そんな風に秘密保持できるものか？　ドラゴンは人類の捕ほ食しよく者なんだろう？」

「あ、ごめん。言ってなかった。〈ナーガ〉は人間を捕食しないんだよ」

「え？」

「それどころか何も食べない。……生物としては異い端たんだよね。栄養も摂とらず、生せい殖しよく活動も行わず、時折選ばれた人間とだけ精神的交流をして過ごす稀き少しような変異種。それがクヴァルの智ち竜りゆう〈ナーガ〉なんだ──」

　今から四百年前、伝説の《竜の女神メーデンドラツヘ》とお付きの《竜遣いの巫女メデイウム》たちが、大陸全土に蔓延はびこっていた全ドラゴンを北の大森林〈腐ふ界かい〉に隔かく離りしてメッシュ状の封ふう印いんを施ほどこした。

　だが人間を捕食しない〈ナーガ〉は《竜の女神メーデンドラツヘ》に見み逃のがされて、連合公国の奥地でひっそり今こん日にちまで生き続けてきたのである──

　そんな風にユーリが説明すると、クロトは呆あつ気けに取られたように眉の横を搔かいて、

「凄すごい話だな……。だったらその〈ナーガ〉ってのは、四百年以上生きてるわけか」

「そう。食べ物を摂らないだけに少しずつ弱りながらね」

　少し寂さびしい気分になったユーリは、ベッドのシーツに軽く爪つめを立てて続ける。

「〈ナーガ〉は人類の敵ドラゴンと同等の外見と力を持つ……。でも実際は、ドラゴンよりずっと高い知性を持つ人類の共生者──むしろボクたちに多くの示し唆さをくれる、人類の導き手に近い存在なんだ」

「導き手……？」

「そう。自身が認めた者に限るけど、〈ナーガ〉は人と思念で交流できる。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はこの国ヴァントワーヌで開発されたものだけど、その原型である《竜装ヴアラー》は五十年前にクヴァルで造られた──って話、クロトは知ってる？」

「ああ。ルティシアから入学初日にそう聞いた」

「《竜装ヴアラー》も、その〈ナーガ〉との交流の賜たま物ものさ。寿じゆ命みようで死んだ〈ナーガ〉の骸むくろで鎧よろいを造れと他ほかの〈ナーガ〉が教えたからなんだよ」

「！　そうだったのか……」

「対外的には古代遺い跡せきで発はつ掘くつされたことになってるけどね。クヴァルで《竜装ヴアラー》が発展しなかったのは、君主の怠たい慢まんのせいでも開発権の独どく占せんが理由でもなく、単にドラゴンの絶対数が少ないから。北の〈腐界〉に大量のドラゴンが巣くうヴァントワーヌとは、根本的に事情が違うんだよ」

「……成程な。何だか色んなことが分かってきた気がする」

　クロトは赤い瞳ひとみで静かにユーリを見た。

「ユーリ、お前の本当の目的も──」

「……今まで言わずにいてごめん。でも誤解しないで。これはボクの動機の根幹に関かかわることだから、どうしても打ち明けるわけにいかなかったんだ」

　ユーリは思い出す。

　それはまだ自分が故郷のクヴァル・ハイレン公国にいた頃ころのこと──




　ハイレンには〈ナーガ〉の極きわめて強力な個体、《サンダードラゴン》が棲せい息そくする。

　ユーリはその《サンダードラゴン》の世話役を代々任されてきた由ゆい緒しよ正ただしき騎き乗じよう竜りゆう騎き士しの家系──ネイズヴェス家の一人ひとり娘むすめだった。

　否いな、世間的には一人息子むすこだとされている。

〈ナーガ〉の背に乗って戦う騎乗竜騎士には男性しかなれないという、根こん拠きよはないが脈々と守られてきた長年の慣習があるからだ。

　そのためユーリ・ネイズヴェスは生まれた時から男子として育てられ、厳しい訓練に明け暮れてきた。

　ユーリの戦せん闘とう技能の高さは、騎乗竜騎士家の血統と、その長年の訓練によるものだ。

　幼いユーリには過か酷こくな日々だったが、挫くじけそうな時は《サンダードラゴン》が領内のどこからか飛んできて慰なぐさめてくれた。だから頑がん張ばれた。

　ユーリ自身、騎乗竜騎士としての高い技ぎ倆りようを身につけ、《サンダードラゴン》に乗って戦う日を楽しみにしていた。

　だが透すき通るような晴天が広がる、ある冬の日のこと──

　ユーリが領内の平原で《サンダードラゴン》と戯たわむれていると突とつ如じよ爆ばく音おんが弾はじけた。

「──な、何だっ？」

　直後、蒼そう穹きゆうの彼方かなたから領内に真しん紅くの稲いな妻ずまが降ってきたのだった。

　落らく雷らいの衝しよう撃げきで巻き上がる土ど砂しやと、周囲を滅め茶ちや苦く茶ちやに駆け巡めぐる何条もの赤い稲妻。

　その中を傲ごう然ぜんと歩み寄ってくるのは、紅くれないの雷光を纏まとった女騎士──

　彼女は告げた。

「──わたしの名はヴィナス・クロフォード。古いにしえの竜族《サンダードラゴン》。貴様の命、この〈ドラゴンスレイヤー〉が貰もらい受ける！」

　刹せつ那な、ヴィナスは赤い剣けんを抜ぬき、激げき烈れつな竜たつ巻まきを思わせる渦うず状じようの刺し突とつを放つ。

《サンダードラゴン》は身じろぎ一つせずにそれを受けて、瞬しゆん間かん絶命した。

　あまりの事態にユーリは忘我状態に陥おちいって動けない。

　そんなユーリの眼前で《サンダードラゴン》の竜りゆう核かくを素す早ばやく奪だつ取しゆすると、ヴィナスは再び稲妻と化して虚こ空くうへ飛び去った。




「──あの時のことは今でも忘れられない。ヴィナス……あのクソ女！　今でも憎にくくて憎くて憎くて……いつかこの手で絶対に潰つぶしてやるって心に誓ちかったんだ！」

　言い終えたユーリは息を切らし、クロトは得心したように自分の顎あご先さきに触ふれる。

「……だから、いつもヴィナスに敵意を剝むき出しにしていたんだな」

「ん。ボクが家出してまでヴァントワーヌに来た理由はまさしくそれだからね。もちろん《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の勉強にも興味はあるけど」

「家出……？　ああ、成なる程ほど。よく考えたら苗みよう字じが──」

「そう。ユーリ・ウルヴァリンは仮の姓せいで、本来はユーリ・ネイズヴェスだよ」

　ネイズヴェスは、騎乗竜騎士の名家として公国ではそれなりに名が知られている。

　様々な国から人材が集まるヴァントワーヌに入るに至って、念のために姓を変えた方がいいと判断したのだった。

　だけど、とユーリは眉まゆを寄せて呟つぶやく。

「今のボクではヴィナスに到とう底てい勝てない。それは流石さすがにボクにも分かる」

「……」

「ヴィナスの武装──雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》は、文字通り《サンダードラゴン》の竜核を使った特別製で、普ふ通つうの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》とは桁けた違ちがいに高性能なんだ。しかもヴィナスは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》がなくても学院最強の天才騎士。あらゆる面で力が及およばない」

　そう考えて暗あん澹たんとした気分になるユーリに、ベッド横のクロトが頷うなずいて言う。

「俺も入学試験と称しようして一度戦わされたことがあるけど……確かに、あいつは強いな」

「実はボクも非公式に何度も戦ってるんだよ。そのたびに一瞬で負けたけど……。噂うわさでは、ヴィナスには別次元に干渉する極限固有異能があるらしい」

「別次元に干渉──？」

　通常の異能士には扱あつかえない、極めて稀少で高度な異能を極限固有異能と呼ぶ。

「考えてみれば滑こつ稽けいな話さ……。復ふく讐しゆうに来たはいいけど、力量差がありすぎてまともな戦いにならない。おまけに有事の時はその憎い敵に──助けてもらうなんて」

　ユーリは下した唇くちびるを嚙かんだ。

　ヨルムンガンド襲しゆう来らいの際、ヴィナスに保護してもらったことは紛まぎれもない屈くつ辱じよくの体験として記き憶おくに刻み込まれている。

「今のままじゃ、ヴィナスに勝つなんて夢のまた夢──。とっても悔くやしいよ」

「ユーリ……」

「時々堪たまらない気持ちになるんだ。今後どれだけ努力してもヴィナスには一生勝てないんじゃないか？　ボクは異国の地で一人、何をしているんだろうって」

　そう思うとユーリは無む性しように心細くなる。

　現状、一人では確実に勝てないことが分かったので、小隊戦で勝ち上がり、皆みなで力を合わせてヴィナス小隊に挑いどめばあるいは……と一いち縷るの望みを抱いだいているが、道程は険しい。

　ユーリの属するＳＲ15小隊は現状Ｅランク。

　ヴィナス小隊への挑ちよう戦せん権けんがあるＳランクへの昇しよう格かくには、まだまだ多くの強きよう豪ごう小隊を打破する必要がある。

　小隊戦の勝率を上げるには自分も《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着用し、竜装騎士ヴアラードラグーンとして参加すればいい──それは分かっているし、頑張っているルティシアたちの力になりたい気持ちもあるのだが、生後ずっと男装してきたユーリだからこそ躊躇ためらう。

　女性にしか扱えない《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとうということは、皆に自分の本当の性別を明かすということ──

　それは早晩、男性しかなれない騎乗竜騎士の座を諦あきらめることにも繫つながるだろう。

　騎乗する〈ナーガ〉は既すでにいないが、騎乗竜騎士家として名高いネイズヴェスの家か紋もんに泥どろを塗ぬるような気がして、ユーリはずっと心の準備に手間取っていたのだった。

　と、その時、出し抜けに不敵な声がする。

「お前に迷っている暇ひまなどあるのか？」

　はっとしたユーリとクロトが顔を向けると、病室のドアが開かれて、制服を着た赤い髪かみの美女が悠ゆう然ぜんと中に入ってくるところだった。

「そろそろ退院したかと様子を見に来てみれば、まだ悠ゆう長ちように寝ねているとはな！　この際、はっきり言わせてもらう。ユーリ──お前は弱い」

「……っ！」

　入室早々、胸に刺ささる発言をしたのは、件くだんのヴィナス・クロフォード。

　ルシャスから〈ドラゴンスレイヤー〉という戦争代行者のライセンスを与あたえられた、一騎で一国を壊かい滅めつさせられる超ちよう弩ど級きゆうの竜装騎士ヴアラードラグーン──戦術竜りゆう騎き士しだ。

　ウェーブのかかった豪ごう奢しやな長ちよう髪はつを見せつけるように搔き上げると、学院最強の戦士にして生徒会長のヴィナスは、真正面からユーリを見み据すえて続けた。

「弱い者が何もかも手に入れようなどと、おこがましいにも程があるのだよ。そこのカミノメ・クロトならいざ知らず」

　ヴィナスはベッド横で怖こわい顔をしているクロトを一いち瞥べつすると、再びユーリを見た。

「力を得るためには何かを捨てる覚かく悟ごが必要だ。剣と槍やりを左右の手に持つよりも、一つの武器を両手で持つ方が強い。ユーリ……弱者であるお前は潔いさぎよく何かを諦めろ。そうすれば今より少しは強くなれるだろう」

「……」

　ユーリは無言で拳こぶしを握にぎり締しめる。

　心のどこかでそれが真実だと分かっていたからこそ言い返せなかった。

　そう、今のままでは自分は最後まで変わらないし、変われない。どこかで何かを決断しなければ──

「お前の最大の目的はわたしに復讐することなのだろう？　ならばユーリ、それ以外の全すべてを断念するくらいの気持ちになれ。そして、せめてわたしに一いつ矢し報むくいることだ」

　そしてヴィナスは肉にく食しよく獣じゆうのように美しく獰どう猛もうな笑えみを浮うかべると、こう告げた。

「お前の大事にしていた《サンダードラゴン》のためにもな」

「──貴様っ！」

　瞬間、頭が沸ふつ騰とうしたユーリはベッドから飛び下りようとするが、横にいたクロトに素早く止められる。クロトは一見華きや奢しやだが、驚おどろくほど力が強くて振ふり払はらえない。

　そんな二人を嘲あざ笑わらうと、ヴィナスは髪をなびかせて颯さつ爽そうと病室を出て行った。




　　　　◆　◆　◆




　ユーリはしばらく目に涙なみだを溜ためて激げき昂こうしていたが、クロトが宥なだめるうちに冷静になったらしく、静かになった。

「すまない、クロト……。君にはいつも迷めい惑わくをかけてばっかりだ。本当にごめん……」

「いいって。誰だれにだって譲ゆずれないものくらいあるだろ。ユーリにとっては、それが《サンダードラゴン》のことだったんだから」

「ん」

　ユーリは潤うるんだ瞳で素直に頷いた。そして──

「……クロト、少しだけ一人にさせてくれると嬉うれしい」

　ユーリは顔を掌てのひらで覆おおうように押さえる。

「分かった。また来るよ」

「ありがとう──」

　きっと誰もいない部屋で泣きたいのだろう。クロトはユーリの病室を出ると静かにドアを閉めた。




　一階に下りて医院の外に出ると、意外にも建物の壁かべにもたれてヴィナスが待っていた。

「意外に早かったな、カミノメ・クロト。ユーリの慰め、ご苦労だった」

「お前……」

　クロトが睨にらむと、視線をいなすようにヴィナスは肩かたを竦すくめる。

　先程の攻こう撃げき性を微み塵じんも感じさせない、年上としての余よ裕ゆうに溢あふれた態度──それでクロトも本心を察して小さく舌打ちした。

「……道理で好戦的すぎると思ったんだ。さっきのは芝しば居いだな？」

「芝居ではなく、激げき励れいと言ってもらいたい。ユーリはこんなところで終わる女ではないからな。まだまだ強くなるはずだ」

　へえ、と若じやつ干かん意表を衝つかれてクロトは眉を持ち上げた。

（何だ。弱いとか色々言ってた割には、意外とユーリのことを──）

　思わずヴィナスを見直した後で、クロトは嘆たん息そくまじりに言う。

「だけど、あれだな。もう少し物の言い方に気を遣つかった方がいいんじゃないか？」

「勘かん違ちがいするな、カミノメ・クロト。わたしがユーリの《サンダードラゴン》を殺したのは事実だ。そしてユーリには、もっと成長してもらう必要があるだけのこと」

「必要……？」

　どういうことだろう。ヴィナスは薄うすく笑って続ける。

「今のところユーリの能力だけが見み劣おとりする──それだけのことさ。お前とファムには最強異能《ザラストラ》があり、《竜の女神メーデンドラツヘ》の転生者であるルティシアには《竜りゆう刻印》が。ベアラ姫ひめ巫女みこの末まつ裔えいシャロンには封ふう印いんされた極限固有異能が。そしてルシャス様には未来視の力がある。来たるべき《大侵攻ドラゴンウオーハザード》に向けて、戦力は少しでも多い方がいい」

　クロトは一瞬言葉を失う。

　不可解な情報が急激に増えた気がして、軽くこめかみを押さえた。

「ルティシアとシャロンが……何だって？　お前、何をどこまで知ってるんだ？」

「あいにくだが、それを無む償しようで答えるほどわたしは人が好よくない。お前の記憶にも関かかわることだ。教えてほしければルール通り、Ｓランクの小隊戦でわたしに勝ってもらおう」

「おい！」

「期待しているぞ、カミノメ・クロト」

　ヴィナスはさらりとクロトの追つい及きゆうを躱かわすと、片手を振ってその場を立ち去る──

　が、去り際ぎわにヴィナスが呟いた言葉はクロトの耳にも届いていた。

（今の──どういう意味だ……？）

　もっとも、あまり時間は残されていないようだが──ヴィナスはどこか不ふ穏おんな声こわ色いろで、そんな風に言い残したのだった。




　　　　◇　◇　◇




　ヴァントワーヌ竜装学院、復興作業中の敷しき地ち内ない外れ──

　ヨルムンガンドが最初に突とつ撃げきしてきた『爆ばく心しん地ち』とも言える場所で、シャロンは建物の残ざん骸がいを撤てつ去きよする作業に勤いそしんでいた。近くでルティシアが友人のベスやアビーと協力し、倒たおれた鉄のコンテナを持ち上げようとしている。

　瓦が礫れきには重いものも多いため、多くの生徒が《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着用していた。

　シャロンはクロトに造ってもらった専用のＤ‐ｚ型試作弐に号機〈花散竜カサンドラ〉を纏まとい、折れた柱の残骸を抱かかえ、仮置き場まで歩きながら溜め息を吐つく。

「はあ……。この作業、当分かかりそう」

　人手が圧あつ倒とう的てきに足りていなかった。

　瓦礫は仮置き場に一いつ旦たん集めて、その後選別して焼しよう却きやくまたは埋うめるのだが、負傷した生徒も多く、充じゆう分ぶんな作業人員数が確保できていない。

　竜装学院で扱あつかう技術は基本的に軍事機密だから、外部の者には可能な限り手を借りない方針で撤去作業が進められているのだ。

　と、不意に背後からシャロンを呼び止める者がいる。

「やあ、シャロン。キミは相変わらず力仕事が似合うね！」

　振り返れば、レイス・ティレトーが片目を隠かくす長い前髪を直して微び笑しようしていた。

　拘こだわり派の敏びん腕わん竜装設計士ヴアラーデザイナーことレイスは、制服の上に白衣を羽織るという力仕事には向かない姿で、とりあえず撤去作業を手伝う気はないらしい。

「むー……。力仕事が似合うって、どういう意味よう？」

　シャロンが頰ほおを膨ふくらませると、レイスは肩を竦めた。

「言葉のままさ。キミはパワフルで、見てると楽しい女の子だってことだよ」

　そんな風に捻ひねくれた物言いのレイスは、実際かなり捻くれた性格だが、入学当初シャロンが迷子になって困っていた時、丁てい寧ねいに道を教えてくれた。

　口調は皮肉っぽいが、シャロンにだけは親切にしてくれるので、内心嫌きらいではない。

　レイスは、シャロンの故郷こと微び小しよう国家ロトムにも時折出しゆつ没ぼつする流る浪ろうの少数民族、ベアラ人の血を引いているらしい。

　その独自の秘ひ匿とく異能を応用した《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──何と完全な透とう明めい化を実現する──を使って、先日のランク戦では大いにＳＲ15小隊を苦しめた。

　だが、それも今となってはいい思い出。

　レイスは先の敗北を機に、故郷への帰き還かんを決めたという。

「ねえシャロン……。やっぱり気は変わらないのかい？」

　上うわ目め遣づかいを向けてくるレイスに、シャロンはきっぱり答える。

「変わらないわよ」

「どうしても……？」

「どうしても！　だって、わたしはロトムの人たちの期待の星なんだもん」

　シャロンは腰こしに手を当てて毅き然ぜんと胸を張った。

　──実はシャロンは、一いつ緒しよに帰郷しないかと昨日からレイスに誘さそわれていたのだった。

　レイスがこれから向かうベアラ人の野営地は、東の果てにあるロトムの近くらしい。

　シャロンが共に帰るならロトムに立ち寄り、独自の秘匿異能と技術を皆みなに提供してくれるという。そうすれば近きん隣りん諸国の侵しん略りやくに対する抑よく止し力りよくになるだろう、と。

　魅み力りよく的で、ありがたい申し出だった。

　だが、それはシャロンの一番の望みとは異なる。やはり自分は自分の力で、自国の人々を守りたい──

　そう思ったから、今回もきっぱり断らせてもらう。

「気持ちだけ受け取っておくね。ありがと、レイス」

「……困ったなー」

　レイスは溜め息を吐いて続けた。

「わたしと一緒に来た方が絶対シャロンのためになるんだよ。竜装騎士ヴアラードラグーンになる必要なんかないんだ」

「どうして？」

「だってシャロンは──」

　刹せつ那な、しまったという風にレイスは口元を押さえる。

　明らかに何か言いかけてやめた感じのレイスの前で、シャロンは首を傾かしげて訊きいた。

「わたしが、何なの？」

「いや、別に……深い意味はないんだけど──」

　レイスは口を濁にごし、片側だけ伸のばした長い前髪を神経質に擦こすり合わせる。

　よく分からないが言いたくないらしい。だったらいいやと思って、シャロンは軽く笑っておいた。

「変なレイス」

「うーむ……。もう時間がないんだよなあ……」

　少しの間レイスは考え込んでいたが、不意に目に奇き妙みような光を湛たたえて口を開く。

「仕方ない。プランＢで行こう」

「プラン？　何のこと？」

「いや、こっちの話だから気にしないでいいよ。──シャロン、キミとの学院生活、短い間だけど楽しかった」

「……？　何その言い方。レイス、別にまだ行っちゃうわけじゃないわよね？　わたし、ちゃんと見送りに行くから」

「分かってるって」

　軽い口調でそう言うと、レイスは白衣を翻ひるがえしてシャロンの前から立ち去った。




　　　　◇　◇　◇




　ヴァントワーヌ竜装学院、執しつ務む室──

　水色のローブに身を包んだ、一見少女のような姿の学院長の賢けん者じやルシャスが、同じく少女のような姿のファムと向かい合い、長々と話をしていた。

　窓から射さす陽光が、二人の無表情な横顔を雪原のように白く照らしている。

「──以上だ。ぬしらの運命に関して私から教えられることは他ほかにもうない」

「分かりました──」

　ファムが珍めずらしく殊しゆ勝しように首しゆ肯こうし、一呼吸置いてから続ける。

「……未来が分かるというのは必ずしも幸せなことではないのですね。ルシャス様、あなたは強い人です。わたしはあなたのことを心から尊敬するのです」

　よせと言いたげにルシャスは掌を振ふった。

「何かが分かることと何かを成し遂とげることは全く次元の異なる話。ファムよ、今回こそうまくやれ。忌いまわしき因果の鎖くさりを断たち切るのだ」

「やります！」

「気負うな。遠えん慮りよも要いらん。お前たちの好きにやれ。それがこの世界を解放することに繫つながる──」

「ええ。お兄様と共に、わたしは必ずやってみせるのです！」

　ファムは眉び宇うに決意を滲にじませて頷うなずき、ルシャスは満足げにその様を眺ながめていた。

　と、不意にルシャスがぴくりと片目を見開き、素す早ばやく窓の外に顔を向けて呟つぶやく。

「精せい霊れい素そが騒さわぎ始めた」

「！　大きい。このテレポート、五人……いや、六人？　とにかく大勢来るのです！」

「始まる──」




　刹那、学院構内の何もない空間が激しく歪わい曲きよくして、その奥から謎なぞの人ひと影かげが姿を現した。








第二章　ヴェーデン３ドライ









　竜りゆう装そう学院の正門間近──滅め茶ちや苦く茶ちやに湾わん曲きよくする風景の奥から、暗い色のローブを纏まとった者たちが悪夢的な幽ゆう霊れいのように歩み出た。

「ここが竜装学院──」

「何だ、既すでにぼろぼろですね」

　魔ま法ほう転移直後に特有の明めい滅めつする微び粒りゆう子しに取り巻かれながら、嘲あざけるようにそう呟く。

　正門間近で復興作業をしていた数名の学院生たちは、常じよう軌きを逸いつした突とつ発ぱつ的事態に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。反応する暇ひまもなく、彼女たちの姿が業ごう火かのように燃え上がる。

「ぎゃあああぁぁあああああ！」

　──ドゥオンッ！

　数名の生徒は《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の上から粘ねばり着く異様な火か炎えんに覆おおわれて、矢のように後方へ吹ふき飛んだ。山積した瓦礫の奥深くに頭から突つっ込んで動かなくなる。

　歪曲空間の奥から現れた謎の集団の一人──額から角に似た突とつ起き物を生やした少女が、酷こく薄はくな微び笑しようを唇くちびるに浮うかべた。

「これが竜装学院の竜装騎士ヴアラードラグーン……。ドラゴンを模するくせに何という脆もろさでしょう」

　角のある彼女の口元には、今吐はき出したばかりの炎ほのおの残ざん滓しが少量漂ただよっている。

「さしたる時間は必要なさそうですね──皆みな殺ごろしにするのに！」




「──何だっ!?　何だ奴やつらは！」

「どこから来た!?」

　未み曾ぞ有うの緊きん急きゆう事態だった。

　何重もの魔法防ぼう御ぎよが施ほどこされているはずの竜装学院が、外敵の侵しん攻こうを許すなど異例中の異例。

　そもそも何が起きているのか……？　誰だれも真相を知らないが、唐とう突とつな侵入者の出現に学院の全竜装騎士ヴアラードラグーンが血相を変えて戦せん闘とう態勢に移行する。

　侵入者の近くにいた竜装騎士ヴアラードラグーンが十数名、謎の敵を捕とらえようと連れん携けいして突とつ撃げきするが、

「──うぎゃあああああぁぁぁああああ！」

　額に角のある少女が口こう腔こうから粘ねん着ちやく性のある物もの凄すごい火炎を放射し、それを受けて片かたっ端ぱしから火だるまと化して蹴け散ちらされる。

　それは通常の火ではない。指向性を持ち、重力を備え、いくら振り払はらおうが水系統の魔法を使おうが消えない。

「し、信じられん……！　あの女の吐く火──本物のドラゴンブレスだ！」

「ボリュームを持つ火炎──？　馬ば鹿かな！」

「掠かすりでもしたら終わりよ！」

　ドラゴンブレスは、最強生物ドラゴンが得意とする中央大陸最強級の物質的攻こう撃げきだ。

　喉のどの奥に備わった筋肉細さい胞ぼうの変異体こと《発火器官》で生成した火炎を粘着性の高いゼリー状の燃焼体液に混ぜ込み、高圧力で砲ほう弾だんのように発射するというもの。

　当然、人間がなし得る攻撃ではないが──

　こいつは……何だ？

　竜装騎士ヴアラードラグーンたちは未知の恐きよう怖ふに竦すくんで身動きできなくなる。

　が、その時、疾しつ風ぷうのように駆かけつけた少女の毅然とした声が皆の硬こう直ちよくを解いた。

「何してるの！　下がりなさい！」

　皆みなを一いつ喝かつして我に返らせたのは、小隊ランク統合序列二位、サイ＝カ特務騎士隊を率いる美び貌ぼうの生徒会副会長──ユリアナ・フェアライトだった。

　肩かたまで伸ばした茶色の髪かみに、正義感の強そうな顔立ち。左右両方の手に片手半剣ハンドアンドアハーフソード。

　元国家竜装設計士ヴアラーデザイナーＣシトロン・バラネスクが数個だけ造った上位ランカーのみに使用が許可される黄金の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──〈ＬＬＤヴァンゲリス〉を着用している。

　これは通常の竜骨格フレームワークと人工竜筋マツスル・アクチユエータに加え、外部に油圧式外骨格を取り付けてパワーを高めた特とく殊しゆ重装だ。ただでさえ高いユリアナの身体能力を更さらに飛ひ躍やく的に増ぞう幅ふくする。

「そいつらはヴェーデン３ドライよ！　危険だから皆は後方に退たい避ひして！」

　ユリアナの警告に、周囲の竜装騎士ヴアラードラグーンたちが瞬しゆん時じに青ざめた。

「……ヴェーデン３ドライ！」

「こいつらが噂うわさの！」

「──ダーナ王国王弟派の最強精せい鋭えい部隊、ヴェーデン３ドライ!!」

「あ、あたしまだ死にたくない！」

　後方に退く者と、ユリアナに駆け寄って指揮下に入る者。

　混乱の極きわみにある生徒たちを、邪じや悪あくな侵入者たちは冷たい余よ裕ゆうを湛えて眺めている。

　敵の発する強きよう烈れつな悪の波動は、ユリアナの肌はだの産うぶ毛げをビリビリと逆立たせた。

（くっ……。まさかこいつらが前まえ触ぶれもなく攻せめ込んでくるなんて！）

　不気味なローブを纏った前方の敵──不敵極まるヴェーデン３ドライと、その補ほ佐さ役と思おぼしきダーナ王国宮きゆう廷てい魔ま導どう騎き士し団の最年少エースにして暗殺士のメタリア・ヴァランシーを、ユリアナは嫌いやな汗あせを拭ぬぐって睨にらみ付ける。

　ヴェーデン３ドライは、王おう弟てい派預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒ直属の最強魔法士三人衆だ。

　ユリアナが賢者ルシャスから事前に聞いた話によれば内訳はこう。




　額に角のある少女フューシア──ドラゴンの力を行使できる唯ゆい一いつの竜りゆう魔ま法ほう士し。

　仮面の魔導騎士マスカリン──古いにしえより伝わる数々の秘宝魔導器を使いこなす。

　車くるま椅い子すの老人ボラゾ──一見干ひからびた遺体にしか見えないが、リーダーだという。




　魔導騎士マスカリンはフルフェイス型の仮面とマントで身体からだを覆っていて正体不明だが、それ以上に不気味なのはリーダーのボラゾだ。

　褐かつ色しよくの肌の少女騎士メタリアが押す車椅子に乗った彼は指一本動かさない。古いローブから覗のぞく皺しわだらけの肌は暗い土つち気け色いろで、骨が何本も浮き出しており、とても生きているようには見えなかった。

（正直、呼吸もしていないように見えるけれど──）

　何にせよ、戦いでは弱い敵から着実に仕留めて、頭数を減らすことが重要。

　ユリアナは両手に持った片手半剣ハンドアンドアハーフソードをＸの字に交差させると闘気を上じよう昇しようさせた。

「──はああっ！」

　一瞬でユリアナの竜りゆう核かく調和が約八割まで上昇して、瞳どう孔こうが爬は虫ちゆう類るいのように縦に伸のびる。

　Dragon Combat Manoeuvring──

《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいだけが使える竜系統異能、通つう称しようマニューバ。

　学院屈くつ指しの竜核同調能力を持つユリアナは、ドラゴンの戦闘機動を模も倣ほうするだけに留とどまらず、騎士剣けん技ぎと合成することが可能だ。

「曲くせ者ものども──消えなさい！」

　Ｘの字に交差させた剣を下へ振り切ると、轟ごう音おんと共に超ちよう高熱の剣風が敵に発射された。

　ユリアナ独自の竜剣技──《火炎剣風衝撃波ドラゴンブーム》！

　ドラゴンブレスの疑ぎ似じ的再現──竜装騎士ヴアラードラグーンのＤブレスを双そう剣けんの大質量衝撃波に乗せるという荒あら技わざだ。パワーに優すぐれる重装〈ＬＬＤヴァンゲリス〉を装備し、尚なお且かつ竜核同調能力がずば抜けて高いユリアナにしか使えない。

　堅けん固ごな城じよう壁へきも一撃で打ち砕くだく、十字形の豪ごう炎えん衝しよう撃げき波はがヴェーデン３ドライへ飛ぶ。

　──クワァァァアン！

「何っ!?」

　だが衝撃波は敵に届かず四方に霧む散さんした。

　角を持つ竜魔法士フューシアが掲かかげた掌てのひら──その手前の空間に竜りゆう鱗りんに似た半はん透とう明めいの紋もん様ようが幾いく重えにも展開している。全すべてはそれに弾はじかれた。

「……っ。ドラゴンバリア！」

　ユリアナは舌打ちした。

　フューシアはブレス以外にもドラゴンの特性を自由に取り出して使用可能なようだ。

（今の攻撃で貫かん通つうできないとなると……厄やつ介かいね。しかも敵はこいつだけじゃない！）

　ヴェーデン３ドライとメタリアの前で、素早く唇を嚙かむユリアナ。

　下位の竜装騎士ヴアラードラグーンが何十人いたところで、全ての攻撃をバリアに阻はばまれて、ドラゴンブレスで一いつ斉せいに焼き払われるだけだ。何か特殊な力を持つ竜装騎士ヴアラードラグーンでもなければ──

　ユリアナは指揮下に入った下級竜装騎士ヴアラードラグーンたちをやむを得ず後方に一時退避させる。

　と、その時、背後で凜り々りしい声が響ひびいた。

「──副会長！」

「我々も戦います！」

「あなたたち……」

　ユリアナのもとに駆けてきたのは、最近ランク戦で快かい進しん撃げきを続けているＳＲ15小隊の主力メンバー、ルティシアとシャロンだった。

　二人が装着しているのは、新しん進しん気き鋭えいの竜装設計士ヴアラーデザイナーとして話題のカミノメ・クロトが製作した特殊な《戦術竜装タクテイクスヴアラー》。

　ルティシアはＤ‐ｚ型火属性試作初号機〈スカラバード・レーヴァ〉。

　シャロンは風属性弐に号機〈花散竜カサンドラ〉を纏まとっており、それらは竜核不使用ながらも非常に高性能で、特異な武器を多々内蔵するという。

　この二人なら、とユリアナは瞬時に判断した。

「──ルティシア、シャロン！　わたしを援えん護ごして！　今から敵を一気に打破します！」

「はい！」

「了りよう解かいです！」

　ルティシアとシャロンを両サイドに従えて、ユリアナは再び闘気を上昇させる。

　と──眼前で仮面の魔導騎士マスカリンが、せせら笑うように冷たく呟つぶやいた。

「馬鹿め」




　　　　◇　◇　◇




「何だと……？　何が馬鹿だ」

　眉まゆを吊つり上げる竜装騎士ヴアラードラグーンたちの目の前で、マスカリンは肩を竦めると仮面を通した聞き取りにくい声で告げる。

「今更何をしようが意味はない。戦いの結果とは始める前に確定しているものだ」

「……戯ざれ言ごとを！」

　ルティシアは風になびく金きん髪ぱつを後ろに流して敵を睨む。

　王弟派預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒの三大筆頭部下、フューシア、マスカリン、ボラゾの姿は、ヴァントワーヌに亡命してくる前に何度か見かけたことがあった。

　どんな力の持ち主かはルティシアも知らないが、ヴェーデンドレヒは三人に相当な信しん頼らいを置いていたように思う。

（だが無む謀ぼうにも程ほどがある。……ここは竜装学院だぞ？　たった三人で乗り込んでくる度胸は認めるが、返り討うちに遭あうだけだ──）

「さあ、ユリアナさん！」

　顔を向けてルティシアが攻撃を促うながすと、横のユリアナは勇ましく首を縦に振ふって、

「そうね。戯れ言に惑まどわされている暇ひまはないわ。──片付けます！」

〈ＬＬＤヴァンゲリス〉の腰こしに双剣を収納すると、ユリアナは素す早ばやく魔法詠えい唱しようする。

「《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》」

　大気にあまねく不可視の元素粒りゆう子し──火、水、土、風、金という全五種の精せい霊れい素そを一連の手続きで現象に変へん換かんする技術体系を魔法と呼び、竜装騎士ヴアラードラグーンの中にも魔法士と同等のそれを使える者がいる。生徒会副会長のユリアナは、その最さい右う翼よくだ。

「第五階位神聖武具生成魔法──《光の剣クレイヴ・ソリツシユ》、二刀流！」

　刹せつ那な、二条の眩まばゆい光こう芒ぼうが出現。

　出力された魔法がユリアナの手中に、光り輝かがやく二本の光剣として実体化した。

「魔法の威い力りよく、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のパワー、最大出力のＤブレス──この三つを合成して砕けぬ障しよう壁へきはない！　ルティシア、シャロン、サポートお願い！」

「はい！」

　そしてユリアナが光の双剣を頭上に掲げ、マキシマムパワーの《火炎剣風衝撃波ドラゴンブーム》を敵に発射しようとした瞬間──

　不意に仮面の魔導騎士マスカリンが不気味な笑いを洩もらす。

「笑える遺ゆい言ごんだったぞ」

　と、マスカリンが手をもたげて指を鳴らした刹那、ルティシアの真横で爆ばく音おんが弾けた。

「──きゃあっ!?」

　吹ふき荒あれる突とつ然ぜんの凄すさまじい爆風に押されてルティシアは尻しり餅もちをつく。

　何かが突とつ然ぜん爆発を起こした。一体何が──？

　怖こわ々ごわ瞼まぶたを開けると、隣となりにいたユリアナの姿がない。

　彼女がいた場所は地面が深々と抉えぐれ、周辺に血の染しみが飛び散り、粉々になった《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の残ざん骸がいが幾いくつも転がっている。

　シャロンはその後方で転てん倒とうしていた。怪け我がはないようだが、完全に度ど肝ぎもを抜ぬかれて凍こおりついている。

「な、何が……。一体何が……？」

　急に全身が冷え、ばくばくと心臓が痛いほど速く打つ。頭が真っ白でわけが分からない状態のルティシアに、マスカリンは嘲ちよう笑しよう的てきに告げた。

「《爆ばく殺さつ呪じゆ》。だから言っただろう。戦いの結果は始める前に確定していると」

「ど、どういうこと……？」

「ひゃーはははは！」

　不意に甲かん高だかい笑い声を上げたのは、ボラゾを乗せた車椅子のハンドルを握にぎっているメタリアだった。

「馬ば鹿かが！　あいつの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》には細工がされてたんだよ！　双剣のユリアナと言えば、巷ちまたじゃそこそこ有名だからな」

「さ、細工……だと？　そんなことをする暇は──」

「とっくの昔からしてたんだよ！　生徒に化けりゃ学院に潜せん入にゆうするのは簡単だ。お前程度はどうでもいいが、流石さすがに学院序列二位のこいつは厄介だろ。だから、呪まじないで着火する無む味み無む臭しゆうの異能爆薬を《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の内側に塗ぬり込んでおいたんだとよ」

「異能爆薬──！」

「双剣のユリアナ、狂戦士ドルテア、戦術竜りゆう騎き士しヴィナス……この辺のめぼしい奴やつらの鎧よろいの裏にはたっぷり仕込んであるって聞いてるぜ」

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にはＤバリアというドラゴンバリアを模する防護機能があるが、それを展開する前に内側から爆破すれば、いくら竜装騎士ヴアラードラグーンでも為なす術すべがない──そんなことを喜き悦えつの滲にじむ邪じや悪あくな笑え顔がおでメタリアは語った。

「さぁて──と」

　気づけばメタリアがボラゾをその場に置き、焼け焦こげた残骸のもとに歩き始めていた。

　ぐいと持ち上げたのは死んだように全く動かないユリアナの髪かみの毛。そのまま無造作に引っ張って、メタリアはユリアナの上半身を無理やり起こす。

「──何してる。やめろッ！」

　尻餅をついていたルティシアとシャロンは我に返って立ち上がり、蛮ばん行こうを制止しようとするが、メタリアは酷こく薄はくに嘲笑すると動かないユリアナを無造作に後方へ放ほうり投げた。

「……っ？　貴様！　ユリアナさんを──」

「キレてんじゃねえよ、甘ちゃん姫ひめ！　それより今から面おも白しろいことが起きる」

「何──？」

　直後にルティシアは瞠どう目もくする。

　それはまさしく異様な光景だった。

　放り投げられたユリアナの身体からだは車くるま椅い子すに乗ったボラゾの足元に落ちたのだが──

　死体のように身じろぎ一つしなかったボラゾが微び弱じやくに動いた。

　骨の浮うき出た細い脚あしを緩かん慢まんに伸ばし、裸足はだしでユリアナの身体を踏ふむ。なぜか刃は物もので刺さしたように深くめり込んでいく。

　と──ボラゾの足に突然太い血管が何本も浮き出した。

　血管は力強く脈動し、ポンプのようにユリアナの体内から血液を吸い上げ始める。

　ボラゾの皺しわだらけの肌はだに血の気が宿った。

　肉や体毛が不気味な速さで再生を始め、老人から中年へ、中年から青年へとボラゾは瞬またたく間に変容していく。

　やがて閉じていた両目を開けると──それは異国の夜を思わせる神秘的な紫むらさきの妖よう眼がん。

　今や完全に見み目め麗うるわしい少年の姿となったボラゾは車椅子から立ち上がり、ローブ姿で颯さつ爽そうとルティシアとシャロンに近づいてきた。

「な……な、何なんだ！」

　ルティシアは本能的な恐きよう怖ふを覚えて叫さけぶ。

「何だというのだ、お前は！」

「王おう弟てい派筆頭魔法士ボラゾ──このヴェーデン３ドライの元もと締じめを仰おおせつかっております。元気そうですな、第三王女」

　老人めいた口調と純真そうな少年の姿がミスマッチで非常に気味が悪い。片かた膝ひざをついて慇いん懃ぎんなお辞じ儀ぎをするボラゾの後方から、メタリアが得意げに声を張り上げる。

「ボラゾの旦だん那なは普ふ段だんは死んでるが、魔法士、異能士、《竜遣いの巫女メデイウム》──そういった強者の血を取り込むと、生き返るんだよ！」

「い、生き返る……だって？　そんな馬鹿な！」

　愕がく然ぜんと叫ぶルティシアに、ボラゾは何でもないことのように髪を搔かき上げて答える。

「生も死も煎せんじ詰つめれば只ただの状態遷せん移いにすぎませんのでな。普段の私は死の世界の住人。そこから帰き還かんする際のトリガーがあなた方の血──かくして私は生の〈状態ステート〉に移行した。それだけのことです」

　ルティシアの腋わきにじわりと変な汗あせが滲む。〈状態ステート〉ということは、つまりは魔ま術じゆつ的自己暗示が肉体にも影えい響きようを与あたえるということか？

　理解不能だが、容易ならざる敵だということだけは心底理解できた。

「この学院は現在、半壊かい滅めつ状態にある。我々も目的を遂とげやすいというもの──」

「お、お前たちの目的は何だ！」

「幾つもありますが、その一つは──」

　ルティシアの問いに、ボラゾは少年の残ざん酷こくさが滲み出る冷たい目で答える。

「あなたの捕ほ獲かくですよ、第三王女」

「──っ！」

「無力化させて頂きましょう。第八階位死界性低温魔法──《砕獄冷凍波フインブルヴエト》」

　刹那、ボラゾの両手から不可視の何かが広こう範はん囲いに放射される気配があり、ルティシアは本能的に《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のスラスターで素早く空中に退たい避ひして躱かわしたが──

「きゃあああっ！」

「──シャロン!?」

「う、動けない……！」

（──低温攻こう撃げきだったのか！）

　ルティシアは慄りつ然ぜんと虚こ空くうで顔を強こわ張ばらせる。

　空中に逃にげたルティシアと違ちがい、シャロンはその場で竜のバリアを展開して防ぼう御ぎよを試みたようだが、驚おどろくべきことにボラゾの魔法はそれを貫かん通つう──というより浸しん透とうした。

　魔法による温度操作波動を浴びた〈花散竜カサンドラ〉は、大気中の水分と共に凍とう結けつして機能停止。狙ねらったのは足場らしく、シャロンの膝から下は霜しもで真っ白に凝ぎよう固こしている。

「無力化完かん了りよう。ドラゴンの力を過信したせいでしょうな。その両足、迂う闊かつに動くと粉々に砕くだけ散りますから気をつけてください」

「ひっ──？」

　ボラゾの言葉にシャロンが顔面蒼そう白はくと化す。

「死の世界は人の頭部の最さい奥おうに存在し、そこに秘ひめられた無上の叡えい智ちは時にドラゴンの力をも凌りよう駕がするのです……。とどめを、マスカリン」

　ボラゾが促すと、仮面騎士は無言で首しゆ肯こうして直ちにシャロンへ向かうが、

「やらせるか！」

　──ガキィン！

　ルティシアがスラスターの推進力で素早くシャロンの手前に降下し、それと同時に振るった豪ごう腕わんをマスカリンが短たん剣けんで受け止めて後方へ弾はじかれた。

　背後のシャロンが取り乱して叫ぶ。

「ルティシア、わたしに構わず逃げて！　こいつらの狙いはあなたなのよ！」

「それがどうした！　狙われているから何だ！」

　叫び返すとルティシアは奥歯を強く嚙かんで前方の敵──ボラゾ、メタリア、マスカリン、フューシアの四人を睨にらみ付けた。

「ここは……。この学院は、わたしの大好きな者が沢たく山さんいる大事な場所なんだ！　いきなり乗り込んできて、滅め茶ちや苦く茶ちやに荒らされて──これ以上好きにはさせん！」

　ボラゾがあどけない顔を綻ほころばせる。

「勇ましいことだ」

「わたしは友を見捨てないし、攫さらわれもしない！　戦って貴様らを返り討うちにする！」

「正統王家の血を引かぬ第三王女殿でん下かに、それができるのですかな？」

「見ていろ──」

　刹那、ルティシアの瞳どう孔こうがレイピアのように縦長に伸のび、掌てのひらに火属性の激げき烈れつな高密度破は壊かいエネルギー体が形成されていった。

　周囲に激しく散乱する真しん紅くのパーティクルに包まれてルティシアは叫ぶ。

「攻型『焰』タイプ・フレイム×赤Ⅴレツド・ペンタ──《ドラゴンブレス》斉せい射しや！」

　ドラゴンの顎あぎ門とのように合わせたルティシアの両の掌から、極大の火か炎えんブレスが猛もう然ぜんと放射されてボラゾに向かうが──

　ガオン！

「何!?」

　ルティシアは愕然として我が目を疑う。

　信じられない異常な出来事──何もない虚こ空くうから突とつ如じよ出現した炎ほのおの塊かたまりが、ルティシアの火炎ブレスにぶつかってきて搔き消した。

「な、何だ……今のは？　炎の魔法で相そう殺さいしたのか……？」

　怯ひるむなわたし！　と、ルティシアは己おのれを鼓こ舞ぶして奔ほん流りゆうのように火炎ブレスを連続発射するが、敵には一発も届かない。いくら撃うっても──

　それはまさに謎なぞの事象だった。

　ボラゾの異能や特性ではないらしい。マスカリンを狙おうがフューシアを狙おうが、前まえ触ぶれもなく空中に出現する炎えん塊かいに殴おう打だされて、食われるように消しよう滅めつする。

　赤Ⅴレツド・ペンタ《ドラゴンブレス》は通常の竜装騎士ヴアラードラグーンのＤブレスを独自の錬れん成せい機構で五重強化した超ちよう級破壊攻撃だ。それが敵に全く通じないなど認めたくない。

　ルティシアはそれから十数発ほど五重強化ブレスを放出したが──

「ハアッ……ハアッ……な、何だというのだ……」

　やがて精神力と体力が消しよう耗もうし、発射に必要な精せい霊れい素そを大気中から集められなくなった。

　ボラゾが冷れい笑しようまじりに問う。

「そろそろ観念できましたかな、第三王女？」

「黙だまれ！　わたしは絶対貴様らなどに屈くつしないぞ！　シャロンと学院を守るんだ！」

　毅き然ぜんと宣告したその直後、背後でシャロンの甲かん高だかい悲鳴が響ひびく。

「ルティシア！　危ない──」

「えっ？」

　瞬しゆん間かん、太ふと腿ももの裏側を鋭えい利りな熱が貫つらぬいた。

　不可解な感覚は、背後を振ふり向いた時には脳天まで響く痛みに変わっている。

　──後ろから密ひそかに忍しのび寄っていたメタリアが魔法の小剣──金剛石針《暗黒剣》ブラツクダイヤ・ダークネスを、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》で覆おおわれていないルティシアの左太腿の裏に突つき刺したのだった。

「馬ば鹿かが！　四対一で、しかも仲間をかばって勝機があるとでも思ったのかよ！」

「──こいつ！」

　ルティシアは咄とつ嗟さに拳こぶしを振るうが、メタリアは敏びん捷しように身を屈かがめて躱す。小剣は今も太腿に深く突き刺さったままで、根元から血の筋が何本も垂れて地面に達していた。

（流石さすがは暗殺士だな。バリアを展開する暇ひまが──）

　と、ルティシアが思考する隙すきをつき、メタリアはフェイントを交えて小剣の柄つかに蹴けりを打ち込む──刃はが更さらに深く太腿の肉の奥に埋うめ込まれた。

　激痛。それを引き金にルティシアは立っていられなくなる。

「～～～～っ！　ぐあああ……ッ！」

「姫ひめのくせに戦士を気取ってるから痛い目に遭あうんだよ！　そぉら！」

　地面に両手をついて痛みを堪こらえるルティシアの背中を、メタリアは蟻ありでも踏むように何度も蹴りつけた。

「このっ！　あんたねえ……！」

　メタリアの凶きよう行こうに激げき怒どしたシャロンが前に踏み出そうとした瞬間、バキッと音がする。

「え」

　シャロンの目から一瞬光が消え、ボラゾが少年には似合わない仕草で肩かたを竦すくめた。

「だから言ったでしょう？　迂闊に動くと砕け散るから気をつけなさいと」

　──シャロンの凍結した右の足首が《戦術竜装タクテイクスヴアラー》ごと砕けて、半ば千切れかけていた。

「い……いやあああああぁっ！」

　霜が大量にこびり付いた白い足首をシャロンは元に戻もどそうと押さえるが、超低温故ゆえに両手がその部分に付着してしまい、更なる恐怖に満ちた悲鳴が上がる。

　右足首を押さえて屈んだ不自然な格好で、シャロンは完全に身動きが取れなくなった。

　大おお粒つぶの涙なみだを零こぼして泣きじゃくるシャロン。

「わ、わたしの足が……。足がぁ……。ルティシア、あなただけでも逃げてぇ……」

「馬鹿！　そんなわけにいくか──」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなメタリアに今も足あし蹴げにされているルティシアだが、目は死んでいない。シャロンがそんな状態なら尚なお更さら逃げるわけにいかない。

（負けて……堪たまるか！）

　──自分は強くなるためにこの学院に来て、着実に力を得てきた。強さとは、勇気とは、苦しい時こそ真価が問われるものだから、今だけは絶対に逃げ出したくない。

　シャロンの足は、ルシャスに相談すれば賢けん者じやの知ち恵えで何とかしてくれるだろう。

　とにかく今はこの憎にくい敵どもを退けなければ！

（奴やつらは魔法士だ。接近戦に持ちこめれば──）

　ルティシアを助けようと突とつ進しんしてくる大勢の竜装騎士ヴアラードラグーンたちが、フューシアの爆炎で彼方かなたに吹ふき飛ばされる。

　その様子を楽しげに眺ながめながら、ボラゾとマスカリンがルティシアに近づいてくる。

（射程圏けんに入った瞬間……まとめて薙なぎ払はらう！）

　ルティシアはメタリアの蹴しゆう撃げきに耐たえながら、唇くちびるに血を滲にじませて武器を出す機会を窺うかがう。




　　　　◇　◇　◇




　竜装学院、執しつ務む室──

　ヴェーデン３ドライの襲しゆう来らいで学院が大混乱に陥おちいる中、賢者ルシャスとファムはその男が来るのを静かに待っていた。

　やがて廊ろう下かの外を歩く貴族的な足音が聞こえてきて扉とびらがノックされる。

「──入るがよい」

　ルシャスがそう告げる前に扉は開けられた。執務室内に音もなく足を踏ふみ入れたのは、闇やみ色のナイトローブを纏まとった氷の彫ちよう像ぞうを思わせる美青年──

　ダーナ王国、王おう弟てい派預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒ。

　王弟リチャードに取り入り、巧たくみな心理誘ゆう導どうを行って女王派との対立を深め、ダーナに内乱を起こした災わざわいの元げん凶きようだ。

　ルシャスは知っている。彼の実体は預言師でも、魔法士でも、異能士でもなく──

「ふん……ルシャスだけでなく《アールマティ》もいるとは手間が省ける。覚かく悟ごは既すでに済んでいるようだな」

「大きな流れで見れば運命とは決して変わらんものでな。しかし、自己紹しよう介かいくらいはしたらどうだ？　せっかくこうして相まみえたのだ」

　ルシャスが告げると、ヴェーデンドレヒは口角を片側だけ持ち上げて、

「……確かに直接対面はこれが初めてか」

　優ゆう雅がに片手を胸に引き付けて、預言師は名乗る。

「我が名はゼラ・マスティマ・ヴェーデンドレヒ。──ヨルムンガンドの暴走で当初の予定以上に学院を損そん壊かいできた。この機を逃のがす手はないと思い、直接攻せめ込ませて頂いた」

「確かに学院の主たる機能は停止しているが……あれから二日でよくも来たものだ」

　──敵が転移襲来した時点で、ルシャスはヴェーデンドレヒが執務室に来ることを予見していた。

　召しよう喚かん術の遣つかい手は多いが、完かん璧ぺきなテレポートを使いこなせる者は極きわめて稀き少しよう。無機物と違ちがい、有機物は転移先で細さい胞ぼうの組成が書き換かわり、障害を起こすケースが多いのだ。

　実用に耐えうる転移魔法を使用可能なのは、覚かく醒せい状態のファムとヴィナスとヴェーデンドレヒだけ。彼の部下だけがテレポートしてくるケースはありえない。

　つまり、部下の派手な交戦は目め眩くらましだ。

　ヴェーデンドレヒは学院長のルシャスを殺害し、竜装学院を壊かい滅めつさせ、自軍の戦力に加えたいルティシアたちを容易に攫うことのできる状態を整えるため、ここに来た──

「ぬしは心底あの娘むすめたちの力が欲ほしいようだな……？」

「これ以上語ることはない。古いにしえの賢者アヴィタヤ・ルシャス──死んでもらう」

　と、不意にヴェーデンドレヒの足元の影かげが波状に揺ゆれ、うねって伸びる。

　ヴィン──

　見る間に伸しん長ちようし、蛇へびのように揺れ動く影は恐おそるべき速度でファムとルシャスに迫せまると、二人の間近で床ゆかから高く持ち上がった。

　その速度は疾しつ風ぷうのよう。影の漆しつ黒こく内に一瞬煌きらめく粒りゆう子しが見えて、ルシャスは気づく。

「！　この影は──」

「──微び量りようだが、ブラッドエネルギーを練り込んだ実体を持つ影だ。防ぼう御ぎよできまい！」

　ヴェーデンドレヒの輝かがやく影は一瞬で死神の鎌かまの形状に変成し、ルシャスとファムの首を刈かり取ろうとする。ファムが無表情な顔を青く染めて、

「ルシャス様！　わたしが超ビユーテイファムに──」

「まだ使う時ではない！　心配いらん、《呼集法サイフオン》──」

　ルシャスは精霊素を急激に集結させて強固な防御障しよう壁へきを生成する。なぜなら──

　──ズドォォォォォンッ！

　突とつ然ぜん真しん紅くの稲いな妻ずまが天てん井じようを突き抜ぬけて飛来し、大質量の衝しよう撃げき波はでヴェーデンドレヒごと影の鎌を吹き飛ばしたからだ。

　砕くだけた天井の破は片へんと硝子ガラスが舞まい落ちる中、ルシャスは自身の展開した魔ま法ほう防ぼう壁へきの保護下にファムがいるのを確かく認にんし、その後、飛来した人物に向かって頷うなずいてみせる。

「……」

　頷き返したのはルシャスも認める中央大陸でも百年に一人の突とつ然ぜん変へん異い的天才騎き士し、ヴィナス・クロフォード。

　帯電して真紅に光り輝く異形の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》を纏まとい、長なが槍やり状の対竜りゆう殺さつ戮りく武器を構えて室内の奥をひたと見み据すえている。

　ヴィナスの視線の先には、球体状に変形した高こう硬こう度どの輝く黒い影──それが不意に音もなく割れて、中から掠かすり傷一つないヴェーデンドレヒが涼すずしい顔で歩み出た。

「そろそろ来ると思っていたよ、戦術竜りゆう騎き士し」

　大陸最強の戦術竜騎士を前にしても、預言師は余よ裕ゆうそのもの。

　緋ひ色いろの電気火花が各所で弾はじけて消える半はん壊かいした執務室内で、ヴィナスは煌きらめく長槍を構えると、不ふ遜そんに細めた目を敵に向けて厳然と宣告する。

「──災さい厄やくの元凶ゼラ・ヴェーデンドレヒ。貴様の命、この〈ドラゴンスレイヤー〉が貰もらい受ける！」




　　　　◇　◇　◇




（射程圏に入った瞬間……まとめて薙ぎ払う！）

　足首を損傷して身動きが取れないシャロンの間近でメタリアに踏みつけられながらも、ルティシアは無言で反はん撃げきの機会を窺っていた。

　完全に勝利を確信して歩み寄ってくる少年魔法士ボラゾと仮面の魔ま導どう騎士マスカリンを接近戦に持ち込み、メタリアと共に物理攻こう撃げきで倒たおすつもりだった。

　魔法はその性質上、発動前に必ず一瞬タイムラグができるから、不意をつけば武器攻撃の方が速い。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のマキシマムパワーなら二人まとめてやれる。

　やがてボラゾとマスカリンが攻撃の射程圏に足を踏み入れたが、二人は完全にルティシアを舐なめ切っていた。

　俯うつむき、戦意を叩たたき折られた忘我状態で、メタリアに蹂じゆう躙りんされていると思い込んでいる。

（好都合だ──）

　瞬間、ルティシアは四よつん這ばいの状態で準備済みの召しよう喚かん魔ま法ほうを発動した。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《魔砲大剣ブレードナパーム》。

　ルティシアの手中に光が弾けて、竜装格納庫から大型の機き巧こう剣けんが転送される。

　と、同時にルティシアは今までわざと不活性モードにしていた作業用触しよく手しゆ──背面の腰よう部ぶから生えた竜尾ドラゴンウオーテールを操あやつってメタリアの足首に絡からみつけた。

「──何っ？」

「油断したな、メタリア！」

　そのまま尾おの力で強ごう引いんにメタリアを転てん倒とうさせた。これで邪じや魔まは入らない──

　ルティシアは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の最大出力で《魔砲大剣ブレードナパーム》を地を擦こするように下から撥はね上げつつ、剣の柄つかに付ふ随ずいするトリガーを奥までガチッと押し込んだ。

　──発火フアイア──！

　轟ごう音おんと共に《魔砲大剣ブレードナパーム》の爆ばく発はつ効果が発動して、撥ね上げたブレードの速度が飛ひ躍やく的に増す。斜ななめ下からボラゾとマスカリンに、渾こん身しんの力を込こめた超ちよう級の斬ざん撃げきを放った。

「行けぇ──っ！」

　内心決まったと思った。

　甘かった。

　電気のように突つき抜ける不意の衝しよう撃げき──それと同時に《魔砲大剣ブレードナパーム》はルティシアの手からすっぽ抜け、ボラゾとマスカリンの目前をあえなく横切った。

　大剣は凄すさまじい勢いで上方へ飛んでいき、間もなく空の彼方かなたに消える。

「ぐああああ……！」

　──ルティシアが《魔砲大剣ブレードナパーム》を振ふり切る前に手を離はなしたのは、右の上じよう腕わんに短剣を突き刺さされたからだった。

　マスカリンが無機質な仮面の下で不ふ明めい瞭りような笑い声を上げる。

「その武器のことは入念に下調べしてある。いずれ出すと思っていた」

　激痛で倒れたルティシアは、再び地面に手をついて悔くやしさに顔を顰しかめる。

　──敵の隙すきをつくつもりが、意図を見破られていた。ルティシアが渾身の一撃を見み舞まう寸前、マスカリンは短剣を投とう擲てきして致ち命めい的てきなミスを誘ゆう発はつしたのだ。

　ということは、つまり──

「そう、何もかもお見通しだったということだ。必死にチャンスを狙ねらう姿には、内心笑いを堪こらえるのに苦労したぞ」

「あ、悪あく趣しゆ味みな奴らめ……！」

　ルティシアは眉まゆ根ねを寄せて呻うめく。

　右みぎ腕うでにマスカリンの短剣、左太ふと腿ももの裏にメタリアの魔力小剣を突き刺されて、もう立ち上がれないし、反撃方法も思いつかない。背後のシャロンはひたすら啜すすり泣いている。

「……やってくれたじゃねえか。姫ひめごときが！」

　竜尾ドラゴンウオーテールから逃れたメタリアが、突然ルティシアの顎あごを蹴けり上げた。

「──きゃ！」

　目が回り、立ち上がれなくなったルティシアの頭上から更さらに非情な宣告が下される。

「ふむ……。あまり抵てい抗こうされても面めん倒どうですな。我々が欲しいのはあくまでも王女殿でん下かの《竜刻印》。実のところ、他ほかの部位は不要と言えば不要なのです」

「？　な、何を──」

　奇き妙みような言葉に慄おののくルティシアに向かい、ボラゾは麗うるわしい少年の顔を残ざん忍にんに歪ゆがめた。

「刻印の宿る、あなたの下腹部だけがあればいいのですよ。両手両足は必ずしも必要ないということです。生きてさえいればね」

「──っ！」

　ぞくりと総毛立つルティシアの前で、ボラゾは歌うように魔法詠えい唱しようした。

「第九階位最上級魔剣創製魔法──《霧氷殺剣ダーインスレイヴ》」

　ボラゾの手中に蒼あお白じろい濃のう霧むが集まり、それが晴れたところには光り輝く氷の長剣が現出していた。

　召喚武器ではなく、空気中の水分に精せい霊れい素そを練り込んで超ちよう冷れい却きやくした魔力剣らしい。

「どんな物体も切り裂さく氷の剣です。これで王女殿下には歩けなくなって頂く」

　脅おどしではない。こいつは本当にやりかねない、とルティシアは震ふるえ上がる。

「よ、よせ！　やめろ！」

　ボラゾはかぶりを振ると、《霧氷殺剣ダーインスレイヴ》をルティシアの太腿にゆっくり近づけていく。

「命に別条はないから心配無用……。この剣は超低温で体組織を冷却破は壊かいするのです。氷結効果で痛覚も麻ま痺ひしますし、乾かわいた砂の城を崩くずすようにボロリといきますよ」

　今や周囲は火の海だ。フューシアが大瀑ばく布ふのような高出力ブレスで他の竜装騎士ヴアラードラグーンたちを圧あつ倒とうして焼き尽つくし、立ち上がれないルティシアとシャロンは、ボラゾ、マスカリン、メタリアの三人に取り囲まれて、誰だれも助けに来られない。

　ボラゾに氷の魔剣を近づけられながら、ルティシアは己おのれに言い聞かせる。

（ま、負けるわけには……！）

　そう、苦境に立たされた時こそ真の強さが問われる──こんな連中に許しを請こうのは絶対に嫌いやだ──たとえ脚あしをぶった切られても抵抗し、竜装騎士ヴアラードラグーンの誇ほこりを見せなければ──

　──と頭では思うけれど、やっぱり怖こわいものは怖かった。

　気づけばルティシアは衝しよう動どう的に叫さけんでいる。

「助けてぇぇっ──！」

　恐きよう怖ふによる悲鳴ではない。好きな人の名を感情のままに呼ぶ、女の子の本能だった。

「……助けてぇぇ！　助けて、クロトーッ！」

「む！」

　刹せつ那な、ボラゾの顔が鋭するどい緊きん迫ぱくを帯びた。

「──全員散開！」

　叫ぶと同時にボラゾ、マスカリン、メタリアはそれぞれ別方向に跳ちよう躍やくし、直後に物もの凄すごい勢いで上空から何かが飛来する。

　ズゴオォォンッ！

　轟ごう風ふう。大地に巨きよ大だいな穴が穿うがたれて、土ど砂しやが噴ふん水すいのように高く巻き上がる。

　その中心では制服姿のクロトが地面に《ザラストラ》で強化した拳こぶしを突き立てていた。

「ルティシア、大だい丈じよう夫ぶか！」

「……んっ、ん！」

　なぜか顔を赤く染め、あまりにも素す直なおに何度も頷くルティシア。

　クロトはルティシアの受けた傷を見ると眉根を寄せて、《ザラストラ》の治ち癒ゆ効果を患かん部ぶに働かせて応急処置をしてくれた。

「……ルティシア、待たせてすまない。今まで都市部の病院にいて──」

「ユーリのお見舞いだろう。いいんだ。わたしなら大丈夫。それより今はこいつらを！」

　ずっと堪えていた──だがクロトが来てくれた安あん堵どが今いま頃ごろになってルティシアを溢あふれんばかりの涙なみだ目めにさせた。

「こいつらはシャロンに──学院の皆みなにひどいことを……！」

「心配ないさ。言われなくてもこいつらは潰つぶす」

　と──普ふ段だんは優やさしいクロトの緋ひ色いろの双そう眸ぼうが不意に苛か烈れつな光を帯びる。

「俺はわざわざ虫を潰そうとは思わない……。虫だって生き物だからな。だが大事な人間に嚙かみ付いた害虫は駆く除じよせざるを得ない」

　ある意味、非常に恐おそろしいことを言っているのだが、ルティシアには格好よく見えた。実際戦意に満ちたクロトは怖いほど凜り々りしい。身み震ぶるいが止まらなくなるほどに。

　クロトが立ち上がると、彼に向かって今度はフューシアも含ふくめたヴェーデン３ドライとメタリアが揃そろって近づいてきた。

　魔法士のローブを強風になびかせつつ、氷の魔剣を携たずさえたボラゾが不敵に口を開く。

「虫とはなかなか面おも白しろい喩たとえですな、カミノメ・クロト。しかし、初見で我々の能力が凌しのげますか？」

「初見？」

　クロトは涼しく一いつ笑しように付す。

「違ちがうね。お前たちの技わざは全すべて仲間が見ていてくれた。──《アドラスティア》」

　クロトがパスワードを唱えると、体内の《超空間》から先せん端たんが爪つめ状になった紐ひも状の万ばん能のう探査工具──探索触手プローブが二本発射されて、ルティシアのもとに伸のびてきた。

　握にぎってくれとクロトが言うので、言われるがまま、ルティシアとシャロンは探索触手プローブの先端を両手で怖こわ々ごわ包み込む。

「こ、これでいいのか？」

「ああ──問題ない。成なる程ほど……そんなことがあったのか」

　得心した顔で呟つぶやくクロトに、ルティシアはつい目を瞠みはった。

「クロト？　分かるのかっ？」

　この触手は人の記き憶おくを覗のぞき見ることが可能なのだろうか？

「ん、リアルタイムで想起していることだけ吸い上げる……つまり思考受信サイコメトリーだ。簡単に言えば、脳の神経細さい胞ぼうの軸じく索さくを流れる電気信号を有線経由で読み取ることで──」

「……？」

　その先の説明は《ザラストラ》を持たないルティシアには理解不能だった。きっとクロトが元いた世界の知識なのだろう。

　やがてクロトは探索触手プローブを体内に回収するとボラゾに告げる。

「戦せん闘とうデータは読み終えた。お前たちはもう終わりだ」

「ふ。──果たしてそうでしょうかな？」

　瞬しゆん間かん、詠えい唱しようもなくボラゾが掲かかげた掌てのひらから、爆ばく音おんと共に氷の巨大な弾だん体たいが発射された！

　それは猛もう然ぜんとクロトに迫せまり、手前で炸さく裂れつする。

　収束魔法弾だ。親おや弾だまの中から数百の子弾──氷の円えん錐すい弾だんが出現して放射状に高速で撃うち出される。

　だが、クロトは制服のポケットに両手を入れたまま、涼すずしげに微笑ほほえんでいた。

　数百の氷の弾丸は避ひ雷らい針しんに集まるように全てクロトの身体からだに吸い込まれて消えた。

　クロトは冷ややかな視線を敵に向けて、

「その程度か？」

「ほう……」

「俺にはどんな魔法も効かん。──お前はもう消えていい」

　王弟派筆頭魔法士ボラゾの表情が今初めて深刻な険しさを帯びる。

　最強異能《ザラストラ》は全ての異能と魔ま法ほう攻こう撃げきを吸収する──




　　　　◇　◇　◇




「どうした！　逃にげてばかりか、預言師！」

「──ちっ」

　ヴェーデン３ドライを迎げい撃げきするために大半の生徒が出で払はらった無人の校舎内──

　天てん井じようや柱が滅め茶ちや苦く茶ちやに破は砕さいし、壁かべの各所に巨大な穴が開き、細かな硝子ガラスの破は片へんがキラキラと雹ひようのように降る中、戦術竜りゆう騎き士しヴィナス・クロフォードと、預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒの対決が行われていた。

　ヴィナスの神速の槍そう撃げきを、ヴェーデンドレヒの硬こう質しつ化した輝かがやく影かげ──虚きよ数すう空間に繫つながる異能オブジェクトが自動防ぼう御ぎよし、その隙に彼は床ゆかから僅わずかに浮ういた状態で滑すべるように校舎内の廊ろう下かを奥へ移動。ヴィナスがそれを追う。

（必ず仕留める！）

　ヴィナスはここで預言師を討うち取るつもりだった。

　各国で暗あん躍やくする用心深いこの男が竜装学院内に姿を現したのは、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。絶対に逃がさない。

　元より、正面から本気で戦えば自分の勝利は揺ゆるがない──ヴィナスはそう確信していたし、だからこそ学院長のルシャスとファムをルティシアたちの保護に向かわせて、単独での戦いを挑いどんだ。

　ヴェーデンドレヒ自身、自分との戦闘能力の圧あつ倒とう的てきな差を自覚しているはず。

　決して正面から戦おうとせず、今もヴィナスの槍そう撃げきを影の盾たてで弾はじいては、何とか距きよ離りを確保しようとしている事実がそれを裏付ける。

「逃がさんぞ！」

《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》──ヴィナスは一瞬でそれらの手順を踏ふむと、

「第九階位戦術級雷らい撃げき魔法──《曳火雷槍ダズリングジヤベリン》！」

　掲げた掌から激げき烈れつな雷撃を敵に放射した。

　ズガガガガガッ──雷かみなりは大量に枝分かれし、乱数軌き道どうを描えがいてヴェーデンドレヒを追つい尾びする。時間差のある多角度からのランダムな攻こう撃げきは防御が極きわめて困難。

「！　それは流石さすがに食くらうわけにいかない──」

　ヴェーデンドレヒは浮ふ遊ゆう移動をやめて停止すると、ナイトローブに包まれた両手を緩かん慢まんに掲げた。切れ長の目を冷れい涼りようとした妖あやしい色に煌きらめかせて──

　──バシッ！

「何？」

　ヴィナスが目を瞠ったのは、発射した雷撃が一瞬でヴェーデンドレヒの掌に吸い込まれて全弾消しよう滅めつしたから。そして──その効力が既き知ちの異能と酷こく似じしていたからだ。

　第九階位の上級魔法を完全に吸収する力など、思い当たる限り一つしかない。

「ザラ……ストラ？」

　ヴィナスの呟きに、ヴェーデンドレヒは完全なポーカーフェイスと無言を返す。答えられないのか答えたくないのか──

（信じられん……。《ザラストラ》の遣つかい手はクロトだけではなかったのか？）

　ヴィナスは僅かに眉まゆを寄せるが、すぐに冷静な思考力を取り戻もどす。

（いや……違うな。《ザラストラ》をノーリスクで使いこなせるなら、わたしと正面切って戦うことも可能。おそらくこいつの能力はクロトのものとは若じやつ干かん違う。使用回数、持続時間、効果範はん囲いなどに制限があるか、もしくは何らかのリスクがあるのだろう）

「──あまり多用したくはないと見たぞ？」

　ヴィナスが鎌かまを掛かけると、ヴェーデンドレヒは皮肉っぽく口こう端たんを上げた。

「流石さすがは大陸最強と誉ほまれ高いヴィナス・クロフォード。洞どう察さつ力も優すぐれているようだ」

　ふん、とヴィナスは白けたように鼻を鳴らし、

「正直、こちらは失望したがな。わたしはまだ一割も本気を出していない」

「ほう。それではお前の強さに敬意を表して、私の真の力の一端を見せようか」

「真の力だと？」

「──《アドラスティア》」

　唐とう突とつにヴェーデンドレヒが口にした次の瞬間、彼のナイトローブの隙すき間まから黒い紐状の物体が五本飛び出す。まるで意思を持つようにその紐は首をもたげ、見る間に伸しん長ちようして預言師を取り巻くと、先端部に生えた爪をガチガチと開閉した。

　ヒュドラのようだ。

「探索触手プローブと呼ばれるものだ──こう使う！」

　バシュッ──！

　大型魚類を仕留める銛もりのように高速で発射された探索触手プローブが、ヴィナスの首と手と足に次々とフッキングして何重にも巻きつく。

　締しめ付ける力は凶きよう悪あくに強い。ヴィナスは微び動どうだにせず、その場に仁に王おう立ちしている。

「どうだ？　容易には解けまい」

　ヴェーデンドレヒは目だけで邪じや悪あくに微笑んで続ける。

「しばらくおとなしくしていてもらうぞ」

　預言師の触しよく手しゆが締め付ける力を更さらに強める──

　が、ヴィナスは舌打ちして嘯うそぶいた。

「……こんなものでわたしを止められると思っているのか？」

「何？」

「このヴィナス・クロフォードを──甘く見るな！」

　カチッ──

　小さな音がした刹せつ那な、ヴィナスの横に《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとった彼女がもう一人現れた。

「──何だと？　残像か!?」

　ヴェーデンドレヒが両目を瞠り、いや、残像ではないと早口で続ける。

　触手で最初のヴィナスを締め付けている状態の彼は、自由の身である二人目のヴィナスの出現に心底驚きよう嘆たんした様子で、

「物理分身……実像を操作する完全分身だというのか？　まさかそんな異能が──」

「お前にこの事象の仕組みは理解できん。──ふっ！」

　二人目のヴィナスが長槍状の殺さつ戮りく武器で鋭するどく半円を描くと、全すべての探索触手プローブが一撃で切断されてボトボトと廊下の床に落ち、一人目のヴィナスも自由になった。

　歩み寄った二人のヴィナスが不敵に肩かたを寄せ合い、声を揃えて告げる。

「ゼラ・ヴェーデンドレヒ──ここで貴様を仕留めさせてもらう」

　直後にカチッと再び音が響ひびいて、更にヴィナスは十四人の実体を出す。

　全部で十六人のヴィナス──その一人一人が独自の思考に基もとづき、尚なお且かつ他ほかのヴィナスと完全な意い志し疎そ通つうをしながら、紅くれないの長槍を構えてヴェーデンドレヒへ高速突とつ撃げきした。

　ズババババババッ！

　疾しつ走そうする複数人のヴィナスが発する異常な戦圧で、空間の密度が狂くるって風景がぶれる。

　彫ちよう像ぞうめいたヴェーデンドレヒの顔にも一いち抹まつの汗あせが滲にじむが、十六人攻撃を受ける前に、硬質の輝く影を氷の結けつ晶しよう型の防御形態に変成させながら口を開いた。

「ヴィナス・クロフォード……確かに百年に一人の戦術竜騎士だ。しかし、残念ながら私はそんな相手とまともにやり合う趣しゆ味みを持ち合わせていない」

　どういう意味だ、と問いを発しようとした瞬間、ヴィナスは察知した。

（！　何か来る。常じよう軌きを逸いつした速度で──）

　ゴオゥゥゥンッ！

　その瞬間、半はん壊かい状態の校舎は衝しよう撃げきで真横に揺さぶられ、倒たおれそうになる。

　何か巨きよ大だいな物質が建物の外がい壁へきに体当たりしたらしい。廊下の床が波打つように曲がりくねり、未知の事態に備えてヴィナスも一いつ旦たん単体に収束すると状じよう況きよう分ぶん析せきに努める。

「くっ、この気配は……！」

　蜘蛛くもの巣す状に壁に亀き裂れつが入り、ドアも調度品も滅茶苦茶に壊こわれる絶大な震しん動どうの中でもヴィナスは正確に事態を把は握あくする。

「エンシェント・ドラゴン……！　お前がまともに戦わなかったのは、これを待っていたからか」

　天井に穿うがたれた巨大な穴からは、空を覆おおうほど巨大な翼つばさを持つ超ちよう弩ど級きゆう爬は虫ちゆう類るいの黒い巨きよ軀くが覗いていた。

　ヴェーデンドレヒが側頭部に人差し指の先を当てて笑う。

「〈八大竜エンシエント〉、古代の《蛇じや剣けん樹じゆ》ニーズヘッグだ！　フューシアが完全なドラゴン寄生体の開発に成功したのでね。ドラゴンスポイラー・コントロールで私の意のままに動く！」

「ちっ……遂ついに完成させたか」

　ドラゴンの頭部に寄生するドラゴン型の生体抑よく制せい機構を《竜装ヴアラー》から作り出し、その寄生体越ごしに脳を操作することで、伝説の〈八大竜エンシエント〉を自軍の戦力に加えるのが預言師の狙ねらいの一つ──

　ヴィナスは事前にルシャスから、そう聞かされていた。

「もっとも、まだ量産はできないがね。〈ドラゴンスレイヤー〉、君にはあれと戦ってもらう！」

「おのれ──」

　瞬しゆん間かん、校舎の天井が爆ばく発はつしたように散乱し、怒ど濤とうのようなニーズヘッグの顎あぎ門とがヴィナスの頭上から猛もう然ぜんと突つっ込んできた。




　　　　◆　◆　◆




　これで何度目になるだろう──

　短い炸さく裂れつ音がして、敵の放った魔法攻撃が制服越しにクロトの体内に吸い込まれた。

「まだ分からないのか？　お前がいくら何をどう足あ搔がこうと、俺には通じない」

「……っ」

　冷れい却きやく魔ま弾だんを吸収されたボラゾが舌打ちせんばかりの顔で唇くちびるを歪ゆがめる。

　ヴァントワーヌ竜装学院、正門間近──ヴェーデン３ドライとメタリアの四人をクロトは先さき程ほどから単独で圧あつ倒とうしていた。

　というより、そもそも勝負になっていない。

　当然だろう。敵は魔法士中心で、その魔法の一いつ切さいがクロトには通じないのだから。

「ならば──この部位はどうですかな？」

　ドウッ！

　ボラゾが更なる高位魔法を発動し、クロトの顔面を狙って氷の重量弾を射出する。

　身体からだにどんな攻撃をしても無効化されるが故ゆえ、人体的急所を狙ったのだろうが──

　弾はじける一瞬の閃せん光こう。

　クロトはポケットに手を入れたまま避よけもせず、氷製弾体を赤い瞳ひとみから吸い込んだ。

「無む駄だなんだよ──」

　と、クロトが半ば哀あわれみを覚えながら呟つぶやいたその時だ。一瞬だけ視界を塞ふさいだ隙すきをつき、フューシアが咆ほう吼こうを上げて突とつ進しんしてくる。

「──引っかかりましたね！」

　がばりと裂さけたように口を広げ、フューシアは口こう腔こうから橙だいだい色いろに燃え盛さかる増ぞう粘ねん体たい液えき──ドラゴンブレスを猛然とクロトに吐はき出す。

　[image: 迸]ほとばしる豪ごう炎えん。少しでも魔力を練り込んだ特とく殊しゆ攻こう撃げきなら、神体《ザラストラ》で無効化できるが、ドラゴンブレスは魔力を一いつ切さい使用しない、体液と自然現象の火か炎えんによる完全物理攻撃だ。吸収は不可能。

　だが、この程度なら装そう甲こう服を出すまでもない──制服姿のままでクロトは呟く。

「フューシアと言ったな。竜りゆうの力を使えることには驚おどろいたが、力はせいぜい〈猛もう竜りゆう〉のタイラントクラスと見たぞ。〈八大竜エンシエント〉に比べれば、儚はかないカゲロウみたいなものだ」

　挑ちよう発はつされたフューシアの角が怒いかりで逆立ち、口腔からのブレス放射は更に激化する。

　──ドラゴン族は形態で分類され、標準型は〈猛竜〉、飛行特化型は〈飛ひ竜りゆう〉、足のないタイプは〈蛇じや竜りゆう〉。

　そして〈猛竜〉は更に、小規模プロキロン級、中規模タイラント級、大規模イノーマス級という風にサイズでも分けられるが──

（この程度の出力でいい）

　クロトは右手を掲かかげると、体内の《超空間》から呼び出した武器を掌てのひらに展開した。

「──〈八大竜エンシエント〉疑ぎ似じティアマトー生成」

　クロトの掌にかつて倒した《大だい壊かい層そう》ティアマトーの顎門の縮小版が浮うき出て、ごく小規模なブレスを発射した。

　グォン！

　未強化ながらも、フューシアのブレスとは根本的なエネルギー量が比ひ較かくにならない。

　疑似ティアマトーは、爆発で爆発を防ぼう御ぎよする爆発反応装甲のようにブレスでブレスを押し返し、フューシアの攻撃を丸ごと取り込む形で彼女に送り返す。

「──っ！」

　刹那、弾ける耳みみ障ざわりな反はん響きよう音。

　フューシアはドラゴンバリアを展開して防御したが、ティアマトーブレスの勢いに押され、学院正門の壁かべまで吹ふっ飛ばされて、深々と瓦が礫れきに埋うまった。

　それと裏腹に制服姿のクロトは汗一つかいていない。他の敵に涼すずしい顔を向けて、

「どうした、お前たちは来ないのか？」

「……くそが」

　何度もクロトに負けてトラウマになっているのか、メタリアは青い顔で舌打ちした。

　マスカリンもボラゾも、クロトの戦せん闘とう能力を畏い怖ふして容易に接近してこない──

　が、それでもまだ戦意は折れていないらしく、現状、逃とう走そうの気配は窺うかがえなかった。

「クロト、気を抜ぬくでないぞ……！」

　と、背後から学院長の賢けん者じやルシャスが声をかけてきた。

　心配ない、とクロトは返す。

　──ルシャスがファムと共にこの場に駆かけつけたのは先程のこと。ルシャスは戦線に加わって早々、クロトが応急処置したシャロンとルティシアの傷を、高位の治ち癒ゆ魔法で完かん璧ぺきに癒いやした。

　今はルシャスだけが使える第十階位の体組織再生魔法で、ボラゾに吸血された副会長のユリアナを治ち療りようしており、何とか彼女も助かりそうな模様。ファムがそれを手伝い、薬を塗と布ふしたり包帯を巻いたりしている。

「ぬしは強いが、戦いはまだ終わっておらん。集中力を途と切ぎれさせるでない！」

「そうです。お兄様には誰だれも勝てませんが、それでも油断は大敵なのです！」

　ルシャスとファムの言葉に、分かっているよ、とクロトは頷うなずく。

（そう──いつまでもこの連中と遊んでいる暇ひまはない）

　ルシャスから聞いた話では、現在、無人の校舎内で預言師ヴェーデンドレヒと生徒会長のヴィナスが交戦中らしい。

　底知れぬ強さを持つあのヴィナスが負けるとは思わないが、預言師には単純な戦闘能力を超こえた何かがある。何かの拍ひよう子しに彼女が窮きゆう地ちに陥おちいる可能性はゼロではない。

（こいつらを倒して加勢に行く。そして今日こそあの預言師を──）

　クロトは右手を掲げると《超空間》で分ぶん析せき×錬れん成せいしたばかりの新型武装を呼び出す。

「──そろそろ決めさせてもらうぞ」

　生じる散乱反射光。

　クロトの手中から滲み出るように浮き出したのは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》と同じ竜の材質で造られた三みつ叉また槍やり──俗ぞくにトリアイナと呼ばれる武器だ。

　ただし特別製。先せん端たんの三本刃ばに与あたえた形質は各おの々おの異なり、火炎の魔法、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のパワー、ドラゴンのブレス効果の三種類──無論、それらの三属性を付ふ与よしたことには意味がある。

　その三叉槍を右手で握にぎって先端を敵に向けると、クロトは身体の後ろまで引いて──

「攻型『戟』タイプ・トライデント×赤Ⅲレツド・トリプル──《ドラゴンブーム》」

　──それは探索触手プローブでルティシアから読心し、採取したユリアナの技わざの強化版──火炎魔法と《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のパワーとＤブレスをマージした融ゆう合ごう式極大衝しよう撃げき波はだ。

「行け!!」

　クロトが三叉槍を突き出すと同時に、弩級の火炎衝撃波が放たれる。

　轟ごう音おん。ボラゾが咄とつ嗟さに三重の魔ま法ほう障しよう壁へきを張り巡めぐらせるが、一瞬で三枚とも破は砕さいした。

　貫かん通つうした超衝撃波がボラゾとマスカリンとメタリアに直撃し、熱風が吹き荒あれる。

「──んなっ？」

「ぐおおっ！」

「ぎゃあああああッ！」

　竜たつ巻まきに巻き上げられた塵じん芥かいのようだ。敵は三者三様の叫さけび声を上げて宙に高く浮き上がり、やがて地面に落下して、浜はま辺べに打ち上げられた瀕ひん死しの魚のように痙けい攣れんした。

「……あ……あぐっ……」

　ボラゾもマスカリンもメタリアも立ち上がれない様子。特にメタリアは白目を剝むいて完全に昏こん倒とうしている。

（この程度か……）

　戦闘不能になった敵を一いち瞥べつするとクロトは仲間たちを振ふり返って、

「ルティシア、終わったぞ──」

　と、口にしたその瞬間、突とつ然ぜん隕いん石せきでも落下したような物もの凄すごい音が響ひびいて、クロトはぎくりと肝きもが冷える。

（何だ──？）

　咄嗟に音のする方角に顔を向けると、遠い視線の先には信じられない光景。

　──竜装学院の中心、学院長の執しつ務む室がある校舎の屋上に、超ちよう巨きよ大だいなドラゴンがへばり付いていた。

「な……んだと？」

　通常のドラゴンでないことはサイズから一いち目もく瞭りよう然ぜん。〈八大竜エンシエント〉だ。

　そいつが〈腐ふ界かい〉から音速で学院まで来たことによるソニックブームの影えい響きようで、校舎は既すでに半はん壊かい──というより、横よこ揺ゆれしながら今にも瓦が解かい寸前の状態に陥っている。

　先日のヨルムンガンドには劣おとるが、このドラゴンも異常な巨きよ軀くで、教室五つ分程度の体積は優にあった。

　蝙蝠こうもりの羽に似た二枚の禍まが々まがしい翼つばさを持ち、黒光りする鱗うろこで全身頑がん強きように覆おおわれた極ごく太ぶとの超大蜥蜴とかげ──その頭部に見知った寄生体、例のドラゴンスポイラーが取り付いているのを見て、クロトは思わず舌打ちする。

（……敵の真の狙ねらいはこれだったのか！）

　突然のヴェーデン３ドライの襲しゆう来らい──それは単純な進撃ではなく陽動作戦。預言師が〈腐界〉にスポイラーを放ち、対象を操作するまでの時間稼かせぎだったらしい。

　と、次の瞬間、竜が動く。

　──グオオオォォオオオオォッ！

　屋上の超巨軀ドラゴンが咆吼と共に校舎内に首を突っ込んだのだ。衝撃で校舎は玩がん具ぐの家のようにひしゃげ、壁が吹き飛んで剝き出しの柱が覗のぞく。

（あの校舎、もう保もたないぞ──崩くずれる！）

　校舎内に誰かがいたら即そく死しは確定。凌しのげるのはヴィナスくらいだ。

　救護のためにクロトは踵きびすを返して、超ちよう弩ど級きゆうドラゴンの取り付いた校舎へ駆け出す──

　と、予想外の攻撃が来たのはその瞬しゆん間かんだった。

　突とつ如じよ出現する異様な超高温。いきなり目の前の何もない空間から炎えん塊かいが出現し、クロトめがけて伸のびた。

「──なっ？」

　不意を衝つかれたことと理解を超こえた攻撃だったので回かい避ひが困難。

　炎塊は高速で膨ぼう張ちようしながら先せん鋭えい化してクロトへ迫せまる。

（というよりこれは──）

　炎塊ではなく、炎ほのおで形成された剣けん！　剣にして伸しん縮しゆく自在の火炎放射器だ。ブラッドエネルギーを練り込んだ自在に形を変えるこの武器の遣つかい手には心当たりがある。

「……っ！　間に合え──《ザラストラ》！」

　瞬間、超々高出力の異能生体電流で心身を強制的に極限活性化し、炎えん剣けんをまさに寸前で躱かわした──

　スローモーション。時間が無理やり引き延ばされたことで、世界から音は消える。

　静せい寂じやくの空間、掠かすって焼き斬きられた銀ぎん髪ぱつが数本、風花のようにゆっくりと舞まう中で、クロトは見た。

　炎塊は何もない空間から出現したわけではない。その空間の奥に誰かがいる。

　見えないのは、何か透とう明めい化を実現するマントのようなものを纏まとっているからだ。

（隠いん蔽ぺい処理の眩げん惑わく魔法か──コンシール系の視覚遮しや蔽へい異能か──いや、違ちがう。この処理は最近見た）

　異能光学迷めい彩さいだ。

　先日ランク戦で戦ったレイスが〈オベロン〉という《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にこの機能を搭とう載さいしていた。光学迷彩はクロトのいた世界でも未完成の透明化技術だが、この世界では〈ベアラ異能構造体〉という特とく殊しゆな物質があれば可能になるとレイスは言っていた──

　どうやらその物質でコーティングしたマントらしい。

　時間の流れが元に戻もどり、正常な声が出る。

「……華か南なんか！」

　透明なマントの存在を知覚したクロトがそれを摑つかんで引っ剝ぱがすと、中から姿を現したのは──蒼そう月げつ華南。

　長い黒くろ髪かみと色白の端たん整せいな容よう貌ぼう。全すべてを滅めつ却きやくする超高熱の炎剣《クリムゾンブリンガー・ザラストラ》を使いこなす、クロトの元いた世界のクラスメイトだ。

　電車で高こう齢れい者しやに席を譲ゆずったりできる、心優やさしい少女のはずなのに──

　認めたくないことだが、今はなぜかクロトの命を狙っている。

　華南は短く舌打ちして、

「──くっ、ここまでしても仕留められないなんて！　やはり魔ま神じんの化け身しんね！」

「何だと──」

　だが反論する暇もない。華南が横よこ薙なぎに繰くり出した斬ざん撃げきをクロトは上体を屈かがめて躱す。

　華南の炎剣クリムゾンブリンガーは高密度のブラッドエネルギーそのもので、遣つかい手以外が触ふれると地球上のほぼ全物質が焼しよう却きやくされる、《ザラストラ》でも吸収不能だ。

「そ、そういうことだったのか……」

　と、不意に後方で放心状態のルティシアが、その場にへたり込んだまま呟つぶやいた。

「わたしの赤Ⅴレツド・ペンタブレスが何度も空中で消しよう滅めつしたのは、透明化した華南さんが炎剣で搔かき消していたからか……」

　今いま頃ごろ気づいたかとばかりに華南はルティシアの言葉を無視し、クロトに紅ぐ蓮れんの斬ざん線せんを連続で放ち続ける。

　噴ふん火かのように下から斬り上げ、それが三日月の弧こを描えがいて斜ななめから袈け裟さ懸がけの一撃に変わり、その振り下ろしを避よければ体当たりに似た高速の肘ひじ打うちが来る。
















（華南──くそっ……何て速さだ！）

　炎剣の特殊効果で彼女の肉体にも強化がかかっているらしく、避けるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　華南は高速で炎剣を振るいながら憎にく々にくしげに吐はき捨てる。

「これだけやっても仕留められないなんて──お前はどこまで強いの、邪じや悪あくの魔神、カミノメ・クロト！」

「俺は魔神じゃない！　やめろ華南！」

「黙だまれ！　学院正門からの襲しゆう撃げきも、ヴェーデンドレヒ様がヴィナスを引き離はなしたのも、ここに〈八大竜エンシエント〉を呼んだのも、全てはお前を倒たおす隙すきを作る布石だったのに！」

「……なっ！」

　怒いかりに満ちた華南のその叫びには、流石さすがにショックを受けた。

　そんな、とクロトは思う。

（ドラゴンまで呼び出して、学院を半はん壊かいさせて──そこまで大おお掛がかりなことをした理由が全て『俺を殺すため』……？）

　理り屈くつを超えた悲しみに襲おそわれた。

（華南……どうして──）

　やるせなさで心が痛い。時間にすれば約一秒だが、クロトの胸に様々な思いがよぎる。

　同じ高校のクラスメイト、親切で心優しい少女、蒼月華南にそこまで恨うらまれる覚えは微み塵じんもなかったが──

　だとすれば、自分が今死ねば華南は喜ぶのか？

　炎剣を振るう彼女の張り詰つめた表情は、再び笑え顔がおを取り戻せるのか……？

　そんな迷いがクロトの意識に一瞬の空くう隙げきを作る。

　気づけば背後から、華南のものとは異質な熱攻こう撃げきが迫る気配があり、僅わずかに振り向いた瞬間、それが何かを知った。

（──しまった！）

　豪ごう炎えん粘ねん液えき弾だん──

　超小型高圧力の神速ドラゴンブレス！　いつの間にか瓦が礫れきの中から起き上がったフューシアが、後方から隙を突ついてそれを発射していたのだった。

「これがわたしの奥の手──その女ごと死ね、カミノメ・クロト!!」

　勝利を確信した残ざん虐ぎやくな叫びをフューシアが放つ。

　だからこそクロトは避けられない。躱せば華南に当たる。ドラゴンブレスは物理攻撃だから《ザラストラ》でも吸収不能だ。

（終わった──）

　投とう了りようした気分になる。──が、そんなクロトを間近で一いつ喝かつする声があった。

「終わってはならん！」

　ドグォッ！

　刹せつ那な、鈍にぶい衝撃音と何かが焦こげる匂におい。

　小型ドラゴンブレス弾は、小さな身体からだに受け止められて効力を失い、消滅した。

「ば、馬ば鹿かな……！」

　クロトは愕がく然ぜんと呻うめいた。眼前に広がるのは信じられない光景。

　──ルシャスが縮地の魔法で間近に飛び込み、クロトの盾たてとなってドラゴンブレス弾を受け止めていたのだった。

「こ、こんなところで……終わってはならん。ぬしにはまだやるべきことがある！」

「ルシャス！」

　水色のローブを纏まとったルシャスの身体の中央には、巨きよ大だいな穴が穿うがたれていた。ブレス弾の高熱のせいで出血面は凝ぎよう固こし、血は一ひと滴しずくも出ていないが、完全な致ち命めい傷しようだ。

　この結果には流石さすがの華南もたじろいだらしく、炎剣を消して後ずさる。見る間に血の気が引いていき、顔面蒼そう白はくで自分の肩かたを抱だくと小刻みに震ふるえ始めた。

　怪かい物ぶつであり、魔神だと思い込んでいるクロトはともかく、普ふ通つうの人間を間接的にではあれ、死に追いやるのは初めてだったのだろう──

　そんな華南を目の端はしで一瞥し、ルシャスは苦しげでありつつも口角を上げて呟く。

「ふふ……華南にプレッシャーをかけることには成功したようだな……」

「ルシャス！　なぜ！　どうしてドラゴンブレスを……！」

「仕方あるまい……。私の肉体内部には常に大量の精せい霊れい素そが駆かけ巡めぐっている……が、あの攻撃はこうでもしなければ押さえ込めなかった──」

「肉体を使った魔法で収束させたのか……。だ、だけど、あんたには予知の力があるんだろう？　それなのに！」

　クロトが堪たまらず叫さけぶと、予知か、とルシャスは口から血の筋を流して微び笑しようする。

「予知など大したものではない……。無論、こうなる未来は見えていたが……それこそ何度も……何度もな」

「だ、だったらなぜ！」

「ここで、私が死ぬことで……華南は戦意を失い、迷いが生まれるのだ……。植え付けられた先入観というのは覆くつがえすのが難しいが……これでお前の言葉が届くようになるかもしれんぞ──？」

「ルシャス？　何を言ってる？」

「だから──諦あきらめるな」

　不意にルシャスは真正面からクロトを強く見み据すえた。

「私は、ここで死に……その影えい響きようで、敵も引く……。そこまでの未来は見えたが……この先は何も見えん」

「……」

「だから……だからこそ、ぬしは自分の信じることをしろ！　見えない未来を切り開くのだ。ぬしが本気を出しさえすれば、どんな困難をも砕くだく、無敵の魔神の力を発揮する。そして……今度こそ……この世界を解放する、ことが……」

「──ルシャス！」

　ルシャスの瞳ひとみの光が急速に薄うすれ、身体の輪りん郭かくがぼやけていった。

　クロトは《ザラストラ》の回復効果を使うが、不可解にもルシャスには効果がない。

「くそっ──なぜだ！　治ち癒ゆが効かない！」

　血相を変えるクロトに、口から静かに血を垂らしながらルシャスは笑う。

「私の身体は……人間のものとは違う……旧世界の技術を流用していて……。だからこそ、百年以上も……この姿で生きた……」

　ルシャスの顔色が白くなり、髪も身体も着ているローブも輪郭が曖あい昧まいになっていく。

「……精霊素の中に溶とけて……私は……ぬしを見守る……」

「駄だ目めだ！　死ぬな、ルシャス！」

「前に進め……カミノメ・クロト」

　不意に何かが音を立てて切れる。

　辺りを温かな光が埋うめ尽つくして何も見えなくなった。

　生前のルシャスが抱いだいていた思念が飛び去り、近くにいた者の意識を撫なでていく──

　──平和を願う気持ちと、穏おだやかな日々が続いてほしいという祈いのり──侵しん略りやく者を退ける苛か烈れつな戦意と、争いは決してなくならないという真理に対する諦てい観かん──

　未来視ができるが故ゆえに達観もしていたが、それでも新しい技術を生み出して人々の暮らしを豊かにしようといつも考えていた、賢けん者じやアヴィタヤ・ルシャス──

　彼女は今死んだ。

「──……っ」

　言葉が浮うかばず、クロトは唇くちびるを無言で強く嚙かむ。

　広がった光が収束して皆みなの視界が正常に戻った時、ルシャスの身体は塵ちり一つ残さず綺き麗れいに消滅していた。




　　　　◇　◇　◇




　ルシャスが絶命した瞬しゆん間かん、ヴィナス・クロフォードにもその末まつ期ごの思念は届いていた。

　ヴィナスは瞑めい目もくして短く祈る。

（──百五年もの長い間、本当にお疲つかれ様でした、ルシャス様……）

　この結果は以前から本人に直接聞いてはいたが、それでも万ばん感かんの思いが込こみ上げる。

　ヴィナスは賢者ルシャスの理念──人類の天敵ドラゴンと、それを利用しようと企くわだてる邪悪な勢力から人々を庇ひ護ごして導くという志に純じゆん粋すいに共鳴していた。

　だからこそ──ルシャスの命を奪うばった者たちの首領は絶対に生かしておけない。

　ドグォォォオン！

「どうした！　流石の天才戦術竜りゆう騎き士しも防戦一方だな！」

　輝かがやく眩まばゆい影かげを纏ったヴェーデンドレヒがそう言って哄こう笑しようする。

　瓦礫が滅め茶ちや苦く茶ちやに乱れ飛ぶ、倒とう壊かい間ま際ぎわの校舎内──

　黒こく鱗りんの〈八大竜エンシエント〉──《蛇じや剣けん樹じゆ》ニーズヘッグの顎あぎ門との猛もう撃げきと、変へん幻げん自じ在ざいに変化して襲い来るヴェーデンドレヒの影の刃やいばの斬撃の前に、ヴィナスも防戦一方だったが、もはや一いつ片ぺんの容よう赦しやも要いらない。

「──いい気になるな、ヴェーデンドレヒ」

　今から本気で叩たたき潰つぶす。

「ルシャス様、あれを使わせて頂きます。──来い！」

　凜り々りしく叫ぶと、ヴィナスは片手を高く掲かかげて最後の切り札を召しよう喚かんした。

　突とつ如じよ、凄すさまじい音を立てて恐おそろしいものが降ってくる。瓦礫が爆散。校舎の天てん井じようを何枚も突き破って現れたのは、異様な音を発する長大な殺さつ戮りく武装──

　──キィンキィンキィンキィンキィンッ……。

　それは──赤い稲いな妻ずまを絶えず装そう甲こうから放出する、常じよう軌きを逸いつして細く長い砲ほうだった。

　ヴィナス専用──対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー。

　禍まが々まがしく、地じ獄ごく的に凶きよう悪あくで、死ぬほど美しい。

「──その武器は!?」

　ヴェーデンドレヒが切れ長の目をこれ以上ないほど瞠みはって、

「それは地球にはない……ブラッドプレーンだけの独自武装のはず！」

「ルシャス様とわたしで極ごく秘ひ裏りに複製を試みていたのだ。この時のためにな！」

　クロトはこの武器を使う際、異能で高こう濃のう度どのスモークを張るが、それでもヴィナスとルシャスには視し認にん可能。竜装学院地下の研究開発工こう房ぼうで長らく試作を繰くり返していたが、ようやく実用段階まで漕こぎつけたのだ。

　基本的にはクロトの砲のレプリカながら、砲門に積せき載さいしている大容量の竜りゆう核かくは、ヴィナスの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の竜核と共鳴して、凄まじいまでのエネルギーを生み出す。

　砲自体が半生体だから制せい御ぎよも不安定だが、今はヴィナスの怒いかりと爆ばく発はつ的てきな闘気に同調して燃えるように熱かった。砲の外までパワーが滲しん出しゆつし、赤い雷らい光こうとなって放電している。

　──キィンキィンキィンキィン……ッ！

「まずはお前だ」

　ヴィナスは砲門の先せん端たんをニーズヘッグに向けた。

　通常の戦術竜騎士なら発射のショックで完全即そく死し──反動だけでも約２エクサジュールに匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきがあるため、ヴィナスは雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》のマキシマム出力で全身に対ショックを施ほどこす。

　エネルギー加圧完かん了りよう。

　照準セット。

　カオス的無む秩ちつ序じよな赤雷が滅茶苦茶に散乱する中、ヴィナスは頰ほおに汗あせをかき、星をも破は砕さいするガンマ線バーストに近きん似じしたエネルギー量を一点に収束して──

「──行け、フルイレイザーッ！」

　ヴオォォンッ！

　発射した！

　純粋な人間がその武器を撃うったのは初めてだ。轟ごう音おんと共にヴィナスの闘気が稲妻となって放射状に全身から発射され、砲門からは激げき烈れつな紅ぐ蓮れんの奔ほん流りゆうが[image: 迸]ほとばしり、万ばん物ぶつを浄じよう化かする。

　上方で大口を開けていたニーズヘッグは痛みを感じる暇ひまもなく、一瞬で完全消しよう滅めつした。

　紅くれないの閃せん光こうは雲を切り裂さいて飛び、天空は血のように赤い異様なマーブル模様に歪ゆがんで、まるでこの世の終わりが来たよう。

　発射の反動で校舎は完全に建物としての命を終え、雨のように瓦が礫れきが降りしきる。

　ヴェーデンドレヒは哄笑しながら影に変化して、その間を逃のがれていった。

「──は！　何という馬鹿げた強さだ、ヴィナス・クロフォード！　お前とまともに戦えば私も只ただでは済まん。引かせてもらう！」

「待て！」

（うっ──？）

　だがヴィナスも発射の反動で予想外に消しよう耗もうした。身体が言うことをきかず、よろめいて片かた膝ひざをつく。

　動けない──

　そんなヴィナスの視線の先で、曲がりくねる影と化して遠ざかるヴェーデンドレヒ。

　華南をはじめとした部下たちを回収し、そのまま虚きよ数すう空間にテレポートして彼が逃にげるのをヴィナスは不覚にも見み逃のがすしかなかった。








第三章　ファムの正体









　その日の夜──寮りよう一階の食堂には重い空気が立ち込めていた。

　テーブルには、パンと鶏とり肉にくのシチューとサラダが載のせられているが、クロトもルティシアもファムも料理に手が伸のびない。

　とてもそんな気分ではなかった。

　ここはルシャスが、王族であるルティシアのために用意した特別な寮で、結束を深めるという名目の下もと、ＳＲ15小隊のメンバーだけが暮らしている。

　だから普ふ段だんなら他ほかに二人いて、食しよく卓たくは賑にぎやかなはずなのだが──

　ユーリはまだ病院にいるから不在。そして今はシャロンもいない。

　彼女は──敵に連れ去られた。

　遡さかのぼること半日前。

　ヴィナスが〈八大竜エンシエント〉の一角《蛇じや剣けん樹じゆ》ニーズヘッグを討とう滅めつした直後、ヴェーデンドレヒは空間転移の異能で仲間たちを回収し、竜りゆう装そう学院から逃げ去った。

　と──それだけでも不覚だが、更さらにマスカリンがシャロンを当て身で気絶させて、なぜか一いつ緒しよにテレポートの効果範はん囲いにねじ込んだのである。

　そしてシャロンは一瞬のうちに攫さらわれた。

（くそっ……）

　クロトは無言で奥歯を嚙む。完全にルシャスの死で動どう揺ようした隙すきを突つかれてしまった。

　預言師の一派が狙ねらっているのは《竜りゆう刻印》を持つルティシアと、極限固有異能《アールマティ・ザラストラ》を持つファム──その二人だけだという先入観があったため、予想外だったということもある。

（だが、考えてみればシャロンは俺たちの小隊のリーダー。実はしっかりしてるし、メンバーのことにも詳くわしい。奴やつらは彼女から俺たちの情報を引き出す気だろう……）

　情報など何でも話して構わないから、無事でいてほしいとクロトは心底思った。

　だが、ここまで言いようにやられるとは……。

　現状、学院の多くの校舎が焼けたり倒壊したりして、更に負傷者も膨ぼう大だい。それに加えてシャロンまで拉ら致ちされて、惨さん憺たんたる結果としか表現しようがない。

　先さき程ほどまで燃える建物の消火活動や巻き込まれた者の救護、負傷者の治ち療りようなどに掛かかりきりで、気づけばもう夜──。そして、くたくたに疲れて寮に戻もどってきたクロトたちは、今やっとこうして食卓を囲んでいるのだった。

「クロト、少しは食べないと──」

　テーブルの対面で伏ふし目がちに言うルティシアに、クロトは浮かない顔で頷うなずく。

「ああ……。そうだな」

　シチューをスプーンで掬すくって口に入れるが、味が感じられない。別に料理が不味まずいわけではないのだが──

　今夜の食事はルティシアが作ってくれた。

　ダーナ王国第三王女ながらルティシアは料理に興味があり、この寮で暮らすようになってからは頻ひん繁ぱんに挑ちよう戦せんしている。器用なユーリほどではないが、ルティシアも割と巧うまい。

　出自の影えい響きようもあるのだろう。

　ルティシアは、ダーナ正統王家の系けい譜ふに連なる第一王女ベアトリス、第二王女スノーンとは血が繫つながっておらず、幼い頃ころは修道院で暮らしていたらしい。

　ダーナの優ゆうし秀ゆうな諜ちよう報ほう機関《幽骸ガイスト》が、ルティシアの腹部に成長途と上じようの《竜刻印》──伝説の《竜の女神メーデンドラツヘ》の転生者の証あかし──があることを見つけ、それを機に王おう宮きゆう入りしたのだ。

　だからルティシアは気位は高いが、生きつ粋すいの王おう侯こう貴族というわけでもなく、意外と普ふ通つうの感覚も併あわせ持っているのだった。

　クロトがシチューを一口食べてスプーンを置くと、ルティシアは形のいい眉まゆを寄せて、

「まずかったか……？」

「……いや、美味おいしいよ。ただ食しよく欲よくがないんだ」

　するとクロトの横でファムも相あい槌づちを打つ。

「わたしも今は食べる気になれないのです。あんなことがあったのですから」

「それもそう……だな」

　ルシャス様、とルティシアは小声で呟き、俯うつむいてテーブルの上で拳こぶしを握にぎる。

　遺体は消滅したが、用意された特製の棺ひつぎにルシャスの遺品などが納められた。明日が告別の儀ぎ式しきで、五日後に葬そう儀ぎ──ネーヴェル大聖堂で国こく葬そうを行う予定だという。

　竜装学院の学院長にして、ヴァントワーヌ永世中立国の連れん邦ぽう議会主席でもあるアヴィタヤ・ルシャスの逝せい去きよ──それは中央大陸にかつてない波乱を巻き起こすだろう。

　クロトが元いた世界のように通信技術は発達していないが、それでも密みつ偵ていなどを介かいして早晩、各国に激げき震しんが走ることは間ま違ちがいない。

　否いな、それどころか──

（遠からずこの国が攻せめ込まれるのは確実だ。そして──ダーナ王国王おう弟てい派の勢力に併へい吞どんされる……）

　指導者を失い、混乱の只ただ中なかにあるヴァントワーヌを落とすのは、今なら容易。

　この国が独裁国家でなく連邦共和制だったのは不幸中の幸いだが、どれほど有能な集団でも大賢けん者じやルシャスの穴あな埋うめは困難だろう。

　そして王弟派、預言師の戦力は絶大。シャロンから内部情報を得ることで、戦術的に更なる優位に立てる。

（もともと預言師の目的は王弟派に強い戦力を加えることだからな。スポイラー……。ドラゴンを操あやつるあの寄生体が完成した以上、一刻も早くこの国が欲ほしいはず。ここを橋きよう頭とう堡ほにすれば事実上、全ドラゴンを支配下におけるからな）

　騎き士しも魔ま法ほう士しも太刀たち打ちできない、最強生物ドラゴンを武力として使し役えきする──

　そうすれば王弟派は女王派を駆く逐ちくしてダーナ王国を簒さん奪だつできるに留とどまらず、最終的には大陸全土を手に入れられるだろう。全すべての狙いはそれだったのだ。

　ドラゴンの棲すむ大森林地帯〈腐ふ界かい〉を長年見張り続け、人類の防ぼう壁へきとなってきた人口三百万弱の小国家ヴァントワーヌ。

　次に預言師が襲しゆう来らいした際、ヴァントワーヌの技術と知識の中ちゆう枢すうである竜装学院が、敵を退けられる可能性は低い。

「……」

　クロトは無言で席を立つとテーブルを離はなれた。

　ルティシアとファムが何か声をかけようとして口を噤つぐんだのが気配で分かるが、食事を続ける心境ではない。

　壁かべ際ぎわに寄って窓の外を眺ながめると、学院構内の夜よ闇やみに浮うかぶ数多あまたの小さな灯あかり──

　あの光の中で多くの人々が肩かたを寄せ合い、先の見えない未来に怯おびえているのだろう。

（俺は──これからどうすれば）

　クロトは唇くちびるを嚙かみ締しめて思い出す。

『前に進め……カミノメ・クロト』

　死ぬ前にルシャスはそう言い残した。

　だが──前に進むとは何だ？　これから俺は何を目的に生きればいい？

　深く考え込まざるを得ない。

　本来のクロトの目的は失われた記き憶おくを取り戻して元の世界に帰る──あるいはこの世界で生きるための指針を見つけることだった。

　転生などという事象が現実に起こるはずはない。今の状じよう況きようには必ず何か理由があり、それは記憶を取り戻せば明らかになるという確信がずっとあった。

　だから学院に入学して小隊戦に励はげみ、最終的にはヴィナス小隊に勝利して、報ほう酬しゆうの記憶回復術をルシャスに施してもらうことを目的に行動してきたのだが──

　今となっては全てが水の泡あわ。

　当のルシャスが死去した以上、小隊戦をする意味は消え、そもそもこの竜装学院に籍せきを置く意味すらなくなった。

　記憶を取り戻す方法はもう一つある。

　クロトの記憶は体内の《超ちよう空間》にある武器庫サイロと連動しているから、第五武器庫サイロを解かい錠じようすればいい。しかしその条件は──『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』。

　つまり蒼そう月げつ華か南なんを殺して異能《クリムゾンブリンガー・ザラストラ》を奪うばうことだ。

　それはできない。

（本当に、俺はどうすれば──）

　まるで出口のない隘あい路ろに嵌はまり込んだよう。考えるほどクロトの心は虚きよ無む的な薄うす闇やみに覆おおわれていく。

　と、そんな時、不意にファムが静かな声で呟つぶやく。

「……やり直しますか？」

「え？」

「最初から全てをやり直してもいいのですよ、お兄様」

　不意にファムが席を立ち、クロトに歩み寄りながら透すき通る声で唱えた。

「時間庫サイロ、解放──」

「……ファム？」

　彼女の小さな身体からだから眩まばゆい光が溢あふれ出して、寮の食堂を七色の可視光で満たす。

　その眩げん惑わく的な煌きらめきが収束したところには、普段の幼い姿から数段大人っぽく変化した美人がいた。

　彼女はクロトの《ザラストラ》と同じ仕組みで体内に時間庫サイロを持ち、扉とびらを開けると本来のシェイプ──覚かく醒せい状態に一日五分間だけ変わることができる。

「──超ビユーテイファム！」

　突とつ然ぜんの変身に驚おどろいたルティシアが声を張り上げると、もはや学生とは思えない大人びた姿になったファムが、自分より若い女を見下すような目で、

「その呼び名もようやく定着したようですね」

　と、髪かみを後ろに流して嘯うそぶいた。

「……」

　微び妙みような半眼になるルティシアに取り合うことなく、超ビユーテイファムは手鏡を取り出して自分の顔を矯ためつ眇すがめつしながら、美しい……などと独りごちている。

　覚醒した彼女は外見が変わるだけでなく、性格も若じやつ干かんふてぶてしくなるのだ。ちなみに制服もヴィナスが着るような大きめのサイズに交こう換かんされている。

「随ずい分ぶんいきなり変身したな……まあいいけど。それよりファム、やり直すってどういうことだ？」

　戸と惑まどい気味にクロトが訊きくと、彼女は不思議なことを言う。

「お兄様は当然お分かりだと思いますが、時間と空間は同じものです」

「……何だ突然？　いや、当然とまでは思わないけど、確かに俺が元いた世界ではそんな風に言われたりもしてたな」

「時間と空間の性質は、基本的にどこでも変わらないですよ」

　超ビユーテイファムの唐とう突とつな発言に、本当に突然どうしたのだろうとクロトは思う。

「む、むう……？」

　と、話についてこれないルティシアが低く唸うなって続けた。

「わたしには全然ぴんと来ないのだが。その二つは全く違うものだろう？　空間は行ったり来たりできるが、時間は元に戻らんではないか」

「──でしょうね。この時代の人間には説明したって分からないのです」

　超ビユーテイファムに涼すずしい顔で言われたルティシアが、頰ほおをぷっと膨ふくらませた。

「何だとぉ……？　ファムはもしかして、わたしを馬ば鹿かだと言いたいのか？」

「そう聞こえました？」

「お、おいおい、二人ともその辺にしてくれ……。つまりさ、ルティシア。俺のいた世界では相対性理論ってものがあるんだけど──」

　無益な争いが始まる前に、クロトが二人を取りなして簡単に概がい要ようを説明した。

　やがてルティシアは腕うで組ぐみしながら細い首を傾かしげて、

「ううむ……。分かったような分からないような」

「まあ、ここは分かったことにして話を進めさせてほしいのです」

　釈しやく然ぜんとしない顔のルティシアを軽く言いくるめて、超ビユーテイファムは続けた。

「時間と空間、略して時空。以前わたしにはそれらの座標を操作する力があると言いましたよね？　極限固有異能《アールマティ・ザラストラ》──その力の真の正体とは、時空を自在に超こえる光の神の異能なのです」

「……時空を？　光の神だって？」

「はい。より正確に表現するなら──この能力はもともとはお兄様から切り離された、『ザラストラのループシステム』なのですよ」

「──？」

　何を言われたのか理解できず、クロトは眉を顰ひそめて眼前の美女を見直す。




　　　　◇　◇　◇




　もう全てを話してもいい──

　超ビユーテイファムは、既すでに賢者ルシャスから全ての真相を聞いていた。

　死期を予知したルシャスは、己おのれの知るあらゆる情報を彼女に語り聞かせ、そして運命に逆らうことなく華南の眼前で命を落とし、彼女の心に強い揺ゆさぶりをかけてこの世を去ったのだった。

　自発的な記憶回復ではないから、体内の時間庫サイロはまだ全て解放されてはいない。

　よって、超ビユーテイファムに覚醒可能なのは今まで通り五分だけだが、五分あれば充じゆう分ぶんに説明できるだろう──

「お兄様、まずはこれらを見てください」

　超ビユーテイファムは《アールマティ・ザラストラ》の座標操作能力で、空間上に十数枚の平面を作り出すと、体内にストックされている記憶映像をそこに投とう影えいした。

　いずれの平面にも、見知らぬ城内でクロトが預言師と交戦する様が映し出されている。

「……これは──？」

　食い入るように投射映像を見ながらクロトは呟く。

「変だな……。こんな場所で奴やつと戦ったことは一度もない」

「そうですね。この映像は今回のルートではありません。ただ……包ほう括かつ的に考えれば実際には経験済みなのです」

「何だって？　ルート……？」

　どういうことだ、と怪け訝げんな顔をするクロトに超ビユーテイファムは続ける。

「冷静に受け止めてほしいのですが──実のところお兄様は、既に何度も何度も数え切れない回数、あの預言師と戦っているのですよ」

　クロトが何か察したように大きく目を瞠みはる。

　話が全く理解できていないであろうルティシアは呆あつ気けに取られて目を点にしていた。

　そんな二人の眼前で、投射映像の内容は次し第だいに激しさを増していく。

　アナトダスクの城内におけるクロトと預言師ヴェーデンドレヒの熾し烈れつな闘とう争そう──

　魔法、斬ざん撃げき、異能が雨のように飛び交かい、互たがいの秘蔵の武器が繰くり出されて、いつ終わるともなく死闘は続く。

　が、やがて突とつ然ぜん絶ぜつ叫きようと共に乱入してくる者がいた。

　燃え盛さかる長大な炎えん剣けんを振ふりかぶる黒髪の美少女──蒼月華南だ。

　不意打ち気味に飛び込んできた華南は、切せつ羽ぱ詰つまった青い顔で炎剣を振り抜ぬくと、クロトを脳天から断たち割って焼き尽つくした──

「……何なんだこれは」

　クロトが額を押さえて呻うめく。

「幻まぼろしを投射しているのか……いや、違う。どの映像もあまりにリアルすぎる。何というか感覚で分かるぞ。これはどれも──本物だ」

「はい。全ては過去に実際起きたこと。王弟派の本ほん拠きよ地ちであるアナトダスクの城で、現状お兄様はどのルートでも、ヴェーデンドレヒと蒼月華南に致ち命めい傷しようを負わされます。それにより、全ての《ザラストラ》が暴走して結果的にルティシアも死にます」

「何っ──？」

　若干置いてけぼり状態だったルティシアが我に返って、

「わたしが……死ぬだと？」

　その言葉を少し冷ややかに流して超ビユーテイファムは続ける。

「ドラゴンを操あやつる者の証あかし──まだ不完全ながらも《竜りゆう刻印》を宿して生まれたルティシアは《竜の女神メーデンドラツヘ》の再来……。そのことはルティシア自身も既に分かってますね？」

「え？　いや──」

「そうなのです」

　ファムは断言した。

「《竜の女神メーデンドラツヘ》こと四百年前のルティシアが前世で何を意図したのかは分かりません。が、おそらくは経年劣れつ化かする〈腐ふ界かい〉の封ふう印いんを再び張り直すため、今のこの世界に転生してきたものだと思われます」

「……」

　成なる程ほど──と得心するどころではない。ルティシアは思わぬ事実を思わぬ人物から聞かされて、驚きよう愕がくで口もきけないようだ。

　隣となりのクロトがこめかみを押さえて訊く。

「ちょっと待ってくれ。なぜファムにそんなことが分かるんだ……？」

「過去に跳ちよう躍やくする際、わたしは遠くまで時空を見通すことができますから」

「……何だって？」

「わたしは見ているのです。気が遠くなるほど何度も何度も、この世界の全てを──」

　アナトダスク城でクロトが致命傷を負い、その後ルティシアも死ぬが、《竜の女神メーデンドラツヘ》の転生者である彼女の死によって〈腐界〉に施ほどこされていた竜の封印が強制的に解除されてしまう。これはヴェーデンドレヒが画策した結果だ。

　結果、ドラゴン群は〈腐界〉の森の外に一いつ斉せい侵しん攻こうを開始──

　かくして中央大陸から人類は死に絶える。

　それが生前ルシャスが危き惧ぐしていた災さい厄やく、《大侵攻ドラゴンウオーハザード》なのだと超ビユーテイファムは語った。

「……そして壊かい滅めつした世界から、わたしは《アールマティ・ザラストラ》で毎回過去へ飛びます。その時、少しずつ時空の各所を垣かい間ま見みるので、大たい抵ていのことを知っているのです」

　過去のファムは、知ったことや思い出したことを逐ちく一いちルシャスに話して聞かせている。

　そしてルシャスには特性として〈記き憶おくの引き継つぎ能力〉がある。

　あの賢けん者じやだけは、最初から全てを知っていたのだ。

　以前、クロトはルシャスと初対面の時にこんな言葉をかけられたという。

　──『ここに来るのは何度目だ？』

　それは何ルート目か覚えているかという記憶状態の確かく認にんであり、尚なお且かつクロトにこの世界の秘密を仄ほのめかしていたのだ──

「──というそれらの情報も、全てルシャス様から教えてもらったことなのですけどね。ある意味、ややこしい構造なのです。つまり……わたしが知って、ルシャス様に教え、その後わたしが時間跳躍の弊へい害がいで全部忘れてしまった真相を、今度はルシャス様が教えてくれるのですから」

「……」

「難しかったですか？」

　クロトもルティシアも明かされた真実に圧あつ倒とうされたらしく、無言で頷うなずいただけだった。二人は茫ぼう然ぜんとした表情で、幾いくつもの投射映像を見つめ続けている。

　投射映像の中では、場面が劇的に切り替かわるところだった。

　ルティシアの死を契けい機きに侵攻を開始したドラゴン群が、中央大陸の全国家を火の海に変え、騎き士し団、魔ま法ほう士し団、市し井せいの人々、多くの獣けものたちを灰かい燼じんに帰きしていく。

　超ビユーテイファムはそれをどこか遠い目で眺ながめながら、

「前回のルート、前々回のルート、そのまた前のルート、その前の前のルート……。これらの映像は、言うなれば今までわたしが見てきた『全バッドエンドの記録』。わたしの主観内で何度も壊滅を繰り返している世界──つまりはそれが並行世界パラレルワールドの正体なのです」

　室内が静まり返った。

　形容不能の沈ちん黙もくが三人の間をしばらく滞たい留りゆうし、やがてクロトが低い声で呟つぶやく。

「並行世界パラレルワールドって……そういうことだったのか。意味があったんだな。……そうか。煎せんじ詰つめればファムの制服も──」

「ああ、これ」

　超ビユーテイファムは服の襟えりを摘つまんで思い出す──

　今回のルート、〈腐界〉の森の間ま際ぎわでファムと皆みんなが初めて会った際、クロトは不思議そうに首を傾げていたものだった。

　竜装学院の制服は二つの曲線が絡からみ合う若葉のレリーフが各所にあしらわれているが、ファムの制服は細部のデザインが微び妙みように違ちがう別物。

　ただし──別物ながらも服の素材や仕立ては同じで、学院の指示に基もとづいて作られたことは間違いない。だからこそ、クロトはしきりに首を傾げていたのだが──

　クロトが側頭部を押さえて口を開く。

「つまり……ファムが着ていたのは、前のルートで手に入れた制服だったんだな？　それを身につけた状態で、過去からあの森に飛んできたと」

「はい、まさしくその通りなのです」

　人間の営みは必ずランダム性を内包するから全すべてが毎回同じにはならない。大きな流れは不変でも、細かい部分──制服の細部のデザインが違う程度の差は間々ある。

　あの時のファムは全時間庫サイロのエネルギーを消費して過去に跳躍し、その影えい響きようで時間庫サイロが閉じて、記憶がほぼ真っ白になった状態だった。

　わけも分からず森の間際を彷徨さまよっていたところ、待ち構えていた預言師の一派に攫さらわれそうになり、そこをクロトたちＳＲ15小隊に助けられたのだった。

「ようやく分かってきたぞ……。俺は元の世界から異世界に移行するまでの間、そのどちらでもない別な場所にいたと思っていた。その別な場所というのは──」

「はい。お兄様の推察通りです」

「『前回のルート』」

　と、クロトの出した答えに、超ビユーテイファムは無言で頷いてみせた。

「俺は──ずっと同じ世界にいたんだな……」

　天てん井じようをゆっくりと仰あおぎ見て、クロトは呻くように言う。

「俺は、何度も何度も同じ世界に──」

「そうなのです。ｎ‐１周目の世界からお兄様は来ました。正確には致命傷を負ったお兄様の魂たましいをわたしの《ザラストラ》にセーブして、過去に跳躍したのです」

「セーブ……？」

「言い換かえれば『転生』です」

　そう、転生の意味──

　生まれ変わるとはそういうことだ。つまりは何らかの情報を保持して生き直す。

「魂は無線通信で自動的にそのルートのお兄様のもとに届きます。お兄様が活動を開始した時期と、わたしの身体からだが墜つい落らくした場所にはズレがあるのは、わたしの肉体のデータより魂のデータの方がずっとずっと軽いからでしょう」

「魂の方が軽いって──」

　超ビユーテイファムの説明を聞いたクロトは微び苦く笑しようして、

「……おかしなもんだな。魂って一番大事なもののはずなのに、そういう言い方すると、パケットみたいで全然ありがたみがない」

「異能で超圧縮をかけますけど、基本的には魂も電気信号のパターン生成アルゴリズムにすぎませんから──」

「……よく分からないよ」

「仕組みは理解する必要ないのです。それより、お兄様の武器庫サイロには色んな封印が施ほどこされているのでしょう？　その封印を設定したのは他ほかならぬお兄様自身ですよ。きっとそれをヒントにして行動し、なるべく有利な行動の中で、自分が記憶を取り戻もどしていくように目もく論ろんだのではないでしょうか？」

「……自分が記憶を失うことを前提で、か」

　クロトの武器庫サイロもファムの時間庫サイロも基本システムは同じだ。解かい錠じようされれば貯ちよ蓄ちくされていたエネルギーが有効イネーブルになり、記憶が甦よみがえる。

「……だとすれば、俺も意外と考えていたわけだ」

　低く唸うなると、クロトは銀ぎん髪ぱつを梳すいて続ける。

「最初に手こずった数字暗号はルティシアの愛読書が解読鍵かぎになっていた。あれはこの先に進む前に彼女と親しん睦ぼくを深めておけという意図か……。確かにルティシアと親しくなってなければ、最初のティアマトーに勝つのは難しかった。そして今の解錠条件は──」

「『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』……華南さんを殺さないと今回もバッドエンドになり、この世界が終わるということなのです」

「……」

　クロトは音のない息を深々と吐はき出し、苦く渋じゆうに満ちた顔で数秒黙もつ考こうしていた。

　が、やがてふっと気が抜ぬけたように笑う。

「──参ったな……。今日はただでさえ色んなことがあったのに、今のファムの話で全部吹ふき飛んだ」

　頭がパンクしそうだ、と苦笑するクロトに超ビユーテイファムはかぶりを振ふって、

「夢想の世界に逃にげず、現実を現実として受け止められるだけ、お兄様は凄すごいのです」

　そう言って超ビユーテイファムがちらりと横を見ると、ルティシアは完全に放心していた。

　おそらく何もかもが理解の外なのだろう。

（でもたぶん、その方がいいのです──）

　彼女はもう表おもて舞ぶ台たいから去っても構わない。超ビユーテイファムはそう思う。

　ルティシアは生き真ま面じ目めで気が強く、高潔な人格の持ち主だが、本来は戦せん闘とうに不向きなタイプだ。優やさしい男と結けつ婚こんして、平和に暮らしていくのが本人にとって一番いい。

（後のことはわたしに任せるのです、ルティシア）

　この先は《ザラストラ》の所有者以外には荷が重い領域になる。クロト、超ビユーテイファム、華南、ヴェーデンドレヒ。その四人以外が介かい入にゆうしたところで無む為いに死ぬだけだ。

　それは遥はるか太古の昔まで遡さかのぼる因いん縁ねんなのだから。

　そう、ある日、ある時──

　人類には感知できない次元の外から、当時の文明レベルでは『神』としか表現できない異形の存在がこの星に飛来──墜落した。

　神は、正確には《竜装ヴアラー》と呼ばれる半生体であり、ドラゴン。

　名を黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉という。

　クロトやファムが持つ記憶の共有領域にこんな記述がある──

『それは、想像を絶する超ちよう巨きよ大だいな■■■■だった』

　■■■■に入る文字はヴァラーだ。

　ヴァラーであり、生体でもあるその神の本質は、星に棲せい息そくする任意の存在に食い込んで同化し、理由なき破は壊かいと創造を行って、脈みやく絡らくなく他の星へ飛び去るというもの。

　それがクロトの体内に宿るものの正体だ。

　本体に収納しきれなかった機構はクロトから分化した。




　一・『ザラストラの攻こう撃げき装置』こと、墜落時に間近にいた蒼月華南には、あらゆるものを滅めつ却きやくする万ばん能のう武器にしてメギドの劫ごう火か──《クリムゾンブリンガー・ザラストラ》が。




　二・『ザラストラのロード装置』ことファムには、バッドエンドを迎むかえた際、セーブしたクロトの魂を過去に飛ばす時空座標操作能力──《アールマティ・ザラストラ》が。




　三・『ザラストラの自じ壊かい装置』ことヴェーデンドレヒには、クロトの中の『本体』を破壊するための自壊サブ思考回路──《マスティマ・ザラストラ》が宿った。




（そう、ヴェーデンドレヒは〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉から分ぶん離りした、本体に自じ爆ばくを促うながす存在。だから、あらゆる手段でお兄様を殺そうと企くわだてる──）

　超ビユーテイファムは知っている。

　ヴェーデンドレヒの《マスティマ・ザラストラ》には他のザラストラの下位機構が大量に備わっているが、強力な独自武装はない。まともに戦えば必ずクロトが勝つ。

　だがヴェーデンドレヒには、ずば抜けた狡こう猾かつさと人心掌しよう握あく能力がある。

　要は策士だ。可能な限り自分では戦わない。

　クーデターを起こしたダーナ王国王弟リチャードの軍隊を手中に収め、最強炎えん剣けんの華南を誑たぶらかし、その他多くの異能者を配下に加え、ドラゴンを操あやつってクロトに対たい抗こうする。

　そして今まで、結果的には毎回ヴェーデンドレヒが勝利を収めてきたのだ。

　だが今回こそは──

（わたしとお兄様が勝つ……！　そしてこのループを終わらせるのです！）

　いくら《アールマティ・ザラストラ》でも無限にこの営みは続けられない。過去に飛ぶ際、エネルギーと記き憶おくを失うことで自身に簡易リセットをかけてはいるが、時空構造には重じゆう篤とくな負荷をかけているだろう。

　それがいつか限界に達すれば、宇宙全体が自壊して無と化す──

　内心で危き惧ぐを募つのらせる超ビユーテイファムの目の前で、不意にクロトが短く頷うなずいた。

「確かにな」

「お兄様……？」

「分かるよ」

「！　あ──成なる程ほど、そういうことですか」

　クロトは同じ《ザラストラ》の親機として、今の思考を無線で読み取ったようだ。

「ファムは俺から分離した存在だったんだな。《ザラストラ》で生み出された生命……。だから妹だと言い張ってたのか」

「はい、わたしはロード装置であり、お兄様のセーブデータですから」

　するとクロトは一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめて、直後にきっぱり言い直す。

「いや……ファムはファムだ。装置でもデータなんかでもない」

「お兄様……」

「この世界がループしていようが、俺が何度死のうが死ぬまいが──それだけは誰だれにも譲ゆずれない」

　力強く断言されて超ビユーテイファムはぱちぱちと両目を瞬またたく。

　何だろう──世界の全てを何度も経験してきたはずなのに胸が熱くなる。

　素す直なおに……嬉うれしい。

　ファムはこくりと頷くと、人差し指と親指で銃じゆうに似た形を作って顎あご先に当てた。

「──ですよね。機能とも役割とも関係なく、兄と妹として、決着はわたしたちでつけましょう！」

「ああ……そうしよう」

　と、クロトが口角を上げて首しゆ肯こうしたその瞬間──

　ボムッ!!

　生じるスモークと炸さく裂れつ音。

　制限時間の五分が過ぎて、超ビユーテイファムは元の幼いファムの姿に戻ったのだった。
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　スモークが晴れて、微び妙みように気の抜けるような間が漂ただよう。

　元の姿に戻ったファムは、クロトとルティシアの前で数秒ぼうっとしていたが、唐とう突とつに抑よく揚ようのない声で、

「寝ねます」

「寝るのか……！」

　意表を衝つかれてクロトは膝ひざが崩くずれた。

「衝しよう撃げき的なことを語った割にはあっさりしてるな……。別にいいけど」

「仕方ないのです。覚かく醒せい状態でいられる五分間は使い切ってしまいましたから」

　ファムはいつもの無表情で続けた。

「あと数時間もすれば午前零れい時じ──。日付が変わった時点で《ザラストラ》の基き礎そ処理が走ります。そうすれば、また美人の超ビユーテイファムに変身できるのです」

「ん……。成程。別に二十四時間待たなくてもいいのか」

　基礎処理──つまりは日付変へん更こうのタイミングで、超ビユーテイファムに変身できる五分が時間庫サイロに充じゆう塡てんされるらしい。

「ええ。だからお兄様、その時までに決断しておいてくださいね？」

　と、ファムが目に強い光を宿らせる。

「今回のルートが行き詰づまったと感じたら、最後まで進める必要はないのです。わたしが超ビユーテイファムになれば《アールマティ・ザラストラ》を全開発動させて過去に飛び、全てを忘れて、また最初からやり直せます」

「……っ」

　はっとするクロトに、ファムは無機質に両手を広げて、
















「色んなルートで色んなことが起こりましたが、こんなに早くルシャス様が亡なくなるのはレアケース……。今回のルートは極きわめて厳しい状じよう況きようです。早めに事態に見切りを付けて、やり直した方が賢けん明めいかもしれません」

（そういうことか──）

　クロトは腕うで組ぐみして顎に手を当てる。真相が明らかになった以上、今後どうするかは真しん剣けんに考える必要があった。

「やり直すのなら早めをお勧すすめします。明日あしたの朝までに考えておいてください」

　そう言うとファムは寝しん室しつに向かい、寮りようの食堂にはクロトとルティシアだけが残された。




　流石さすがに食事を続ける気にはなれず、クロトとルティシアは言葉少なに食器を洗った。

　やがて棚たなに皿を並べ終わったルティシアが、躊躇ためらいがちに形のいい口を開く。

「──なあクロト」

「ん？」

「やり直したりしないよな……？」

　不意にどきりとするほど切実な瞳ひとみをルティシアは間近で向けてきた。

「……さっきの話、どこまで正確に理解できているかはわたし自身も怪あやしい。でも──厳しい状況だからって、最初に戻もどってゼロからやり直すとか、そんなことはやめてくれ」

「ルティシア？」

「だって……悲しいじゃないか」

　ルティシアは繊せん細さいな白い拳こぶしを握にぎり締しめる。潤うるんだ翠すい玉ぎよくの瞳からは、激しく揺ゆれ動く何かの感情の波が見て取れた。

「たとえ厳しくても……困難でも……わたしにとってこの世界は一度きりだ……。最後まで大事にしたい。第一、せっかく出会ってここまで深い関係になれたのだ。そのわたしを置き去りにするというのは──」

　と、そこでルティシアは突とつ然ぜんはっとしたように唇くちびるを押さえる。

「どうしたんだ？」

「いや……その、何というか──」

　クロトが訊きくとルティシアは口ごもり、なぜか恥はずかしそうに頰ほおを赤らめた。若じやつ干かん内うち股またになって制服のスカートの裾すそを摘つまみながら、

「い、いいかクロト。誤解しないでほしいが、わたしは……決して面めん倒どう臭くさい女というわけではない。我々の間にはきっと……その、何だ、ある種の情が通っていると思うが、君を無理やり束そく縛ばくするつもりは──」

「……分かっているよ」

（相変わらず律りち儀ぎというか潔けつ癖ぺきというか）

　クロトは微び笑しようして頷いてみせる。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶさ。それに俺は、ルティシアになら束縛されても嫌いやじゃない」

「──っ！」

　途と端たん、ルティシアが大きく両目を見開いて、白い頰が薔ば薇ら色いろの血色を帯びる。

「そ、そうか……。それはその──いいことだな」

「え？」

「あ！　いや、その何というか……」

　鳥のように左右の手をばたつかせた後、ルティシアは制服の胸を押さえて、

「凄すごく──安心できた」

　と、吐と息いきのような声で言い、伏ふし目がちに小声で続ける。

「──ほんとは……少し怖こわかったんだ。クロトは強いけど、なぜか突然いなくなってしまいそうな、氷のように溶とけて消えてしまいそうな雰ふん囲い気きもあって……。そういう儚はかないところがある人だから」

「俺が……？」

　予想外の言葉をかけられてクロトは苦く笑しようする。

「おいおい、ナイーブになりすぎだよ、ルティシア。考えすぎだ」

「ん。……かもしれない」

　ルティシアは伏せていた顔を上げると、美しい瞳を正面からクロトに向けた。

「とにかく、わたしは君のことを信じているからな」

「ああ──」

　だが僅わずかに己おのれの表情が翳かげった気がして、クロトは窓の外に視線を向ける。この世界の夜よ闇やみはどこまでも深く静かだ。

　何にせよ、今夜はもう遅おそく、今後もすべきことや考えることは多々ある。

　クロトとルティシアは食堂の灯あかりを消すと、それ以上の言葉は交かわさず、各おの々おのの寝室に向かった。
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　視界がきかない濃のう霧むに満ちた、心細く不気味な夢の世界を延々と彷徨さまよい続けて、ようやく霧きりを抜ぬけたと思った瞬間、シャロン・アデルトは目を覚ました。

「……っ！」

　ベッドから飛び起きると、そこは見知らぬ石造りの狭せまい部屋。

「こ、ここは──？」

　周囲を見回すうちにシャロンは自分の境きよう遇ぐうを知る。

　そこは薄うす暗ぐらい牢ろう獄ごくだった。

　冷たそうな石いし壁かべと天てん井じように周りを囲まれて目の前には鉄てつ格ごう子し。自分が今いる壁かべ際ぎわのベッドと、汚お物ぶつ入れらしき小さな桶おけが部屋の隅すみに置かれている他ほかは何もない。

　天井から時折滴したたり落ちる雫しずくの音が明確に聞こえるほど、辺りは静かだ。

（そうか……。わたし、攫さらわれたんだ）

　竜装学院を襲しゆう撃げきしたヴェーデン３ドライが撤てつ退たいする際、なぜかシャロンは仮面の魔ま導どう騎き士しマスカリンによって転移の魔法領域に引っ張り込まれたのだった。

　稀き少しような能力の持ち主であるルティシアやファムでなく、自分を拉ら致ちしたことの意味は不明だが──あるいは単に隙すきがあったというだけかもしれない。

（きっとそうね……）

　シャロンは手首と足首に嵌はめられた鉄の輪に視線を落とし、不覚さに歯は嚙がみした。

　多少歩き回る程度の自由はあるが、鉄の輪からは太い鎖くさりが伸のびてシャロンを牢獄内に繫つなぎ止めており、当然ながら鉄格子までは届かない。

（……〈花散竜カサンドラ〉があれば──）

　きりっと歯嚙みする。

　気絶中に全武装を外されたらしく、今のシャロンは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の下に着るレオタードに似た専用のスーツ姿。手首と足首に嵌められた鉄の輪には精せい霊れい素そを遠ざける効果があるらしく、この状態で魔法は発動させられない。

　と、鉄格子の外の廊ろう下かを誰だれかが歩く足音がする。近づいてきた。

「──誰っ？」

　シャロンが訊くと同時に現れたのは、フルフェイス型の仮面を付けたローブ姿の魔導騎士──マスカリンだった。

「もう目覚めていたか」

　仮面を通した不ふ明めい瞭りような声でそう言うと、マスカリンは鉄格子を開けて牢獄内に入ってくる。ほぼ無防備な状態のシャロンは思わず身を強こわ張ばらせた。

「な、何よ！　何の用なの!?」

「くくく──」

　マスカリンが意味深に笑ったのを契けい機きに、怖おじ気けづいていたシャロンの中の闘とう争そう心しんが燃え上がる。

「言っておくけど、わたしは何をされても仲間の情報を洩もらしたりしないわよ！　あなたみたいに仮面で素す顔がおを隠かくしてるような卑ひ怯きよう者には尚なお更さらね！」

　シャロンが無機質な仮面を強く睨にらみ付けると、不意にマスカリンは軽く肩かたを竦すくめた。

「……うん、いい反応だ」

「え？」

　眼前の魔導騎士が急にくだけた態度に変わったので、シャロンは目を瞬またたく。

　そんな彼女をからかうように「はー、硬かたい口調で喋しやべるのはいい加減疲つかれたよ」と呟つぶやくとマスカリンはフルフェイスの仮面を無造作に外した。

「え……？」

　シャロンはまさしく目が点になった。

　マスカリンの仮面の下から現れたのは、よく知る者の怜れい悧りな顔。長い前まえ髪がみで片目を隠した同じ学院生──

　レイス・ティレトーだった。

「レ、レイス……？　あなたが、何で──」

　衝しよう撃げきで頭が真っ白になり、質問しながらもシャロンの思考はほぼ働いていない。

　そんな彼女を苦笑まじりに眺ながめて、マスカリン──否いな、レイスは片方だけ伸ばした前髪を擦こすり合わせながら飄ひよう々ひようと答える。

「見ての通りだよ。わたしがヴェーデン３ドライの一角──魔導騎士マスカリンの正体さ」

「ウ、ウソ……？」

　シャロンは開いた口が塞ふさがらない。

「信じられない……。ていうか、意味分かんないよ……。何でなの？」

「まあ、信じられないのも無理ないさ。学院の生徒でわたしの正体を知ったのは、シャロン──君が初めてだからね」

　レイスは前髪を弄いじりながら続ける。

「何から説明したものか……。そうそう、わたしが少数民族ベアラの末まつ裔えいだってことは知ってるだろう？　子供の頃ころからわたしは各地を放ほう浪ろうして暮らしてきた。どの集落にいた時も天才児と呼ばれてたものだけど──ある時、突然現れたヴェーデンドレヒ様に誘さそわれたんだ。これからダーナの王弟をそそのかして内ない紛ふんを起こす。国を転てん覆ぷくさせて大陸全土を混乱の坩堝るつぼに変えるから、お前の力を貸せとね」

　レイスは不ふ遜そんに口角を持ち上げて続けた。

「ヴェーデンドレヒ様のこと、最初は相当胡う散さん臭くさい奴やつだと思った。と同時に……面おも白しろそうだとも思った。調査のためにとりあえず仲間に加わったんだけど、あの人の部下には凄い奴が大勢いてさ。悪人だろうが殺人者だろうが、凄い奴のそばにいるのは面白いでしょ。何だかんだでそれが楽しくて、やがて王弟派の間かん諜ちようとして竜装学院に入り込んだ──とまあ、そういうわけ」

「……」

　シャロンはしばらく呆あつ気けに取られて言葉を発せなかったが、やがて茫ぼう然ぜんと口を開く。

「だ、だったら学院では──」

「猫ねこを被かぶっておとなしくしてたってことだね。君たちＳＲ15小隊と戦った時は、ベアラに伝わる魔導器を使わないっていう縛しばりプレイをしてたんだ。実際、わたしの造った〈ナハティガル〉と〈オベロン〉だけでもいい勝負したでしょ？」

「……」

　何と続けていいのか分からないシャロンとは対照的に、レイスは得意げに語る。

「学院には他にも各国の間諜が大勢入り込んでる──。わたしは彼女たちのことを全員知ってるけど、向こうはこちらのことを知らない。何せわたしはヴェーデンドレヒ様の直属だからね。前にヘレンがやらかしちゃった時も騙だまされたふりをするのに苦労したよ」

　先日、ダーナ王国の諜報機関《幽骸ガイスト》の諜報員、ヘレンが竜りゆう核かくや〈八大竜エンシエント〉ヨルムンガンドの情報を盗ぬすみ出そうと潜せん入にゆうし、クロトに正体を暴あばかれた。

　その時、部下に裏切り者がいたことを知ったレイスはひどくショックを受けていたものだが──

「……あれは芝しば居いだったのね」

　うん、と悪びれずにレイスは頷うなずいた。

「カミノメ・クロトやヴィナス・クロフォードに疑われたら厄やつ介かいそうだったからさ。調子こいて騙された、間抜け女を装よそおっておいたわけだよ。結果は上々だったね──」

「な、何の結果よ……？」

「好き放題、学院の情報を集めてヴェーデンドレヒ様に送ることができた。今日の襲撃、すっごい手際よかったでしょ？　内通者がいないと普ふ通つうはあんなことできないよ」

「！　そうか、それで戦いの時に──」

「気づいたようだね。ご名答」

　レイスは皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめて、軽く拍はく手しゆした。

「わたしが《爆ばく殺さつ呪じゆ》で、生徒会副会長のユリアナを瞬しゆん殺さつできたのは事前の工作があってのことさ。強そうな連中の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にはぜーんぶ前もって細工しておいたんだよ」

　シャロンは一瞬唇くちびるを嚙かんでから、前のめりに叫さけんだ。

「……卑怯者！」

「褒ほめ言葉と受け取っておこう。わたしは吸きゆう血けつ鬼き野や郎ろうのボラゾや、ドラゴニュートのフューシアみたいに化け物じゃないからね。せいぜい悪わる知ぢ恵えを働かせないと」

　ふはははっ、とレイスは愉ゆ快かいそうに笑った。

　今にして思えば、華南に異能光学迷めい彩さいが施ほどこされた透とう明めい化マントを提供したのもレイスだったのだろう。

（……彼女がこんな人だったなんて。捻ひねくれ者だけど、根はいい娘こだと思ってたのに）

　シャロンは哄こう笑しようするレイスを、怒いかりを隠すことなく睨み付けて、

「それで？　わたしを攫ったのは何のためっ？　どうせ人ひと質じちに使って、クロトたちを追い詰つめようって魂こん胆たんなんだろうけど、わたしは全力で抵てい抗こうするわよ！」

「いや……。それはない」

　急にレイスは笑いを引っ込めて真顔になった。

「そんなことはしないよ。むしろ逆さ。わたしはシャロンを本当の自分に目覚めさせてあげたい。──もうあまり時間が残されていないからね」

「……どういう意味？」

「今から言うことを落ち着いて聞いてほしい。シャロンの故郷、小国ロトムでは割と頻ひん繁ぱんにベアラ人の姿を見かけるだろう？　それはまあ当然の話で、ロトムの近くには昔からベアラの隠れ里があるからなんだ」

「え……？　そ、そうだったの？」

「限られた者しか知らない秘密の里だけどね。そしてシャロン──君もまた、我ら誇ほこり高きベアラの血を引いているんだよ」

「──!?」

　衝撃を受けるシャロンと正面から目を合わせてレイスは続ける。

「それも普通の血統じゃない……。史上最強の異能を宿すベアラ姫ひめ巫女みこの血──シャロンはその力を秘ひめているんだ」

「わ、わたしが……？　ベアラ人の……？」

　唐とう突とつな話についていけず、なぜか急に鈍どん痛つうを発し始めた側頭部をシャロンは押さえるが、レイスは興奮気味に熱弁を振ふるった。

「蘇よみがえった姫巫女の血……先祖返りの大隔かく世せい遺伝だよ！　クロトの《ザラストラ》も目じゃない。無敵の力、極限異能体《ベレウス・アドラ》さえ目覚めれば、どんな敵でも一瞬で消し去れる。君は本来、それだけのポテンシャルを持った女の子──ベアラ再興の希望なんだ。わたしはロトム近きん郊こうの隠れ里にいた時から、長老の命令で君のことを密ひそかに見守ってきたのさ……」

　──シャロンの本当の母親はベアラ人だったが、出産直後に死去したため、ロトム人の貴族の父親が強制的に引き取った。現在シャロンが母親だと思っている人との間には、実は血の繫がりがないのだとレイスは語る。

「そ、そんな──」

　シャロンは茫然と両手で頭を抱かかえて、

「ウソよ！」

　父は父だし、母は母だ。今いま更さら違ちがうと言われても受け入れられない。

　だがレイスは冷静に言う。

「事実なんだ」

「突とつ然ぜん……そう言われたって……困るわ。わたし……何が何だか分からないよ」

　頭の奥が軋きしむような痛みを発していた──

　と、同時にシャロンは全身の血がざわめく、不思議な高こう揚よう感かんを覚え始めている。

　レイスは続けた。

「偶ぐう然ぜんを装って、学院で初めて接せつ触しよくした時からわたしは確信していた……。色んな意味でスケールの大きな君には、女じよ帝ていの資質があるとね。戦術竜りゆう騎き士しなんか目指してる場合じゃない。君が普通の竜核と調和できないのは、潜せん在ざい能力があまりにも強すぎるからだ。計測不能で、針が振り切れちゃってる状態だったのさ」

「わ、わたしの……潜在能力……」

「《ザラストラ》を超こえる究極異能《ベレウス・アドラ》さえ目覚めれば、ロトムを脅おびやかす国なんか瞬く間に殲せん滅めつできる」

「で、でも……。でもわたし──」

　シャロンの頭の奥でよく分からない暴力的な衝しよう動どうが、自分を外に出せと叫ぶ感覚があった。本能的に怖こわい。

「……ねえシャロン。我らベアラの民たみは本来、最強の異能民族だった」

「え？」

「今はもう血も薄うすまって、秘ひ匿とくされた異能も大部分が失われたけどね。昔は多くの民に畏い怖ふされて、それ以上の尊敬を集めていたらしい」

　だけど、と不意にレイスは眉まゆを吊つり上げた。

「──それを怖おそれたダーナ王国からベアラ人は迫はく害がいを受け、多くの集落が滅ほろぼされた。わたしたちが生まれるずっと前のことだけど、本当にひどいものだったそうだよ。祖先の大勢が魔ま女じよ狩がりに遭あい、火あぶりで殺された。長老は今もまだその恨うらみを忘れていない」

「ダ、ダーナ王国が……？」

　ダーナは親友ルティシアの故郷だ。そこでシャロンはふと気づく。──だからレイスは初対面の時からルティシアに非友好的だったのか。

　そう訊きくと、レイスは気け怠だるげにかぶりを振って、

「いや、あのお姫様自体はダーナ王国とは無関係……。でも、だからと言って仲良くもしたくない。わたしが仲良くしたいのは、シャロン──君だけだ」

「──っ？」

　シャロンが息を吞のんだのは、突然レイスが抱だきついてきたからだった。

「あ、あの……ちょっと、レイス……？」

　滑なめらかな頰ほおと、さらさらした髪かみの感かん触しよく。ミントの澄すんだ香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　シャロンは赤面しながら振り解ほどこうとするが、意外とレイスは力が強く、ただ抱き締しめられているしかなかった。

　レイスはシャロンの耳元で情熱的に囁ささやく。

「──シャロン、お願いだ。ヴェーデンドレヒ様の仲間に加わってほしい。そして一いつ緒しよにダーナ王国を滅ぼそう！　我らが祖先の無念を晴らすために」

　一瞬何と言えばいいのか迷った。だが──

「……イ、イヤよ」

　それはシャロンの正直な気持ちだった。ベアラ民族のことは本当に不ふ憫びんだと思うが、復ふく讐しゆうなんかしたくない。

「わたしはイヤ。だって大昔のことなんでしょ……？　たとえわたしが彼らの血を引いていたとしても、わたしはわたし。自分の意思で行動して、戦う相手は自分で選ぶ！」

　すると微かすかに耳元でレイスが笑った気がした──

「そう言われる気がしたよ」

「──っ！」

　突とつ如じよ、シャロンの背中に熱い痛みが走る。何か尖とがったものを脊せき椎ついの間に刺さされた。

　全身の力が抜ぬけて意識が急激に遠ざかる中、シャロンは見る。

　──自分の背中に突つき立てられた細長い針をレイスが抜き、ガラス製の長い円えん筒とうに収納する様を。

「な……何を……？」

「ベアラに古代から伝わる覚かく醒せいの魔ま薬やく。──人格が変になるから使いたくなかったけど、もう時間がないからね。ヴェーデンドレヒ様の話では明日が最終決戦。カミノメ・クロトを倒たおせるのは覚醒した君しかいないんだ」

「そ……そんな──」

　最後にレイスは長い睫まつ毛げを伏ふせて小さく呟つぶやく。

「さよならシャロン……。ありのままのキミのことが、とても好きだった」

　シャロンの視界に映る全すべてが歪んで曖あい昧まいになっていく──しかし、脊椎の間から注入された何かが血液に乗り、物もの凄すごい勢いで脳へと駆かけ上っていくことだけは明確に分かる。

　そして──

「ぎゃあああああああああ！」

　自分のものとは思えない獣けものじみた叫び声がシャロンの口から溢あふれ出した。




　　　　◇　◇　◇




「……っ？」

　どこかで異様な叫び声が聞こえた気がして、蒼月華南ははっと我に返った。

　注意深く耳を澄ますが、声はそれきり聞こえない。空耳だったのか──？

　華南はかぶりを振って現実に返る。

　ここは城じよう塞さいアナトダスクの最さい奥おうにある、塔とうの一室──

　アナトダスクは岩だらけの丘きゆう陵りように築かれた、天然の要害にして城でもあるダーナ王国最大の軍事拠きよ点てんだ。

　現在ダーナでは女王派と王弟派が泥どろ沼ぬまの内乱を繰くり広げており、女王派は王都スーヴェランに。王弟派は王弟リチャードを筆頭として、数々の諸しよ侯こうや騎士と共に、王都の遥はるか北西に位置するこのアナトダスクに詰めている。

　そして、アナトダスク最奥に位置するこの部屋は、秘教的な雰ふん囲い気きの漂ただよう寝しん室しつだ。

　昼間だが窓のカーテンは閉め切られ、隙すき間まから微かに射さし込むくすんだ白い光が巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんの描えがかれた紫むらさき色いろの絨じゆう毯たんを幻げん想そう的に照らしている。

　魔方陣の中心には小型のベッドが置かれ、そこで眠ねむる人物を見ながら華南は先さき程ほどから長い間悩なやんでいた。

　眠っているのは神かみ吞のめ黒くろ都と──

　元の世界のクラスメイトで、下校途と中ちゆうで隕いん石せきに似た何かが飛来した際、足を挫くじいて動けなかった華南を助けてくれた命の恩人だ。

　黒都は普ふ段だんと同様、昏こん々こんと眠り続けていて目覚める気配はない。

　華南は心の中でぽつりと呟く。

（神吞くん……わたしは何を信じればいいの？）

　先程、華南はヴェーデンドレヒの転移の力で、竜装学院からアナトダスクに帰き還かんした。

　だが制服に包まれた身体からだの震ふるえは今も一向に止まらない──

　竜の力を持つ少女・フューシアによる賢けん者じやルシャスの殺害を間近で見たせいだ。

　否いな、見たというだけではなく──。加担した、と表現する方が正しいかもしれない。

（間接的にとはいえ、わたしは……）

　華南は両手で顔を覆おおう。こうなることは分かっていたのに、実際に体験すると説明不能の恐きよう怖ふで全身が冷え、無む性しように怖くて堪たまらなくなる。

（でも──これがこの世界の理ことわりなのだから……耐たえなければ）

　華南は自分に言い聞かせる。迷いは己おのれを殺す行こう為い──

　理由も分からずこの世界に転生して森を彷徨さまよっていた時、最初に会った預言師ヴェーデンドレヒがそう諭さとしたのだ。

　この世界では力が全て。各国の王が搾さく取しゆ目的で作成した独自ルール──『法』は存在しても、正義という概がい念ねんはない。

　戦い、倒し、略りやく奪だつする者が強者で、そういった者たちが絶え間なく相手を出し抜こうと画策し続けているのがこの世界の本質的な姿なのだと。

（……違う！　違うわ。自分を強く持たなければ。わたしの目的は誰だれ彼かれ構わず奪うばうことじゃない。あくまでも、神吞くんを目覚めさせること──）

　華南は血が出るほど強く唇くちびるを嚙かんで、ベッドで眠る神吞黒都を見つめる。

　日本人らしい黒髪で、元の世界の制服姿で、当然異能など持っていない、この本物の黒都を起こす方法はただ一つ──

　彼を僭せん称しようする銀ぎん髪ぱつ赤眼の邪じや悪あくな魔神の化け身しん、カミノメ・クロトを殺すことだ。

《ザラストラ》という異能の根源である魂たましいを奪い返さなければ、絶対に目覚めることはないとヴェーデンドレヒが教えてくれた。

　だが──先程のカミノメ・クロトの姿を思い出すと、華南の胸は締め付けられる。

　彼は悲痛な顔で叫さけんでいた。

　──俺は魔神じゃない！　やめろ華南！

（芝しば居いとは思えない真しん剣けんさを感じたけれど……）

　カミノメ・クロトは本物の神吞黒都とは似ても似つかない、超ちよう常じよう的てきな戦せん闘とう能力を持っている。だから偽にせ者ものであることは間ま違ちがいないが、それでもやはり──可哀かわい想そうだった。

　邪悪な存在であっても、華南に害を及およぼしたわけではないのだから。

（本当は倒したくない──）

　しかし。

　カミノメ・クロトから力の根源を奪だつ還かんしなければ、本物の神吞黒都を救えない。

　華南にとっては、黒都だけがこの異世界で本来の自分を保つための拠より所だ。

　命の恩人であり、同世界人である黒都を目覚めさせたら、ヴェーデンドレヒの一派とは袂たもとを分かち、どこか静せい穏おんな場所に逃にげて、彼と二人で今後の身の振ふり方を話し合いたい。

　しかし。

　そのためには、あの可哀想な魔神の化身カミノメ・クロトを殺さなければ──

（くっ……）

　堂どう々どう巡めぐりだ。いくら考えても打開策は見つからず、両手で顔を覆って華南は苦しむ。

（神吞くん──わたしは本当に、どうしたら……）

　眠り続ける黒都の身体にすがり、いつしか華南は声を忍しのばせて啜すすり泣く。




　その様子を音もなく室内に現れたヴェーデンドレヒが満足そうに微び笑しようして眺ながめていた。








第四章　頂上決戦









　時刻が午前零れい時じを回ると同時に、部屋のドアがノックされた。

　寮りようの自室のベッドで仰あお向むけになり、その時が来るのを待っていたクロトは答える。

「開いてるよ」

「お邪じや魔まするのです」

　室内に入ってきたのはファムだ。いつもの幼い姿のままだが、時間庫サイロのエネルギー総量は回復したらしく、更さらには制服姿ですっかり身み支じ度たくを整えている。

「……行くか」

「はい、お兄様。──最初で最後の異世界無む双そうを始めるために」

　二人は部屋を出ると、ルティシアを起こさないように夜の廊ろう下かを静かに進んでいく。

　木製の階段を一段下りるたびに思い出が蘇よみがえってきて、不覚にも胸が締め付けられた。

（色んなことがあったな──）

　これから何が起きたとしても、この寮で過ごした日々のことは絶対に忘れない。

　朝夕、皆みんなで食事して、学院の話で盛り上がって、ある時は夢を語り、またある時は些さ細さいな口くち喧げん嘩かなんかもして──

　本当に楽しかった。

　だが、もう二度とここには戻もどらない。たとえ戦いに勝っても。

　玄げん関かんでクロトは振り返ると、両目を細めて感傷を振り払はらうように呟く。

「──ルティシア、短い間だったけど、ありがとな」

　彼女はここに置いていく。今夜これから行われるのは《ザラストラ》の身内同士の最終殺さつ戮りく戦──血で血を洗う究極のジェノサイドだ。

　だからこそ巻き込めない。そして大量殺戮に手を染めた自分は、もう彼女とは会わない方がいい。

　いくら気き丈じように強がっていても、本質的には心優やさしく、悩みもあればコンプレックスもある等身大の女の子、ルティシアには生きて幸せになってほしい──

「お兄様……」

「ああ」

　隣となりで気き遣づかわしげな顔をしているファムに、行こう、とクロトは促うながす。

　そして二人は無明の闇やみの中を敵の本ほん拠きよ地ちアナトダスクに向かって歩き出したのだ。




　最強異能《ザラストラ》から分化した《ザラストラ》の自じ壊かい装置、ゼラ・ヴェーデンドレヒと最後の決着をつける──

　クロトがそう決断することをファムは最初から確信していたという。

「だって、お兄様は負けず嫌ぎらいですから。わたしがお兄様でもそうするのです」

「ああ、やる前から諦あきらめるわけにはいかないさ」

　ファムが教えてくれたループ説自体は疑っていなかった。《ザラストラ》の内部感覚で事実だと分かる──何度も繰り返しているこの異世界で、確かに自分は毎回ヴェーデンドレヒと華か南なんに殺害されているのだろう。

　だが──だからと言って立ち向かわなければ状じよう況きようは悪化するだけ。

　自ら敵てき陣じんに乗り込んで、今度こそ勝つ。

　考えるまでもなく導き出された唯ゆい一いつの結論だった。

（──まあ俺だけのことでもないけどな。攫さらわれたシャロンも助けなきゃいけないし、華南も放ほうっておけない……）

　そう、華南のこと──

　謎なぞめいた動機で執しつ拗ように命を狙ねらわれ、過去の世界で何度も殺されているとしても、やはり彼女をこのままにしてはおけない。

　もう一度説得を試みる──命を賭かけて。

（きっと何か理由があるはず……。華南は誤解しているだけなんだ）

　ルシャスが死んだ後の彼女の怯おびえた様子を思い出し、クロトは改めてそう思う。

　きっと人心掌しよう握あくに長たけたヴェーデンドレヒの話術に絡からめ取られ、望まぬ戦いを強しいられているのだろう。あの時の華南の悲痛な表情が、本心から彼らと行動を共にしているのではないことを裏付ける。

　だから気づかせる。命を賭けて伝えれば、何が真実で何が虚きよ偽ぎなのか、華南なら自分の頭で考えて真相に気づけるはずだ。

（待ってろ──）

　学院構内を抜ぬけ、閑かん散さんとした深夜の学術都市をクロトとファムは足早に進んでいく。
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　学術都市の中心部を外れた辺りから徐じよ々じよに速度を上げて、ヴァントワーヌの国境に近づく頃ころには既すでにクロトとファムは人間には出せないスピードで細い山道を駆かけていた。

　夜明け前には全すべてに終しゆう止し符ふを打つつもりだった。

　深夜のアナトダスクに乗り込み、シャロンと華南を救出してヴェーデンドレヒを倒たおす。

　危険人物の筆頭であるヴェーデン３ドライが襲おそってきたら再度撃げき退たいし、王弟派の騎き士しなり戦士なりが行く手を塞ふさいだら彼らも片付ける。

　可能な限り一いつ般ぱん人とは戦いたくないが、アナトダスクの城が崩ほう壊かいして王弟派の勢力が全ぜん滅めつしたら、女王派の勝利になる。結果的にはそれが一番いいのかもしれない。

（ルティシアの戦う意味もなくなって国に帰れるだろうからな。城ごと潰つぶすか──）

　と、考えていた時だ。

　不意に前方の木の陰かげから現れる者がいて、クロトとファムは目を瞠みはり、足を止める。

　ルティシアだった。

「ルティシア、どうして……」

　クロトが茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、ルティシアはきゅっと唇を嚙んで木陰から出てきた。

　その姿を見てクロトは察する。

　彼女が纏まとった《戦術竜装タクテイクスヴアラー》、試作初号機〈スカラバード・レーヴァ〉のスラスターから酷こく使しを示す細い煙けむりが棚たな引びいている。

　アナトダスクに向かう最短ルートはこの山道だ。きっとクロトたちが寮を抜け出したことに気づき、直後に全開出力で高速飛行して先回りしたのだろう。

　ルティシアは雷かみなりを孕はらむ夏の雨雲のような低い声で訊きく。

「わたしの方こそ、なぜと訊きたい……。どうしてだ、クロト……」

「……すまない」

　途と端たん、ルティシアは美しい目を見開いて激げき昂こうした。

「謝るな！　それより、どうしてわたしを置いていくんだ！」

「ルティシア、分かってくれ」

（最終戦には巻き込みたくないんだ──）

　向かう場所は王弟派の本拠地で、どんな敵がいるのか全く予想不可能。そして最強異能を持つ過去の自分が毎回殺されるほど相手は強いのだから。

　そんな気持ちを込こめてクロトが真しん摯しに見つめると、ルティシアにも通じたらしい。

「それくらい……わたしにだって分かるさ。確かにわたしは君ほど強くない。いや、圧あつ倒とう的てきに弱い。でも……だからこそ、行かせるわけにいかないんだ！」

「ルティシア？」

「クロトは──」

　ルティシアは形のいい唇くちびるを一瞬嚙かんでから言い直す。

「クロトは、死ぬ気なんだろう……？　たった一人で……何もかも背負って……全ての戦いに決着をつけるつもりで。──だけど……だけどよく考えろ！　それで敵が全滅したからって何になる！」

「……王おう弟ていと預言師が消えれば内乱も終わるし、きっと喜ぶ者は多い」

　クロトがそう答えると、ルティシアは怒ど気きもあらわに声を張り上げた。

「──馬ば鹿かあぁっ！　誰だれが喜ぶか！」

　叫さけんだルティシアの両目は涙なみだで潤うるみ、今にも溢あふれそうだった。

「そんなものが嬉うれしいわけないだろ！　絶対嫌いやだ！　敵なんかどうでもいい、君さえいてくれれば！」

　彼女の感情の昂たかぶりをクロトは少しだけ不思議に思う。

「……ルティシア、どうしてそこまで」

「だって──」

　ルティシアは頰ほおを赤く染め、感情が溢れ出しそうな涙目で切れ切れに言葉を紡つむぐ。

「だってわたしは……君の──君の、ことが……」

　──その先は言わせるわけにはいかない。クロトは両目を伏ふせて先んじる。

「ごめんよ、ルティシア」

「……っ」

　悲痛に息を吞のむルティシア。

　その様子を見ながら、クロトは奥歯を嚙かんで自分に言い聞かせる。

（これでいいんだ──）

　今から高確率で死ぬ人間に、大事な気持ちを捧ささげたりはしない方がいい──

　重い静せい寂じやくと一いち陣じんの風が通り過ぎ、やがて彼女は《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の籠こ手てで涙を拭ぬぐうと、専用の大型剣けん《魔砲大剣ブレードナパーム》を取り出し、中段に構えてクロトに向けた。

「言ってもきかないなら……力ちから尽ずくで止める！」

「ルティシア、それは──」

「絶対に止めるぞ。君を瀕ひん死しに陥おちいらせてでも！」

　直後、大剣を振ふりかぶってルティシアは猛もう然ぜんと突とつ撃げきしてきた。気合の声と共に《魔砲大剣ブレードナパーム》の斬ざん撃げきがクロトに迫せまる。

　その凄すさまじい踏ふみ込みと剣速を見て、クロトは心底感かん慨がい深い気持ちになった。

　出会った当初は王弟派の追っ手に、手も足も出なかったルティシア──彼女は本当に強くなった。そのために力を貸してきたのだから、とても嬉しいことだ──

　ファムの叫びが夜闇に響ひびく。

「──お兄様！」

　クロトはその場から動かなかったが──惨さん劇げきは起こらない。

　ルティシアの繰くり出した剣けん刃じんは、クロトの首筋の手前でぴたりと停止していた。

「な、なぜだ……。なぜ避よけん！」

　眉まゆを寄せて絶ぜつ叫きようするルティシアに、クロトの胸はなぜか切なく締しめ付けられる。

《ザラストラ》は物理攻こう撃げきだけは自動吸収しない。ヴェーデンドレヒや華南の炎えん剣けんで命を奪うばわれるより、ルティシアの手にかかる方が──

　否いな、そうならないことは最初から分かっていた。そんなことはできない娘こだ。

「こうなると思っていた」

　と、クロトが口にした次の瞬しゆん間かん、ルティシアの涙るい腺せんが前まえ触ぶれもなく決けつ壊かいし、両目から大量の涙が溢れ出す。重い大剣が手から落ちて地面に転がった。

「行くな──！」

　ルティシアは泣きながら抱だきついてきた。

　熱く柔やわらかく、彼女の有りっ丈たけの感情が押しつけられてきて、クロトも圧あつ倒とうされる。

　形なり振ふり構わず、ルティシアはあらゆる感情を剝むき出しにして幼子のように泣いた。

「行かないで……！　行けば君は帰ってこない……そうだろう？　お願いだ！　行かないでくれ！」

「ルティシア──」

「どうか……どうかお願い！」

　クロトの胸に頭を押しつけるようにして号ごう泣きゆうしながらルティシアは訴うつたえる。

「頼たのむ……頼む……一生のお願いだからぁっ──！」

　感情の爆ばく発はつと共にルティシアの下腹部が光を放ち、外装を透とう過かして《竜りゆう刻印》が浮うかび上がるが、戦せん闘とう意思のない今のクロトには何も影えい響きようを及およぼさない。

　今のクロトはファムから聞いて、それに関するおおよその情報を知っている。

　──遺伝子のエラー配合で奇き跡せき的に誕生した突とつ然ぜん変へん異い者《竜の女神メーデンドラツヘ》は、竜の因子を持つ全ての存在に、何らかの強い影響を及ぼすことが可能。

　初代《竜の女神メーデンドラツヘ》が所有していた完全な封ふう印いん能力は、ドラゴンの棲すむ森〈腐ふ界かい〉に不可視のメッシュを張り巡めぐらせたり、神である黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉に、自動で《超ちよう空間》で眠ねむりにつく暗示を与あたえたりと、桁けた外はずれに凄まじかった。

　その転生者であるルティシアは、今はまだ不完全な《竜刻印》の力でブラッドプレーンを一時的に解放する程度のことしかできないが、いずれは成長してドラゴンから人々を守る指導者になるだろう──

「ごめんよ、ルティシア……。俺は行かないわけにいかないんだ。そしてルティシアも殺させるわけにいかない。だからここに置いていく……分かってくれ」

「や、やだ……」

　ルティシアは憚はばかることなくぽろぽろと涙を流し、激しくかぶりを振った。

「だって……。だってわたしは君のことが……好きなんだ」

「……っ」

　息を吞むクロトに抱きつき、ルティシアは魂たましいを吐はき出すように感情をぶつけてくる。

「ず、ずっと隠かくしてきたが……もう言ってやるぞ！　わたしは君のことが好きだ！　一人の女として、君という男が大好きなんだ！　好きだ、クロト！　だから行かないで！　死なないでくれ……！」

（……ルティシア──）

　心が激しく揺ゆさぶられ、胸が燃えるように熱くなり、不覚にも目め頭がしらが潤む。

　自分の身を案じてここまで感情をあらわにしてくれる。こんなにも心配し、形振り構わず全力で止めてくれる女の子がいる──

　どんな困難な状じよう況きようの中にでも幸せは存在するだろう。彼女の香かおりと精せい一いつ杯ぱいの気持ちに包まれて、今の自分はこの世で一番恵めぐまれているとクロトは思った。

「嬉しいよ、ルティシア」

「ん……」

「本当にありがとう。俺は──」

　と、クロトが言い終える直前、不意に何か赤いものが上空で煌きらめく。

（──っ？）

　刹せつ那な、視し認にんする間もなく凄まじい紅ぐ蓮れんの稲いな妻ずまが飛来して、間近に着ちやく弾だん。それと同時に激しい爆発が発生した。

　轟ごう音おん。噴ふん水すいさながら巻き上がる砂さ礫れきと、ジグザグに散乱する真しん紅くの電気火花。

　広こう範はん囲いにわたってクレーターのように抉えぐれた大地の中心には、赤い長ちよう髪はつを爆ばく風ふうになびかせる一人の竜装騎士ヴアラードラグーンが険しい表情で立っていた。

　中央大陸最強戦術竜りゆう騎き士し──〈ドラゴンスレイヤー〉ヴィナス・クロフォード。

　帯電して異様な輝かがやきを放つ専用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》、雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》を装着し、美しい真紅の長ちよう剣けんを片手に握にぎり締めている。

「──愁しゆう嘆たん場ばを演じている場合か、カミノメ・クロト。ここはヴァントワーヌの国境だぞ。みだりに越えることは許さん！」

　烈れつ火かの迫はく力りよくで宣告するヴィナスを冷たく見み据すえ、虚こ空くうに退たい避ひしていたクロトは異能による重力制せい御ぎよで音もなく着地。

　腕うでに抱いたルティシアは怪け我がこそしていないが、今のショックで気絶している。

「……少し手て荒あらすぎるんじゃないのか、ヴィナス。ルティシアが──」

「弱い女のことなど知るか。お前は学院最高の戦力だ。勝手に敵てき陣じんに乗り込み、勝手に死のうなどと以もつての外。生徒会長として絶対に看過できん」

「──学院を辞やめるよ。それでいいだろう」

「辞めさせん！　わたしにはルシャス様の遺志を継ついで《大侵攻ドラゴンウオーハザード》を防ぐ義務がある。今後はお前の力が必要不可欠だ」

「……俺は──」

「嫌だと言ってもわたしはお前を従えるぞ、カミノメ・クロト……力尽くでもな！　ここで容よう赦しやなく叩たたきのめし、ひれ伏させて、学院に連れて帰ってやる」

「……威い勢せいがいいじゃないか」

（ヴィナスのこの怒いかり──どこまでが建て前で、どこからが本音かは知らないが）

　彼女が今、ルティシアと同様にこの先に進むことを阻はばんでいるのは確固とした事実。

　ならば──

　クロトは深呼吸すると、腕に抱いていたルティシアをクレーターの外に寝ねかせて、背後に控ひかえていたファムに告げた。

「ファム、しばらくルティシアを頼む」

「お兄様……」

「ここを通す気はないようだからな。──白黒つけるさ」

　きっと巡り合わせだろう。校内ランク戦でヴィナス小隊を倒たおし、ルシャスに記き憶おく回復の術を施ほどこしてもらうのが、長い間クロトの目標だった。

（それはもう叶かなわなくなったけど──）

　あらゆる事情を抜ぬきにして、彼女と最後に決着をつけるのは悪くない。

　否、決着をつけたい。

　学院への入学初日、ヴィナスと三秒だけ戦った時の感覚は今でも鮮せん明めいに覚えている。

　恐おそろしく強く、最高に危険で、途と轍てつもなく興奮させてくれた。こんな奴やつは他ほかにいない。

　だから戦う──理由などそれで充じゆう分ぶんだ。

「──ヴィナス、お前が何と言おうと俺はここを通るぞ」

「面おも白しろい」

　ヴィナスは波打つ長い髪かみを搔かき上げて平然と続けた。

「ならばわたしを倒して行け」

「ああ。倒させてもらう」

　するとヴィナスは不意に口角を上げ、真紅の長剣を軽く一度振って呟つぶやいた。

「そう来なくては。……嬉うれしいぞ。これでお前と大義名分のもとに戦える──！」

　やっぱりそうか、とクロトは思う。

　ヴィナスもまた本音は自分と戦いたかっただけ。ヴェーデンドレヒより華南より、自分が倒したいと思っていたのだろう。その気持ちは震ふるえ上がるほど怖こわく、そして喜ばしい。

　クロトは銀ぎん髪ぱつを手で梳すいて微笑ほほえむと、《ザラストラ》を起動した。

　体内の《超空間》から簡易的な装そう甲こう服を呼び出して身に纏まとい、超高度を誇ほこる異能製ブラックダイヤの剣──利便性の高いロングソードに形態変化させた《暗黒剣ダークネス》を構える。

　黒と赤の剣士は互たがいを見据えて、しばらく不敵な微び笑しようを交かわしていたが──

「──来い、転生者！」

　ヴィナスが挑ちよう発はつした直後、クロトはその場に残像を置いて跳ちよう躍やくし、黒こく刃じんで斬きりかかる。

　真紅の刃やいばがそれを迎げい撃げきして、甲かん高だかい衝しよう突とつ音が響いた。

　──そして、常人の目にはほぼ見えない超高速の剣けん戟げきが開始される。
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　策を弄ろうさない正面からの直接戦闘ではヴィナス・クロフォードが敵味方を含ふくめて最も強い。あのヴェーデンドレヒと〈八大竜エンシエント〉ニーズヘッグが同時に攻せめても彼女に撃退された事実がそれを証明している。

　そんな相手と接近戦ができるのは──最高だ。

「──おおおおっ！」

　咆ほう吼こうと共にクロトは跳躍。ヴィナスの肩かた口ぐちから斜ななめに神速の剣を振ふり下ろすと、彼女は身体からだをしなやかにスイングさせながら《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の籠こ手てによる裏うら拳けんで剣の腹を打ち、クロトが体勢を乱したところに狙ねらい澄すました高速の突つきを繰り出した。

「──ふっ！」

　しかも、ほぼ同時の三連撃を射出！

　真空衝しよう撃げき波はを纏まとった打突だから、直線方向には回かい避ひできない。

（やるな──）

　クロトは上体を前に屈かがめて一撃目を躱かわし、直後に首を横に振って二撃目を避け、三撃目は片手で剣を無理やり撥はね上げて、どうにか斜めに逸そらした。──銃じゆう弾だんのように衝撃波が錐きり揉もみしながら後方に飛んでいく。

「今のは小手調べだ」

　ヴィナスは不ふ遜そんに口角を上げると、今度は踏ふみ込みと同時に横よこ薙なぎの斬撃を放った。

　瞬しゆん時じに《暗黒剣ダークネス》を縦に構え、十字に迎撃しながらクロトは目を瞠みはる。

（！　このパワー──）

　ヴィナスが片手で繰くり出した攻こう撃げきで、あろうことか身体が押されて足が宙に浮く。

　それは通常の剣攻撃を超こえた、ほぼエネルギーの塊かたまり──津つ波なみを思わせる斬撃だった。

　下位の竜装騎士ヴアラードラグーンが剣で受け止めたら、剣ごと鎧よろいごと真っ二つにする大出力。強いとはこういうことなのか──まるで天変地異のように剣で受けようが盾たてで防ぼう御ぎよしようが、些さ末まつな事じ項こうは完全無視で奪命破は壊かいする。

「──《ザラストラ》！」

　クロトは異能で咄とつ嗟さに反射強化、肉体活性化をかけてヴィナスの剣を弾はじき返すが、それは彼女の誘さそいにすぎない。ヴィナスは弾かれた勢いを殺さずにその場で回転して、逆側から剣けん舞ぶに似た斬撃を繰り出す──

　ガキィン！

　美しく華か麗れいながらも攻撃は超重量級。何とか剣を撥ね上げたが──レベルが違ちがう。

　ヴィナスはこの世界における騎士剣の高度な体系的技術を習得しているらしい。どんなに体重の乗った斬撃を放っても、全く体勢を崩くずさず、それでいて剣の軌き道どうは変へん幻げん自じ在ざい。

　クロトもループ世界の経験値蓄ちく積せきがあるため剣技に関しては素人しろうとではないが、それでも純じゆん粋すいな技術方面ではヴィナスが圧あつ倒とう的てきに上のようだ。

　──ギィン、ガキィィン！

　瀑ばく布ふのような超ちよう弩ど級きゆう斬撃を連続で放ちながらヴィナスは挑ちよう戦せん的に口角を上げて、

「どうした、異能を使え！　お前の強みはそれだろうっ？」

「言われなくてもそうするさ──」

　今夜倒すべき難敵は多い。ここで消しよう耗もうするわけにはいかない。

　──一撃で決める！

　ヴヴンッ──

　刹那、パラレル攻撃を装よそおった迷めい彩さい残像を地上に置き、本体のクロトは《暗黒剣ダークネス》を構えて高く跳躍。ヴィナスの頭上から猛もう然ぜんと襲しゆう撃げきをかけつつ異能を発動した。

「《ザラストラ》──守型『界』タイプ・ワールド×虚Ⅳヴオイド・クアツド──黄Ⅷイエロー・オクタル！」

　並列実行──

　異能生体電流と身体活性化物質および覚かく醒せいホルモンの分ぶん泌ぴつで肉体を極限強化し、更さらに瞬間的に自分を中心とした総体多面体型の結界領域を展開させて攻撃対象の逃にげ場を阻む。

「……これは？」

　ヴィナスが眉まゆを顰ひそめたのは、迎撃のため振り上げかけた自分の剣速が鈍にぶいからだ。

　この結界領域内はクロトの身体性能は最大限に、ヴィナスのそれはスポイルされるように物理法則を乱してある。つまりはパラメータ歪わい曲きよく空間。結界の内側にいる者は弱体化するが故ゆえに、外には決して逃のがれられない。

「終わりだ──！」

　クロトがヴィナスの肩口に大剣を振り下ろそうとしたまさにその瞬間、異変は起きた。

「──そうかな？」

　ヴィナスが笑えむと同時にカチッと謎なぞの音がして、結界領域の外にもう一人のヴィナスが出現。二人目のヴィナスは赤い刀身の剣を高く振り上げて、気合に満ちた咆吼を放つ。

「……はああああああっ！」

「何！」

　稲妻を纏った凄すさまじい斬撃を奔ほん流りゆうさながら一いつ斉せい放射して、二人目のヴィナスは結界領域を外から粉々に破は砕さいした。

　電でん離りでプラズマの鬼おに火びが飛び交かい、砕くだけた異能片へんがガラスのようにキラキラと舞まう中、真しん紅くの戦術竜騎士が二人並んでクロトに凜りんと視線を向ける。

「──例の分身を出したか……」

　と、クロトも一いつ旦たん背後に跳とんで距きよ離りを確保した。

　改めて観察すると、二人のヴィナスは残像ではなく、紛まぎれもない実体だと分かる。

　しかし未いまだに分からない。

「物理分身……どういう原理なんだ？」

　クロトの質問に、意外にも二人のヴィナスは同時に微笑して長い髪を搔き上げた。

「いいだろう。最後だから教えてやる」

「嬉しいね」

　ヴィナスの一人が腕うで組ぐみして僅わずかに後ろに下がり、もう一人が説明を始める。

「カミノメ・クロト、お前は〈マクロ〉の魔ま法ほうを知っているか？」

「ん……。確か、複数の魔法を一度にまとめて順番に実行する魔法のことだよな？　前にユーリが練習していたのを見たことがある──」

　一種の時間短縮スキルだ。単に魔法をオートマティックで順番に高速実行するだけだから、臨機応変な行動が必要な戦せん闘とうでは使いどころが難しい。

「何であれ、使い方次し第だいさ」

　と、ヴィナスはウェーブのかかった髪に指を絡からめて、唐とう突とつに不思議なことを言う。

「ところで、わたしは自分を召しよう喚かんしている」

「──何？」

　今何と言った？

「この分身はわたし自身だということだ。──召喚魔法で次元を跨またいでも問題ないのは、基本的に無機物だけだが、一部の限られた素質者だけは完全なテレポートの効果を自分や他人にかけられる。例えば覚醒状態のファムやヴェーデンドレヒ。そしてわたしも時間制限付きだが、並行世界パラレルワールドから自分を召喚できるのだ」

「自分を……？」

「この世界はループしすぎて、渦うず巻まき銀河のように広がっているからな──」

　何度やり直しても過去は消えることなく、齧かじったバウムクーヘンに似た形のルートの層が堆たい積せきしており、その中からもう一人の自分を探さぐり当てればいいのだとヴィナスは言う。

「別ルートの自分をサーチして、自分を召喚し、他の全すべての自分と思考を常時シンクロさせながら連れん携けい行動を行う──そこまでをわたしは〈マクロ〉で自動化しているのだよ」

「……」

　ヴィナスの種明かしに、クロトは驚きよう愕がくで言葉が出なかった。

（何て奴だ──）

　ルシャスからこの世界の真の構造を聞いてはいたのだろうが、《ザラストラ》もなしに、そんな人間離ばなれした行こう為いができるのは率そつ直ちよくに凄すごい。

　流石さすがは百年に一人──いや、千年に一人の突とつ然ぜん変へん異い的天才騎士だ。

「──というわけだ、カミノメ・クロト。今からわたしの全力を受けてもらうぞ！」

　カチッと音がした刹せつ那な、ほぼタイムラグなしでヴィナスが十六人に増えた。

　凜り々りしくも、妖よう艶えんに笑うそれぞれのヴィナスたち。

　彼女が放射する戦圧で全身に鳥とり肌はだが立ち、クロトの目の奥で警けい戒かいの閃せん光こうが走る。

（！　来る──今までで最も危険な攻撃が──）

「終わりだ、カミノメ・クロト！」

　──瞬間、超暴力的なクリムゾンの嵐あらしが吹ふき荒あれた。

　帯電した十六人のヴィナスが、ある者は跳躍し、ある者は地上を疾しつ走そうして、超高速でクロトに突とつ撃げきを敢かん行こう。構えた真紅の剣けん尖せんから燃える稲いな妻ずまに似た何かを放射しながら──

　それはヴィナスの身体を流れる高圧力生物電気を雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》の特とく殊しゆ機能で武器を通し、先せん端たんから連続射出するという超出力電流衝撃波。

「──行け、《赤雷の散弾槍ビルスキルニル》！」

　超高熱の真紅の稲妻が、大兵団の投とう擲てきするジャベリンのように大量にクロトへ降る。

　ドラゴンをも瞬時に融ゆう解かいさせる超々灼しやく熱ねつだ。これほどの熱源体はザラストラでも吸収できてせいぜい数百発──数千発のこれを受ければ一瞬で吸収限度を超こえて灰かい燼じんと化す。

（やられる──？）

　──わけにはいかない。ここではまだ！

　そう、ヴィナスを相手に出し惜おしみも異能量の温存も不可能だ。最終戦用に錬れん成せいしておいたあの技術を解放するしかない。

「俺も奥の手を出させてもらうぞ！」

　ヴォン──

　クロトは体内の《超空間》から探索触手プローブを四本呼び出すと、各おの々おのの先端に〈八大竜エンシエント〉ティアマトーの疑ぎ似じ頭部を生成した。

　頭部ティアマトー探索触手プローブを自分の周囲四点に配置して、顎あぎ門との角度と形状を調整。

　──ティアマトーはＴＮＴ火薬二万トン分に匹ひつ敵てきする核かく爆ばく発はつ級の超ドラゴンブレスを放射可能。その超ブレス効果を《ザラストラ》の錬成機構で平面状に形態変化させて撃うつ。

　そして、ティアマトーｎ１が吐はいた平面ブレスをティアマトーｎ２の開口部が吸収し、次のブレスエネルギーに変へん換かんするような四つの頂点からなる永久循じゆん環かん系けいを構築するのだ。

　つまりは頭部ティアマトーを頂点として三さん角かく錐すい型の超ドラゴンブレス障しよう壁へき──爆ばく発はつを爆発で吹き飛ばす効果を持つ、アトミックブレスポリゴンを自分の周りに張り巡めぐらせて、ヴィナスの攻撃を凌しのぐ。

　それは完全防御の正四面体バリア──

　──ズドバババババババッ！

　雨のようにクロトに飛来する《赤雷の散弾槍ビルスキルニル》の超ちよう連れん弾だんも、滅め茶ちや苦く茶ちやに枝分かれする激げき烈れつな電流も、剣けん風ぷう衝しよう撃げき波はも、ソニックブームも根こそぎ消し飛ばして無効化。

　ありとあらゆるヴィナスの攻撃が三角錐状の超ドラゴンブレスで阻はばまれる。

「ば、馬ば鹿かな……！」

　十六人のヴィナスが驚愕で美しい両目を瞠り、クロトはアトミックブレスポリゴンを展開した状態で不敵に笑う。

「《ザラストラ》の前では何者も無力だ──」

「……ちいっ！」

「そしてヴィナス、お前の弱点も見えてきたぞ。完全分身は同期行動に常時かなりの異能エネルギーを消費しているようだな？　思えば入学試験で初めて戦った時も最大は十六人だった……。出せる人数はそれが限度か？」

「……っ！」

　複数のヴィナスが揃そろって唇くちびるを嚙かんだ。

「限界が分かってしまえば後は簡単だ──《アドラスティア》」

　クロトはパスワードを唱え、体内から更に百本の攻撃用探索触手プローブを呼び出す。

　触しよく手しゆの内訳は、十基にティアマトーの頭部。そして残りの九十基には〈猛もう竜りゆう〉の頭部を先端に生成した。

　ノードから子ドラゴンヘッドを生成させてもいるので、全方向にブレスを撃てる。

　緩かん慢まんに空中に上じよう昇しようしながら攻こう撃げき態勢に入るクロトを見て、ヴィナスも青ざめる。

「化け物か……カミノメ・クロト！」

「行け、ドラゴンたち──オールレンジ襲撃を開始せよ」

　もうここで異能エネルギー総量がゼロになっても構わない。急増サージさせた戦闘思念をクロトが送電すると、竜りゆう頭ずを持つ百本の攻撃用触手が唸うなりを上げて十六人のヴィナスに襲おそいかかった。




　　　　◇　◇　◇




　それから一時間が経過──

　ヴィナスは長ちよう剣けんを杖つえにして何とか立っていたが、既すでに満まん身しん創そう痍いだった。長い髪かみは乱れて焦こげ、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は亀き裂れつだらけで機能停止寸前。新しい分身を出す余力もない。

　胸に浮うかぶ想念はただ一つ──

（数の力の前に勝てる者はない……そういうことなのか）

　悲しいが、それは残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな揺ゆるぎない現実だった。

　最初はヴィナスも分身を駆く使しして健けん闘とうした。

　だが、クロトの繰くり出した攻撃用触手の数はあまりにも多すぎた。

　雑魚ざこ触手は倒たおしてもすぐに再生するので、本体のクロトを倒す必要があるが、その本体は全攻撃を消し飛ばす絶対防ぼう御ぎよを展開しており、更さらに高確率でヴィナスの攻撃を躱かわす。

　加えて、百本の攻撃用触手は自由な軌き道どうを描えがき、縦じゆう横おう無む尽じんの全方位アタックを絶えずヴィナスに放ち続けるのだから手に負えない。

　無敵の魔ま神じん、最強異能士、カミノメ・クロトのオールレンジドラゴン襲しゆう撃げき──

　まさしく百の首を持つヒュドラの攻撃さながらで、それを出した後はほぼ一方的かつ、徹てつ底てい的てきな展開となった。

　やがて十六人のヴィナスは、隙すきをつかれて絡め取られ、顎門に挟はさまれてドラゴンブレスを連射され、零ゼロ距きよ離りからの超ドラゴンブレスの直撃で、一人ずつ戦闘不能に陥おちいっていく。

　ヴィナスの分身は致ち命めい的てきダメージを負うと、召喚元の世界に強制転送される仕組みだ。

　一人、また一人と分身は消失し、やがて最後の一人であるネイティブヴィナスが満身創痍の状態で残されたのだった。

　空中にフロートするヒュドラ状態のクロトが、ヴィナスを見下ろして宣告する。

「勝負はついた。降こう伏ふくしろ、ヴィナス」

「……」

　地上のヴィナスは自じ嘲ちよう的に俯うつむいて思考した。

（確かに……わたしの負けか）

　上には上がいるとはよく言うが、終わってみれば圧あつ倒とう的てきだったとヴィナスは思う。

　カミノメ・クロト、奴やつがこれほど強いとは──

　一見すると線の細い優やさ男おとこだが、本気を出すと人知を超こえた戦闘能力を発揮する彼は、間ま違ちがいなく今この世で最も強い存在だろう。

（まあいいさ。これほどの男が相手なら、軍門に降るのも悪くない──）

　と、ヴィナスが心地ここちいい敗北感の中で、ヒュドラクロトに降伏しようと片手を上げかけた時、不意に意外な者の声が響ひびく。

「──まだだ！」

「え？」

「諦あきらめるな、ヴィナス！」

　顔を向ければ、気絶したルティシアと彼女を見守るファムの横に、入院中だったはずのユーリが立っていた。

　たった今到とう着ちやくしたばかりらしく、ユーリは肩かたを激しく上下させている。

　唐とう突とつすぎる出現にヴィナスは驚おどろいたが、それ以上に驚いたのはユーリの服装だった。

　ユーリは──学院の女子の制服を着ていた。

　ヴィナスは思わず茫ぼう然ぜんとして訊きく。

「ユーリ……お前、なぜ？」

「寮りように戻もどったら誰だれもいなくてさ。学院を捜さがし回ってたら、ルティシアがアナトダスク方向に飛んでいくのを見たって人がいた。だから魔法で身体強化して走ってきたんだ」

「いや……わたしが訊いているのはそんなことではなく」

　ユーリは家の事情──〈ナーガ〉に乗って戦う騎き乗じよう竜りゆう騎き士しには男性しかなれないという慣習のため、クヴァル公国のネイズヴェス家でずっと男として育てられてきたと聞いている。そう簡単に男装は解けるものではなかったはずだ。

　ユーリは短いスカートを風に揺らし、金色に輝かがやく髪をしなやかに直して苦く笑しようする。

「ふっ、そんなに驚くようなことかい？　何かを得るために何かを捨てろと忠告したのはヴィナス、当の君じゃないか」

（む……。確かに入院中、病室でそんな説教をしたことはしたが──）

　当とう惑わくするヴィナスに、今や見違えるほど女の子らしくなったユーリは真しん摯しな瞳ひとみで、

「ボクはね……考えた末に決めたんだ。ネイズヴェス家のことも、クヴァルの騎乗竜騎士になることも諦める。そして、女として強くなると」

「どういうことだ？」

「今のままだと、どうしてもこれ以上は強くなれないからね……。ボクにはもっと成長する必要がある。壊かい滅めつ状態の学院と皆みんなを守ってあげたいし、自分の復ふく讐しゆうだって果たしたい。だから今後は女性だけが装備できる武具《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとい、竜装騎士ヴアラードラグーンとしての強さを追求していく。ヴィナス──いつかお前に勝つために」

　悩なやんだ末に吹っ切れたのだろう。毅き然ぜんと言い放ったユーリの顔には一いつ片ぺんの迷いも見当たらなかった。

　そしてユーリはほぼ叫さけぶようにヴィナスへと声を張り上げる。

「だから……勝て！　諦めるな！　ボクが目標としているヴィナスは、ここで簡単に降参するような女じゃないぞ！」

「──っ！」

「不敵で、不ふ遜そんで、この世で一番強い！　ボクはそんなお前を、同じ竜装騎士ヴアラードラグーンとして倒したいんだから！」

　その激げき励れいはヴィナスの心を衝しよう撃げき的なほど強く揺さぶった。

（ユーリ……そこまで、わたしのことを──）

　ヴィナスは瞑めい目もくして口こう端たんを上げる。

　ならば──敗北を認めるわけにはいかない。

　分身が元の世界に送そう還かんされる直前、この世に隠かくし残したイースターエッグ──微び量りようの異能エネルギーを辺りから満まん遍べんなく吸い上げつつ、ヴィナスは最後の攻撃の準備をする。

　そしてその間、ヒュドラクロトとユーリは意外にも自然体で言葉を交かわしていた。

「……あのねクロト、一応言っておくけど、ボクは君に負けてほしいわけじゃないんだよ。ただ、ヴィナスに最後まで本気を出してほしいだけ。そこは誤解しないでね」

　クロトは微笑ほほえんで答える。

「分かってるさ──」

「ん……。クロトならそう言ってくれると思ってた。君は、人の気持ちが分かる男の子だからな」

「俺？　いや、別に普ふ通つうだと思うけど……」

「そういうところさ。君は本当の意味で聡そう明めいな人だよ。だから色んな人に好かれる。ボクが女の子だと知ってからも、ずっと同じように接してくれたし──そのさりげない優しさ、ボクはとても嬉うれしかったんだよ」

　そうなのか、と少し照れたように呟つぶやくクロトに、ユーリはくすっと笑って告げる。

「ありがとね」

「どういたしまして……と言っておくよ」

　クロトとユーリがそんな話をしている間に、ヴィナスの攻撃準備も整った。

「──カミノメ・クロト……」

　ヴィナスが発した戦圧を機き敏びんに感じ取ったクロトが、こちらに顔を向ける。

　彼は表情を引き締しめ、百本の攻撃用触手を体内の《超ちよう空間》に全すべて収納すると、緩ゆるやかに地上へと降りてきた。

「──あれを使う気だな、ヴィナス」

「そうだ。これで終わりにする」

　ヴィナスは空に高く右手を掲かかげて最後の武器を召しよう喚かんした。

　転移空間を通過して高速で降ってきた恐おそろしく細く長い砲ほうを摑つかみ、両手でハルバードを振ふり回すようにクロトに向ける。

　──キィンキィンキィンキィンッ……。

　異様な音と、赤い稲いな妻ずまを絶えず放出する、異次元的悪夢を体現するような殺さつ戮りく武器。

　ヴィナス専用──対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー。

「……クロト、お前はルティシアの助力がなければブラッドプレーンの封ふう印いんを解けまい！　わたしの武器に対たい抗こうはできないということだ……！」

　ヴィナスの言葉にクロトは一いつ瞬しゆん険しい顔で黙もつ考こうしたが、

「──いや、そうとは限らないさ」

　冷静にそう言うと、クロトは右手を持ち上げる。その掲げた掌てのひらから巨きよ大だいな砲が音もなく突つき出てきたので、ヴィナスは心底驚きよう愕がくして呻うめいた。

「な、何だと……!?」

　クロトは完全に外に出た長大な砲を振り回すように構え、ヴィナスに向けて告げる。

「攻型『竜装』タイプ・ヴアラー×黒Ⅹブラツク・デイカプル──《対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー》レプリカ」

「複製の生成か……！」

「レプリカだから出力は相当劣おとるが、《ザラストラ》で強化をかけた。お前の武器とどちらが上かは俺にも分からない」

「……ならば──わたしに試ためすがいい！」

「当然だ……」

　ギュインギュインギュインギュインッ……！

　二人の殲せん滅めつ砲ほうのコアが共鳴して異様な音を周囲に反はん響きようさせる。もう誰も──武器使用者でさえもそれは止められない。

　クロトが発射態勢に入ると、靴くつの踵かかとから異様に鋭するどい突とつ起き物が飛び出して地面に突き刺ささり、三次元的にｘｚ軸じくの座標を固定。反動軽減の可動クッションを作った。

　ヴィナスは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に内蔵された僅わずかな他ほかの武器をパージして排はい出しゆつ。限界まで軽量化して全種類のエネルギーを砲に回す。洩もれた力は枝分かれする赤せき雷らいとなって散乱する。

　これが事実上の頂上決戦であり、最強異能士と最強戦術竜りゆう騎き士しの最終対決──

「エネルギー加圧……」

「セーフティ解除、対ショック」

「──照準セット！」

　刹せつ那な、ヴィナスの視界の先でクロトが微び笑しようしたように見えたが、定さだかではない。




「「──行けぇぇぇぇっ!!」」




　二人の殲滅砲から光の奔ほん流りゆうが同時に発射されて、夜は目が眩くらむような純白に染まった。




　　　　◆　◆　◆




　──ヴィナス・クロフォードは生前の賢けん者じやルシャスから、王弟派預言師ヴェーデンドレヒの脅きよう威いについて度たび々たび聞かされていた。

　彼が最強生物ドラゴンを使し役えきして最強の軍隊を構築しようと企くわだてていると。

　半生体である《竜装ヴアラー》から抽ちゆう出しゆつした細さい胞ぼうを培ばい養ようして特異な卵を構築し、そこから孵ふ化かしたスポイラーと呼ばれる寄生体を植え付けることでドラゴンの脳を操作する──

　それがヴェーデンドレヒがドラゴンを操あやつる仕組みの基き礎そ概がい念ねんだったが、最初から成功したわけではなく、数々の実験と失敗があった。

　そして──

　クヴァル連合公国において騎乗竜騎士の名門として誉ほまれ高いネイズヴェス家が世話を任されていた〈ナーガ〉──《サンダードラゴン》もまたその犠ぎ牲せいになったのだった。

　ヴェーデンドレヒが極ごく秘ひ裏りに植え付けたプロトタイプの寄生細胞の影えい響きようで《サンダードラゴン》は日々少しずつ理性を蝕むしばまれていた。

　このままではいつか人間に危害を及およぼすだろう。そう危き惧ぐした《サンダードラゴン》は遠えん隔かく地ちのルシャスに精せい霊れい素そを通じて、ある依い頼らいをする。

　理性を失う前に殺してほしいと──

　ルシャスの命を受けたヴィナスは単身クヴァルへ赴おもむき、痛みを感じる暇ひまもない神速の一撃で《サンダードラゴン》を瞬間絶命させたのだった。




「……なぜだ。どうして正直にそう教えてくれなかった？」

　初めて語られた真実に衝撃を受けたユーリが、呻くように呟く。

　ヴィナスは力なく微笑んで答えた。

「理由がどうあれ……命を奪うばったことに変わりはない。お前に憎にくまれるのは当然だし、甘んじて受けようと思っていた」

「ヴィナス──」

「わたしへの復讐心で、お前がもっと強くなってくれれば……という打算もあったがな。ネイズヴェスは上位騎士の名門だ。いつか訪おとずれるとルシャス様が予言した《大侵攻ドラゴンウオーハザード》に備えるためにも、強い戦士は一人だって……多い方がいい──」

「も、もう喋しやべるな！　傷にさわる」

　倒たおれたヴィナスに身を乗り出してユーリが言う。

　激しい戦せん闘とうの結果、辺りの地形は完全に様変わりしていた。

　植物が生おい茂しげる山道だったはずが、今や滅め茶ちや苦く茶ちやに稜りよう線せんが抉えぐれた不毛の岩山──

　積み重なった岩の中でも特に巨大な平たい石にヴィナスは背中を預けて瞑目し、ほぼ仰あお向むけに眠ねむるような状態で、先さき程ほどからユーリに過去の事情を告白していたのだった。

　その背後で、息を詰つめたクロトとルティシアとファムが二人の様子を見守っている。

　ヴィナスはもうこの先へは進めない。今はユーリと彼女を二人きりで話させてやるのが最優先だ──

（──危なかった）

　装そう甲こう服を消した状態のクロトは、深呼吸して目にかかった銀ぎん髪ぱつを搔かき上げる。

　先程、正面からお互たがいの最強砲撃をぶつけ合い、大半のエネルギーは対つい消しよう滅めつした。

　僅かに残存した余波がヴィナスを直撃してこの結果となったが、クロトの砲撃があと少し強ければヴィナスは塵ちりも残さず消滅、あと少し弱ければクロトが致ち命めい傷しようを負っていた。

　吹ふき飛ばされたヴィナスはぼろぼろになりつつも満足げに笑い、そして──

「最高に楽しかったぞ、カミノメ・クロト……！」

　そう言って、顔を寄せてくれるように頼たのみ、ある特別なものをクロトに与あたえてくれたのだった。

　それは新たな力と領域をクロトの胸の裡うちに形成した。

　ヴェーデンドレヒや華南との対決の前に大半のエネルギーを消費してしまったが、これがあるなら、もう少しだけやれるだろう──




　やがてヴィナスは心配そうに自分を覗のぞき込むユーリに、絞しぼり出すような声で告げる。

「ユーリ……。一つ頼みがある」

「何だ。何でも言ってくれ」

「わたしの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使ってほしい」

「……っ！」

「もともとお前と縁えんのある《サンダードラゴン》だからな。必ず使いこなせる」

「──あ、ああ……分かった！」

　ユーリも、ヴィナスがここでリタイアすることは分かっているらしく、躊躇ためらわない。

　小刻みに何度も頷うなずくユーリに、淡あわく微笑してヴィナスは続ける。

「ユーリ──わたしの代わりに、クロトを助けて共に戦ってくれ。諸悪の根源、ゼラ・ヴェーデンドレヒを倒すのだ」

　悔くやしげにヴィナスは眉まゆを寄せて続ける。

「あいつは……奴やつは、わたしの愛する学院と生徒を滅茶苦茶にした……。正直、今も憎くて堪たまらん。できればこの手で引導を渡わたしてやりたいが、流石さすがにもう……動けない。後のことは頼む」

「ああ……任せて！」

　ユーリは涙なみだ目めで力強く頷いた。

「我らは誇ほこり高き竜装学院の一員。力を奴らに見せるのだ」

「……任せて！」

「うん──」

　不意にヴィナスはあどけない少女のように口元を綻ほころばせると、でもあまり気負いすぎるなよ、と肩かたの力を抜ぬかせる言葉を皆みなにかけて両瞼まぶたをゆっくり閉じる。

「わたしは少し眠る。構わず進め、ユーリ。そして……カミノメ・クロト」

「──っ！」

　そして夜空から、はっとするほど純度の高い静せい寂じやくが落ちてきた。

　何もかもが夜よ闇やみの中に吸い込まれてしまうのか、ユーリも含ふくめて皆が無言。惰だ弱じやくな悲鳴など今この場には必要ないからだ。

　そう、戦いはまだ終わっていない。

　群ぐん青じよう色いろの影かげに染め抜かれた岩石の狭はざ間まで、クロト、ルティシア、ユーリ、ファムの四人は背筋を伸のばし、ある者はヴィナスに敬意を払はらい、ある者は次の戦いへの決意を固めた。








第五章　異世界無む双そう









　ダーナ王国北西──岩石のひしめく荒こう涼りようとした丘きゆう陵りように、巨大な城じよう塞さいが築かれている。

　遥はるか南東に王都スーヴェラン、西に貿易都市リントパクを望む、天然の要害にして王弟派の根城でもある王国最大の軍事拠きよ点てん──アナトダスク要よう塞さいだ。

　その高い城じよう壁へきの頂上にある、最も眺ちよう望ぼうのいい場所に、複数の人ひと影かげがあった。

　先頭にいるのは、豪ごう奢しやなプレートアーマーで首から下を覆おおった三十代前半の男──

　ダーナ王国王おう弟ていリチャード。

　若い頃ころから武人として知られ、忠臣として王家に仕えてきたが、預言師ヴェーデンドレヒの預言に導かれて王位の簒さん奪だつを決意。その後クーデターを起こして、目下女王派と激しい戦いを繰くり広げている王弟派の最高指導者である。

　リチャードはゆっくりと数歩前に出ると、遥か城壁の下を満足げに眺ながめた。

「ふふ──」

　今は深夜。城壁の各所に取り付けられた大量の松明たいまつが、眼下にずらりと並んだ上級騎き士し団、魔ま法ほう士し団、傭よう兵へい団、王弟派宮きゆう廷てい魔ま導どう騎士団たちの鎧よろいを赤々と照らし出している。

　その数、実に総勢三万五千人──

　各地の要所に最低限の部下だけを残して集結させた、王弟派の最さい精せい鋭えい戦力だ。

　戦争において人数とは最も分かりやすい武力の指標。そしてここに集められた精鋭は、一人が一いつ般ぱん騎士の十人分に相当する戦闘能力を持つ。

　リチャードは引き締しまった顎あごを軽く撫なでて、

「この軍勢──邪じや悪あくの魔ま神じんカミノメ・クロトも恐おそるるに足らずだな」

　と、満足そうに呟つぶやいて振ふり返る。

　総勢三万五千の軍隊だけではない。自じ陣じんには他ほかにも並外れた強さを誇る異能者たちがいる──

　リチャードの視線の先には、最も信しん頼らいする二名の部下がいた。

　手前にいるのは、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうで身を固めた昔からの直属部下、〈暗黒騎士ダークナイト〉剛ごう剣けんのグリスウォルド。

　内乱で分ぶん裂れつした宮廷魔導騎士団の、王弟派勢力を束ねる指揮官であり、筆頭騎士だ。膂りよ力りよくに優すぐれる剛剣の遣つかい手で、判断力にも長たけている。

　そのグリスウォルドから少し距きよ離りを置いた場所にいるのは、リチャードを今の状じよう況きように導いた預言師ヴェーデンドレヒ──

　言わずもがなの腹心だ。

　彼の導きがあったが故ゆえにリチャードは今の地位を築くことができた。将来的にはダーナの王座につくと預言され、そのための戦力を実際に集めてくれるので重用している。

　ヴェーデンドレヒの背後には、謎なぞめいた影のように彼直ちよつ轄かつの部下が佇たたずんでいる。

　ボラゾ、フューシア、マスカリン──通つう称しよう、ヴェーデン３ドライと呼ばれる異形の魔法士衆。

　更さらにその横には、最近自軍に加わった二人の美少女の姿があった。

　一人は神秘的な黒くろ髪かみが美しい異世界人、蒼そう月げつ華か南なん。炎えん剣けんを操あやつる異能剣士だが、今夜はどこか表情が冴さえず、僅わずかに身体からだも震ふるえている。

　もう一人はシャロン・アデルトという、ギラギラ光る異様な目をした竜装騎士ヴアラードラグーンだ。

　ヴェーデンドレヒによれば薬物と催さい眠みん暗示を与えたばかりとのことで、かなり情じよう緒ちよ不安定に見える。

　話ではシャロンは全部下の中で一、二を争う強さだということだが──

（どのみち我らの軍勢は三万五千。出番があるかは怪あやしいな）

　リチャードは僅かに口角を上げると、右みぎ腕うでの預言師に顔を向けた。

「しかし、本当に奴は来るのか？」

「──来ます、必ずや」

　長いナイトローブに身を包んだヴェーデンドレヒが確信的に答える。

　全ぜん幅ぷくの信頼を寄せる預言師の言葉に、そうか、とリチャードは短く頷いた。別に彼を疑ったわけではなく、単に確かく認にんしただけ。

「ならば、確実に仕留めてくれよう──カミノメ・クロト！」

　──伝説の異能《ザラストラ》を継けい承しようした邪悪な転生者、カミノメ・クロトがこの城塞アナトダスクに攻せめ込んでくると聞かされたのは日が暮れる直前のことだ。

　神から預言を受けた時に特有の超ちよう然ぜんとした表情で、ヴェーデンドレヒは自軍の最精鋭を即そつ刻こく集結させて迎げい撃げきするようにとリチャードに進言したのである。

　とはいえ──

「カミノメ・クロト……噂うわさでは化け物じみた奴らしいが、なぜここに？」

　リチャードの問いに、物もの憂うげに首を振ってヴェーデンドレヒは答えたものだった。

「それは分かりません。だが私には未来が視みえる。この未来は確実です」

「確実」

「そう、いつものように」

　ヴェーデンドレヒ曰いわく──

　夜が更ふけ、皆が寝ね静しずまるのを見計らってカミノメ・クロトが乗り込んでくる。理由は不明ながら、この未来は絶対に揺ゆらがない確定事じ項こうなのだという。

「カミノメ・クロトは悪あく魔まの申し子。人間である我々に悪魔の理り屈くつなど分かるはずがありましょうか？」

　ヴェーデンドレヒの言葉にリチャードは深々と頷いて、

「ああ、確かにその通りだ」

　リチャードもダーナ国民だけに《ザラストラ》の伝説は知っている。

　遥か昔、その異能の遣い手が忽こつ然ぜんと大陸に現れて多くの災わざわいを為なしたらしい。

　伝承は諸説あって定さだかではないが、いずれも人間離ばなれしたものばかりだ。

　例えばそれは殺さつ戮りくを司つかさどる異能の魔神であり、炎剣を振るう殺人騎士であり、かと思えば時空を弄もてあそぶ無む慈じ悲ひな美神でもあり、奸かん智ちと策さく謀ぼうに長たけた自殺煽せん動どう者でもあるという。

　真の正体は不明だが、危険な者であることは間ま違ちがいない。全軍で迎撃すべきだと言うのなら迎撃すべきだろう──

　リチャードにとって預言師ヴェーデンドレヒは未来を見通す絶対的なメンターであり、疑いなど一いつ片ぺんも抱いだかなかった。

　そして各地に馬を走らせて三万五千の精鋭兵団を集結させ、今こうしてカミノメ・クロトの襲しゆう来らいを待ち受けている。

（さあ──早く来い、カミノメ・クロト！）

　面識はないが、早く討うち取りたくて堪らなかった。

　リチャードにとってカミノメ・クロトは趣しゆ味みの狩しゆ猟りようで仕留める獲え物ものと同じだ。鳥や兎うさぎに恨うらみはないが、仕留めれば毛皮と肉を奪うばえるし、狩かるまでの行程を楽しめる。

　そう──悪魔の化け身しんであるカミノメ・クロトの首を獲かく得とくすれば、王弟派の持つ高い軍事力は周辺に知れ渡る。

　それは有力諸しよ侯こうの寝ね返がえりをはじめとした勢力の拡大に繫つながるだろうし、結果的に女王派打だ倒とうの日も近づくだろう。まさに良いこと尽ずくめだ。

　と、不意にフューシアが額に生えた角に似た突とつ起き物を垂直に立てて鋭するどい声を出す。

「──来ました！」

　フューシアには普ふ通つうの人間より鋭えい敏びんな気配察知のセンスがある。ようやく来たかとリチャードはほくそ笑えみながら訊たずねた。

「どこから来た？」

　──と言っても、目立たぬ場所の外壁をよじ登ってくる他あるまい。アナトダスクは難なん攻こう不ふ落らく。今までどんな攻こう城じよう兵器を使われても一度も陥かん落らくしていないのだから。

　だからこそリチャードは、フューシアが続けた言葉を聞いて耳を疑ったのだった。

「正面です！」

「……何？」

「敵は全部で四名！　正面からまっすぐ向かってきます！」

　リチャードは一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　今は真夜中。城塞の各所に大量の松明が設置され、戦せん闘とう準備が完備されているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんのはず。──余よ程ほどアナトダスクの兵力が少ないと侮あなどっているのか？

　その思考はリチャードの神経を逆さか撫なでした。

　常人離ばなれした最強の部下たちに向き直ると、リチャードは勇ゆう壮そうに片手を上げて告げる。

「──一いつ片ぺんの容よう赦しやもするな。全軍を率いてその四人を完かん膚ぷなきまでに潰つぶせ！」




　　　　◆　◆　◆




「む……。何だか騒さわがしくなってきたな」

　クロトの隣となりを歩くルティシアが、前方を見み据すえて緊きん張ちように頰ほおを強こわ張ばらせた。

「そろそろ見つかる頃だとは思ってたけどね。どうするクロト、このまま進むのかい？」

　ユーリにそう訊きかれたクロトは一瞬どうしようかと思うが、ファムが先んじて答える。

「当然直進するのです！　お兄様にとってはどんな敵だって蟻ありんこみたいなもの。ユーリは歩く時、わざわざ蟻んこを踏ふまないように気を遣つかって歩くのですか？」

「お、おいファム……」

　笑えない冗じよう談だんだと思ってクロトは苦く笑しようするが、ファムは目をキラキラさせて続ける。

「お兄様にとっての無双とはそういう意味なのです。歩くだけでいい！　蟻んこは逃にげ惑まどうのみ！　だって、わざわざ虫けらと戦うこと自体が人として恥はずかしいでしょう？」

「よしなよ、そういうこと言うのは……」

　クロトは思わず半眼で窘たしなめる。

「俺はただ、華南とシャロンを助けに行くだけ。──真正面から」

　当然だろう。こそこそする必要は一いつ切さいない。華南を邪悪な道に誘さそい、シャロンを拉ら致ちしたのは向こうであって、正しいのは圧あつ倒とう的てきにこちらなのだから──

　現在、クロト、ルティシア、ユーリ、ファムの四人は王弟派の本ほん拠きよ地ち、城塞アナトダスク間近の細い道を足早に歩いている。

　クロトとファムは制服姿。ルティシアは〈スカラバード・レーヴァ〉を装着し、ユーリは雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》を纏まとっていた。

　左右は一面藍あい色いろに染まった岩山。馬車一台通るのも困難な、足場の悪い曲がりくねった道の先には巨きよ大だいな吊つり橋があり、橋の奥にいかにも堅けん固ごな城門が見える。

　無論、城門は簡単には開かず、それ以前に吊り橋が引き上げられるのだろう。

　──が、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のスラスターで飛行可能なルティシアとユーリがいるのだから、最終的には関係ない。

　こちらに竜装騎士ヴアラードラグーンがいるのは一目瞭然だけに、敵はあえて橋をそのままにしておくかもしれないな、などと考えながらクロトたちが吊り橋に向かっていた時──

　ヒュンッ。

　不意に城じよう壁へきから弧こを描えがいて矢が放たれた。

「きゃっ……！」

　ルティシアが小さな悲鳴を上げた横で、クロトは微び笑しようと共に矢の軌き道どうを見定める。

「大だい丈じよう夫ぶさ。狙ねらいは外れてる」

　言葉通り、最初の矢は見当違いの場所に飛んでいき、ルティシアは安あん堵どの息を吐はく。

　が、それを契けい機きに十本、二十本、三十本──続けざまに数え切れないほど大量の矢が一いつ斉せいに発射されて、瞬またたく間に夜空を黒く塗ぬり潰す矢の雨がクロトたちに迫せまってきた。

「これは──流石さすがにまずいか」

　クロトが《ザラストラ》の武器庫サイロから何かの異能を取り出そうとすると、意外にもルティシアが突とつ然ぜん前に出た。

「んっ！　ならばクロト、ここはわたしに任せろ」

「ルティシア？」

「……足手まといにはならん。さっきはいきなりだから驚おどろいただけ。断じて怖こわかったわけではない！」

　そしてルティシアは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の出力を上げると、夜空に高く両手を掲かかげた。

「攻型『焰』タイプ・フレイム×赤Ⅲレツド・トリプル──《ドラゴンブレス》！」

　グオオォンッ！

　竜りゆうの顎あぎ門とのような形で合わせた両の掌てのひらから、赤熱の奔ほん流りゆうを夜空に斉射した。

　ルティシアの〈スカラバード・レーヴァ〉の疑ぎ似じブレス攻こう撃げき──

　ランク戦では相手が少人数だから円えん筒とう形に収束させて撃うつことが多いが、末広がりの円えん錐すい形に広こう範はん囲い放射することも可能だ。

　矢の大半が瞬時に燃え尽つき、クロトたちに届く前に矢や尻じりだけが地上に落下する。

　敵の矢を見事に処理したルティシアは、手て応ごたえありとばかりに拳こぶしを握にぎった。

「……どうだっ！」

「ありがとな。おかげで助かったよ」

「う、うむ！」

　クロトが礼を言った直後、ルティシアは仄ほのかに頰を赤らめて、よかった、と呟つぶやいた。

「……せっかく一いつ緒しよについていくことを君に許してもらえたのだ。わたしは君と違って、最強とは程遠い女だが、それでもできることはしたい。少しでも役に立ちたいからな」

「ルティシア……」

「もう君を止めたりはしないぞ。だが代わりに全力で応おう援えんさせてもらう！　だって……だって君はわたしの大事な──」

　と、ルティシアが赤い顔で口ごもっていた時、横でユーリがさらりと言う。

「ルティシア、発情しすぎ」

「す、すまん！」

「とはいえ──ボクもルティシアと心は同じさ。クロトを全力でサポートする……。手始めに、まずは城門に配備された弓兵を処理しよう」

「どうやって……？　敵は相当な数だぞ」

「皆みなさん、まあ見てて」

　興きよう味み津しん々しんという風にクロトたちが見守る前で、ユーリは手早く魔法詠えい唱しようした。

「《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》」

　周辺の水の精せい霊れい素そを呼び集め、支配して、現象化。

　そしてユーリの手中にアクアブルーの魔法水すい圧あつ刃じんが形成された。

「《蒼あおノ剣けん》──行け！」

　ユーリは水の魔力剣を城壁めがけて思いきり投げた。

　ブーメランのように高速回転する《蒼ノ剣》は上じよう昇しよう飛行しながら、空中の水分を吸収して膨ぼう張ちようしていくが──

「ユーリ、的が外れたようだぞ？」

　ルティシアが目を瞬きながら指し摘てきする。というのも当然で、ユーリが回転を加えて投げた《蒼ノ剣》は膨張しながら城壁の遥はるか上空に向かっているのだった。

「いいのさ」

　不意にユーリはウインクすると気き障ざに指を鳴らす。

　瞬間、《蒼ノ剣》は更さらに薄うすく形態変化して、城壁の上空で広範囲にわたる渦うず状じようの水みず溜たまりになった。

　夜空に広がる水溜まりが回転しながら、城壁に陣じん取どる弓兵たちに細かな雨を降らす。

　スプリンクラーのように。

「な、何だっ？　雨……？」

「……敵の攪かく乱らん戦術か？」

　困こん惑わくする弓兵たちを悠ゆう然ぜんと眺ながめやり、ユーリは自前の長ちよう剣けんを抜ぬき放つと──

「雷戦殻《サンダードラゴン》──雷迅剣サンダーソード！」

　刹せつ那な、弾はじける眩まばゆい閃せん光こう。装備者の生物電気を増ぞう幅ふくし、武器を通して撃ち出す《サンダードラゴン》の固有機能で、ユーリの長剣の先から幾いく筋すじもの細い電流が発射された。

　それはパリパリと火花を散らしながら、矢よりも速く城壁に向かい──

「──うおおおっ？」

「ぐあああ──っ！」

　雨水に濡ぬれて電気が流れやすくなった城壁の弓兵を一挙に感電させて、気絶させる。

「ふっ。──体内に発電板を持つヴィナスには劣おとるけど、ボクの生体電気もなかなかのものでしょ？」

　ヴィナスはそんな体質だったのかと思いながらクロトは頷うなずいて、

「ああ、助かったよ、ユーリ」

「ん……。さあ、行こう」

　嬉うれしそうに頰を上気させるユーリに先導されて、クロトたちは吊り橋に向かう。

　敵兵は橋を引き上げられなかった。城壁上空で降りしきる魔法雨──新たな兵が現れて濡れるたびにユーリが電流を浴びせて、彼らを戦闘不能にするからだ。

　味方の頭上には電気を通さない超ちよう純水の傘かさを張り巡めぐらせている辺り、何事にもそつがないユーリらしい。

　そしてクロトたちは城門に辿たどり着き──

「──せいっ！」

　ユーリは《サンダードラゴン》の腕わん部ぶに備わった射出器官から大出力ブレスを撃ち出して、城門の扉とびらを爆ばく破は。特大の破城槌ついを貫かん通つうさせたような穴を開けた。

　度ど肝ぎもを抜かれて慄おののく敵兵団の様子を見ながら、クロトたちは城じよう塞さい内に真正面から堂々と足を踏み入れる。

「敵、多いな……。このまま呆あつ気けに取られていてくれればいいんだが──」

　クロトの呟きに、ユーリが若じやつ干かん緊張した顔でかぶりを振ふり、

「そうはいかないだろうね」

「だよな」

　高い石いし壁かべに囲まれた広大な空間には数千人の兵がひしめいていた。奥にはアーチ状の巨大な門があり、ここは差し詰ずめ第一次防衛ラインというところだろう。

　クロトは辺りに素す早ばやく視線を走らせるとファムに顔を向けて、

「ファム、奴やつの場所が分かるか？」

「……あそこです」

　ファムが指差した方向には、城塞内でも一ひと際きわ高く聳そびえる太い円筒状の塔とうがあった。

　壁へき面めんには豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされているが、造りは相当堅けん牢ろうに見える。

「塔の頂上に預言師の気配があります。きっと華南さんもそこに……」

「分かった。目指すはあの塔だ」

　と、やがて我に返った敵兵団が警けい戒かいしつつも、じりじりと包ほう囲い網もうを形成し始めていた。

　前衛に騎き士し団、彼らの後方には魔法士団が控ひかえている。

　魔法士にはかなり高位の遣つかい手もいるらしく、ユーリが作った上空の水溜まりは瞬く間にディスペルで中和されてしまった。

　感電の可能性が消え、重厚な甲かつ冑ちゆうで身を固めた騎士たちは俄が然ぜん戦意を取り戻もどす。

「まあいいけどね──」

　頰ほおに僅わずかな汗あせを浮うかべたユーリが新たなブレスを《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の腕部から放出しようとするが、クロトは制服の襟えり元もとを直して一歩前に出た。

「いいよ、ユーリ。ここからは俺がやる」

「え？　ボクはまだまだ行けるけど──」

　クロトは逸はやるユーリを押し留とどめてかぶりを振った。

「いいんだ。殺したくない」

　──クロトの本音だった。

　敵がこちらに容よう赦しやしないのは明白だし、ファムは敵のことを虫けらだと言った。殺さなければ殺されるのは、この異世界における絶対的真実なのだろう。

　だが、彼らだって生きていることには変わりない。

　たとえ敵が虫けらでも──否いな、虫だからこそ、不ふ可か抗こう力りよくの場合は別として、本気で潰つぶすのは可哀かわい想そうだと思った。

　この世に無む双そうの強さが存在するとしたら、そういった弱者への気き遣づかい以外に意味するものはなく──

　それがクロトの中での強さの概がい念ねんだ。

　真の強者とは強さに固こ執しつしない──というより、そんなどうでもいいことは考えもしないだろう。強さに魅み力りよくに感じ、そこに爽そう快かい感かんを求めるのは弱者だけなのだから。

（預言師とその取り巻きには容赦しないが、こいつらは生かしておく。どのみち、上の命令に従ってるだけなんだろうからな──）

「……呆あきれた。クロトは優やさしすぎるよ」

　軽く額を押さえるユーリに、ルティシアが得意げな満面の笑えみを向けて言い放つ。

「ふふん！　そこがクロトのいいところだ！」

「？　何でルティシアがそんなに得意そうなわけ？」

「あ、いや、別にその……わたしは──」

　赤面して口ごもるルティシアと、彼女に半眼を向けるファムの前方で、クロトは周辺に形成された敵の包囲網をどう処理するか思考を巡らせる。

　そして方針を決めた。

「ユーリ、後ろの防ぼう御ぎよ頼たのむ」

「分かった。ルティシアとファムは、ボクが責任持って守るよ」

　剣技と魔法に優すぐれ、更に最強クラスの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとったユーリになら最さい後こう尾びを任せられる。後は自分が前面を塞ふさぐ者を退けていけばいい──

　クロトは瞑めい目もくすると《超空間》内に収納されている異能をコールした。

「攻型『線』タイプ・レイ×虚Ⅱヴオイド・デユアル──《砕獄冷凍波フインブルヴエト》」

　不意に煌きらめく細い何かが空間を横切る。

　と、次の瞬間、前方に立ちはだかっていた騎士たちがその場に次々と倒たおれ始めた。

「……うぐっ!?」

「な──何だこれは!?」

「オ、オレの足がっ……！」

　騎士たちは膝ひざを押さえながら苦く悶もんの表情を浮かべ、倒れたまま立ち上がれない。

　周辺には氷の結けつ晶しようがキラキラ舞まい、時折幻げん想そう的な美しい極ごく細ぼその線が光のように空間を駆かけ抜けるが、それがどんな事象を意味するか理解できた者はいないようだ。

「何だ！　何が起きてるんだ!?」

「化け物……こいつは魔ま神じんだ！」

「悪の魔神に手を出せば問答無用で死ぬ！　《ザラストラ》の伝説は本当だったんだ！」

　絶ぜつ叫きよう。耳をつんざくような悲鳴。恐きよう怖ふと狂きよう乱らんの坩堝るつぼだ。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった兵たちの嘆なげきが夜の城塞内にこだまする。

　クロトは赤い目を優しく細めて微笑ほほえみ、

「そう、それでいい──」

　聖人が海を割るように前方に道ができていく。

　圧あつ倒とう的てきな未知の恐怖に怯おびえて蹲うずくまり、震ふるえて道を譲ゆずる顔面蒼そう白はくの負傷兵たちを横目に、クロトたちはまっすぐ城塞の奥へ向かう。




　　　　◆　◆　◆




　何か煌びやかな悪夢のようだとグリスウォルドは思った。

　数では圧倒的に勝っているのに、その数が機能しない。透とう明めい感かん溢あふれる氷の結晶がキラキラと舞う中、大量にいる兵の誰だれもが戦う前に足を押さえ、倒れて動けなくなってしまう。

　戦場にあるまじき異常な状じよう況きよう。

　王弟派陣じん営えいは雰ふん囲い気きに吞のまれ、半ば戦意を失っていた。

「カミノメ・クロト、ここまでの相手とは」

　王弟派魔ま導どう騎士団筆頭〈暗黒騎士ダークナイト〉グリスウォルドも、この戦せん況きようを前にすれば認めざるを得ない。

　心底恐おそるべき相手──

　何せ、戦ってすらもらえないのだから。

　この場にいる騎士は王弟派の中でも選よりすぐりの精せい鋭えい。それを相手に戦わず──認めたくないことだが手加減して殺さず──こうも完かん璧ぺきに無力化するとは。

　天と地ほどの圧倒的実力差がなければ為なしえない業わざだろう。大陸屈くつ指しの異能者でもなければ太刀たち打ちできないのは明白だった。

（まあいい。既すでにリチャード様には塔内に退たい避ひして頂いた。この異常な状況を打ち破るには、俺が仕し掛かけるより他ほかあるまい）

　高位の魔導騎士にして観察力にも優すぐれるグリスウォルドは事態の全ぜん貌ぼうを見み抜ぬいていた。

　一見、敵は穏おん和わそのもの。制服姿でポケットに両手を入れ、虫も殺さぬ好青年という顔で歩いているが、発動中の攻こう撃げきは地じ獄ごくの悪あつ鬼きのようにえげつない。

　それは不可視の魔法だ。

（《砕獄冷凍波フインブルヴエト》……ボラゾの得意術を応用しているようだな。温度を操作する『効力』だけを照射しているから目に見えんのだ）

　クロトは全身から線のように細い超低温効果を狙ねらい澄すましたように標的に発射して、兵の膝だけを完かん膚ぷ無なきまでに冷れい凍とう破は壊かいしているのだった。

　人は膝しつ関かん節せつが機能しなくなれば当然立てない。

　時折煌めく澄んだ光は、冷凍線の照射で空気中に生成された氷の粒つぶが、赤々と燃える松明たいまつの灯あかりを反射して発生するもの──

　それは残ざん酷こくなまでに冷たく美び麗れいで、人の闘とう争そう心しんを無む慈じ悲ひに奪うばい去る。

（何にせよ、これ以上進ませるわけにはいかん──）

「魔導騎士団！　メタリア！　仕掛けるぞ！」

「……待ってたぜ、その言葉を」

　グリスウォルドが叱しつ咤たすると、間近にいた魔導騎士団の最年少エースにして暗殺士も兼かねる褐かつ色しよくの少女騎士メタリアが、恐怖に顔を強こわ張ばらせながらも不ふ遜そんな口を叩たたく。

「あいつはクソみてぇに強つええ化け物だが──あの戦法を使えば殺やれる！」

「その通りだ」

　王弟派の騎士でも忠誠心の厚い騎士のみが連れん携けいすることで行える絶技があるのだった。

〈セイクリッドウォール〉──

　それより他に打開策はない。

「──魔導騎士団、集結！　陣形形成──聖壁の陣！」

　グリスウォルドは愛用のツーハンデッドソードを振り上げて周辺の部下を一いつ喝かつすると、近くの魔導騎士を集めて隊列を整えた。

　形成するのは、両りよう翼よくを後退させて先せん端たん中央が尖とがる三角状のフォーメーション──

　いわゆる魚ぎよ鱗りんの陣に似た、堅牢性の高い陣形を構築して自分は隊列の最後尾につく。

　そして──

「──ダーナ王国魔導騎士、第一連隊戦せん闘とう団、吶とつ喊かん！」

「うおおおおっ！」

　その場にいた数百の魔導騎士が怒ど濤とうのように正面からクロトへ突とつ撃げきする。

　突撃と言っても、通常のそれとは全く意味が異なる攻撃だ。

　皆みなが魔法の力で肉体活性──突進力、耐たい久きゆう力、回復力を極限まで高めた、堅けん固ごな城じよう壁へきも容易に破は砕さいする超ちよう突撃。喩たとえるなら巨きよ大だいな戦闘用馬車が玩がん具ぐの家に突つっ込むようなもの。

　当然攻撃力だけではなく、クロトの冷凍線を中和するためのディスペルと、衝しよう撃げき緩かん和わの防護魔法も施している。

　が、それでもクロトは制服のポケットに手を入れたまま、余よ裕ゆうの歩みを止めない。

　威い力りよくを数割高めた不可視の冷凍線を全身から高速で照射し、ディスペルの最も弱い箇か所しよを的確に狙って低温効果を貫かん通つうさせてくる。

「──ぐわっ！」

「あがぁ──！」

　前面に位置する魔導騎士から呆あつ気けなく倒れていくが、仲間の身体からだを容赦なく踏ふんで魔導騎士団は吶喊を続ける。飢うえた獣けものの襲しゆう撃げきに似た、一種の地じ獄ごく絵え図ずだ。

　その光景にクロトも眉まゆを顰ひそめ、早く楽にしてやろうとでも思っているのか、より強力な冷凍線の照射を続けるが、部下の身体を盾たてに使う後方のグリスウォルドやメタリアまでは攻撃効果が及およばない。

　まさに〈セイクリッドウォール〉──

　聖なる壁かべだ。グリスウォルドとメタリアは着実にクロトとの距きよ離りを詰つめていく。

　やがて剣けん撃げきの攻撃射程圏けん内ないに入った。部下の身体に遮しや蔽へいされてクロトの攻撃はこちらに届かない。

「貰もらった──！　死ねい、カミノメ・クロト！」

　グリスウォルドはツーハンデッドソードを両手で握にぎり締しめると、突撃しながら全力の刺し突とつを繰くり出した。

　それは岩石をも貫通する弩ど級きゆうの刺突──剛ごう剣けんのグリスウォルドの真骨頂。

「ぐぼおぉぉおおっ──？」

　グリスウォルドの刺突で背後から貫つらぬかれた部下が大量の血を撒まき散らすが、それごと浴びせるように渾こん身しんの力で突き出す。

　絶技〈セイクリッドウォール〉！　それは部下を肉の壁として防ぼう御ぎよに使い、攻撃時は彼らごと敵を刺さし貫くという犠ぎ牲せいの技わざ。味方を串くし刺ざしにしながら敵をも突き殺す──

　はずだったが、手て応ごたえがない。

「……っ？」

　盾である部下が次々と倒れていき、敵の姿があらわになった。

　グリスウォルドの剣先は、あと一歩のところでクロトに届いていない。

　踏み込みが足りなかったのは、グリスウォルドの足首に何かが巻き付いているせいだ。

「な、何だこれは……？」

　グリスウォルドは両目を見開く。

　地面の石いし畳だたみの隙すき間まから黒い紐ひもに似たものが生え、蔓つるが絡からみつくようにメタリアとグリスウォルドの足首を捕ほ捉そくしていた。見る間に脚あしを這はい上ってきて動きを封ふうじられる。

「──《ザラストラ》の探索触手プローブだ。予あらかじめ、足の裏から地中に潜せん行こうさせていたんだよ」

　冷ややかにそう告げたクロトは、制服姿で相変わらずポケットから手を出してもいないが、その双そう眸ぼうは震え上がるような真しん紅くの怒ど気きで燃えていた。

「お前らは部下の命なんてどうでもいいと思ってるようだな。自分さえよければそれでいいのか？」

「……当然だろうがッ！」

　グリスウォルドと同様、触しよく手しゆに足を絡め取られたメタリアが、ほぼ自棄やけ気味に怒鳴る。

「弱い奴やつは何されても仕方ねぇんだよ！　それが敵でも味方でも関係あるか！　上の人間が下を踏みにじって何が悪い！　現実ってものを知れ、このクソ偽ぎ善ぜん者しや野や郎ろうが！」

　クロトは軽く鼻で笑っただけで無視。メタリアの言葉を歯し牙がにもかけなかった。

　哀あわれみにも似た優やさしさを赤い瞳ひとみに湛たたえてクロトは訊きく。

「前にも一度言わなかったか？」

「あぁっ？　何をっ！」

　触手で動きを封じられたメタリアの褐色の額に指を伸のばすと、ピアニストのような繊せん細さいな手つきでクロトはそっと弾はじく。

「──お前はもう消えていい」

　バガンッ。

　奇き妙みような打撃音と共に、メタリアの姿は一いつ瞬しゆんでその場から消える。

　直後、後方で爆ばく発はつに似た物もの凄すごい音が轟とどろいた。

　振ふり返ったグリスウォルドは驚きよう愕がくで口が塞がらなくなる。

（あ、悪あく魔まの申し子か……）

　──クロトの指一本で吹ふっ飛ばされたメタリアは、城じよう塞さい奥にある石壁の高い場所に、潰つぶれたカエルのような格好で深々とめり込んでいたのだった。

　一応生きてはいるようだが、口から舌を出して完全昏こん倒とう。おそらく再起不能だろう。

　全身から嫌いやな汗あせを垂れ流すグリスウォルドに、クロトが顔を向けて告げる。
















「残念なことに、俺は慈じ悲ひ深ぶかい」

「た、助けてくれるのか……ッ！」

　感かん涙るいし、神に感謝するグリスウォルドの額に、クロトが白い指を伸ばして言う。

「だが──お前のような外げ道どうには一いつ切さい容よう赦しやしないんだ」

　刹せつ那な、クロトの人差し指が穏おだやかに弾かれてグリスウォルドの額に当たった。

　ガゴンッ。

　意識を綺き麗れいに刈かり取られて、その後グリスウォルドは何もかも分からなくなった。




　　　　◆　◆　◆




「──グリスウォルドがやられたようですな」

　第二防衛ラインで敵の侵しん攻こうを感知したボラゾが呟つぶやくと、隣となりにいたドラゴニュートの少女フューシアが首しゆ肯こうして口を開く。

「当然でしょう。我々以外に奴らは殺せません」

「行きますか。ちょうど準備も終わったことですし」

　通常の人間がカミノメ・クロトを止められないことは最初から分かっていた。だから既に備えはしてあった──

　ボラゾは殺した味方の魔法士の身体を雑にその場へ捨てる。

　吸血済みの干ひからびた死し骸がいを踏みつけて禍まが々まがしく笑うボラゾの姿は、老人から見み目め麗うるわしい少年に遷せん移いしていた。

　ボラゾは肉体に魔法強化を施ほどこし、異国の夜を思わせる神秘的な紫むらさきの妖よう眼がんを煌きらめかせる。

「では、行きますかな」

「ええ──」

　暗色のローブを翻ひるがえすと、ボラゾとフューシアは人外の速度で城塞内を走り出した。

　第二防衛ラインにも大量の兵が配備されているが、どのみち雑ぞう兵ひようが何千、何万人いたところでクロトは倒たおせない。味方に邪じや魔まされぬうちに先制して殺そう──ボラゾはそう考えていた。

　ボラゾはもともとダーナ王国で不死の研究をしていた魔法士だ。

　生前、その研究は長らく実を結ばなかったが、老ろう衰すいによる死の間ま際ぎわ、薄うすれゆく意識の中で突とつ如じよ閃ひらめくものがあり──

　否いな、それは閃くというより、既き知ちの知識を並べ直したある種の新しい配列方法。長い研けん鑽さんの日々の中でボラゾは既すでにそれを編み出していたが、自明すぎて気づかなかったのだ。

　不死の本質。

　それは死なないことではなく、必要な時に生き返ること。その方法にある──

　即すなわち、状態遷移の『系』の支配だ。

　脳のう細さい胞ぼうの奥深い部分からその秘法を引き摺ずり出したボラゾは、自らの〈状態ステート〉に対し、魔ま法ほうによる条件分ぶん岐きを加えることで死の国から生せい還かんした。

　つまり──『普ふ段だんは死んでいる。異能者の血を取り込めば生き返る』。

　目鼻から大量の血を流しつつ死の床とこから甦よみがえったボラゾは、秘術覚かく醒せいの歓かん喜きに打ち震ふるえたものだった。

　そしてボラゾは永久の時を生きる不死の魔法士となり、更さらに不死の術を洗練していく。今や死者の王、アンデッドウィザード、真祖の転身者と言っても過言ではない。

　やがてダーナ王国の中ちゆう枢すうに入り込んで王弟派は閥ばつを裏から牛ぎゆう耳じった預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒに見み出いだされたボラゾは、彼の能力に惚ほれ込んで忠誠を誓ちかい、王国最強の不死魔法士として今に至るのだった。

「！　来た──」

　やがて第一防衛ラインを突とつ破ぱしたクロトたちの姿が前方に見えてくる。

　当然、ほぼ誰だれも消しよう耗もうしておらず、あろうことかクロトは制服姿で《ザラストラ》の防護服を顕けん現げんさせてもいない。

　疾しつ走そうするボラゾとフューシアに呆あきれたような目を向けて、クロトは溜ため息を吐つく。

「またお前たちか。学習能力のない奴らだな」

　──その減らず口を二度ときけなくしてやる、とボラゾは口こう端たんを凶きよう悪あくに歪ゆがめた。

「準備はいいですかな、フューシア？」

「ええ、打ち合わせ通りの殺し方でいきましょう！」

　纏まとったローブを夜風になびかせ、高速で疾走するフューシアの額から突き出る角が好戦的に逆立つ──

　フューシアはクヴァル連合公国出身のドラゴニュート。ドラゴンの血を引く者だ。

　クヴァルには〈ナーガ〉という人間に害意を持たないドラゴンの亜あ種しゆがいるが、その特とく殊しゆな個体と交わった愚ぐ者しやの古い末まつ裔えいだとヴェーデンドレヒから聞いている。

　ドラゴン、および《竜装ヴアラー》に関する広こう範はんな知識を持つが故ゆえ、ヴェーデンドレヒに抜ばつ擢てきされて重用されていたようだ。実際、最強生物ドラゴンを操あやつって駒こまにするという秀しゆう逸いつな発想の寄生兵器──ドラゴンスポイラーは、彼女の協力なしでは生み出せなかっただろう。

　無論、フューシアはドラゴンの知識だけではなく、ドラゴンの力も併あわせ持つ。

「死になさい、カミノメ・クロト！」

　がばりと口を開けて、フューシアが燃え盛さかる粘ねん液えき火か炎えん弾だんをクロトたちに吐はき出す。

「……っ？」

　クロトが警けい戒かいした風に眉を顰めたのは、フューシアが連続で粘液火炎弾を吐き出したからだろう。それも生命の全すべてを絞しぼり尽つくすような凄すさまじい連弾だ。

　五発、十発、二十発──

　打ち合わせ通りだ。ボラゾは速すみやかに魔法の準備をする。

　フューシアの粘液轟ごう炎えんブレスは物理攻こう撃げきだから、ボラゾが今から繰り出す魔法より速度が遅おそい。

　ボラゾの魔法は粘液ブレスより速くクロトに到とう達たつするが、フューシアの攻撃との間にある僅わずかなタイムラグが必殺の所以ゆえんなのだ──

「──チェックメイトですな、カミノメ・クロト！」

　ドウッ──！

　刹那、ボラゾは練り上げた大規模魔法波動をクロトたちに猛もう然ぜんと発射した。

　広範囲にわたる巨きよ大だいな超ちよう々ちよう低温効果──極大の《砕獄冷凍波フインブルヴエト》だ。それがクロトに直撃したまさに直後、矢や継つぎ早に数十発の粘液火炎弾が着ちやく弾だんする。

《砕獄冷凍波フインブルヴエト》は魔法攻撃だから《ザラストラ》で吸収されるが、フューシアのブレスは物理攻撃だから吸収できない。

　躱かわせば周りの仲間に当たるから、クロトは絶対に避さけられないとボラゾは踏ふんでいる。

「絶対零れい度どで仲間が氷結破は砕さいされたくなければ、食くらうことですな！」

　絶望で歪むクロトの顔が見られるとボラゾは期待した。

　だがそれは裏切られた。

「──お前たちは本当に救いようがない愚おろか者だな」

　クロトが冷れい笑しようまじりに指を鳴らすと、突とつ然ぜん真しん紅くの稲いな妻ずまが降ってきて爆発する。

「何だ!?」

　フューシアの粘液火炎弾は？　極大《砕獄冷凍波フインブルヴエト》はどうなったのだ？

　何も見えない。凄まじい勢いで瓦が礫れきが散乱し、紅ぐ蓮れんの電気火花を内包した異様な強風がハリケーンのように城塞内に吹き荒あれる。

「なっ──こ、これは……っ？」

　嵐あらしが晴れた時、ボラゾもフューシアも我が目を疑い、凍こおりついたように硬こう直ちよくした。

　クロトたちの前に、緋ひ色いろの稲妻を纏った女が長なが槍やりを構えて立ちはだかっていたからだ。

　その姿はどう見ても──ヴァントワーヌ竜装学院、大陸最強の戦術竜りゆう騎き士しとして名高いヴィナス・クロフォード。

　だがなぜ……？　彼女は今夜ここには来られないと事前にヴェーデンドレヒから聞いていた。そもそもあのヴィナスは、なぜか普ふ通つうの存在ではないように感じられる──

「な、何なのですか、それは……？」

　動転して震える声を洩もらすボラゾに、クロトは至し極ごく簡潔に答えた。

「《ザラストラ》──物理化け身しん、ヴィナスアヴァター」

「……ぶ、物理化身？」

「実体を持つ分身の遣つかい手であるヴィナスが素材だからこそ唯ゆい一いつ可能な、実体を持つアヴァターだ。力ちから尽つきた彼女は最後の最後に、全異能をパッケージにまとめて、俺に口移しでコピーさせてくれた──それを《ザラストラ》で錬れん成せいして生み出したのだ」

「……」

　王国最強魔法士ボラゾにも、その仕組みの詳しよう細さいを理解することは不可能だった。

　かろうじて分かるのは、物理的実体を持つヴィナスの化身がフューシアの粘液火炎弾を全て叩たたき落とし、自分の《砕獄冷凍波フインブルヴエト》はクロトの神体《ザラストラ》で吸収されたということだけ──

　と、不意にクロトが苦い顔で零こぼす。

「とはいえ、本物のヴィナスには程ほど遠いんだけどな……。十六分の一程度の力しかないし、出していられる時間も短い」

　するとヴィナスアヴァターが不敵に微笑ほほえんで、クロトの前に悠ゆう然ぜんと歩み出る。

「充じゆう分ぶんだろう。それだけあれば」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで嘯うそぶくと、ヴィナスアヴァターは長槍を振ふりかぶり、ボラゾとフューシアに鋭するどい眼光を向けた。

　殺される、とボラゾは直感する。それだけのことをしてきたのだから当然だった。

　と──ヴィナスアヴァターの全身を包む紅くれないの電光が俄にわかに出力を増していき、苛か烈れつな稲妻を[image: 迸]ほとばしらせる真っ赤な鬼おにの巨きよ軀くが夜よ闇やみに浮うかび上がった。

　ボラゾは戦せん慄りつの中で思う。

　カミノメ・クロトが異能の魔ま神じんだとしたら──

　ヴィナス・クロフォードは苛烈なる赤せき雷らいの鬼き神しん！

　極限まで活性化した状態の彼女が一歩踏み込んだだけで石いし畳だたみにメキメキと罅ひびが入る。

　そして槍を思いきりぶん回すようにして、ヴィナスアヴァターは攻撃を放出した。

「──Ｆ・Ｔ・Ｆフアイナル・サンダー・フルバースト!!」

　逃にげる隙すきなどあるわけがない。最強戦術竜騎士ヴィナスの闘気を練り込んだ超高速、超高圧の異能大規模電流──それが神速の槍そう撃げきで極限加速して発射されるのだから。

「──がああああああ！」

「ギャアアアア──！」

　荒れ狂くるう雷らい神じんの高破は壊かいエネルギーを浴びて戦せん闘とう能力完全崩ほう壊かい。

　視界が血の色に染まり、全身焼けるような衝しよう撃げきで塵じん芥かいのように吹ふき飛ばされたボラゾとフューシアは、城じよう塞さいの内ない壁へきに激げき突とつして一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうし、その醜しゆう態たいを見届けた後、ヴィナスアヴァターは軽く笑って消失した。








第六章　最強異能士









　王弟派の敵兵は、ほぼ完全に戦意喪そう失しつしていた。

　かろうじて闘とう争そう心しんが残っている者も処理は容易だとクロトは考える。

　そう、人体は移動に足を必要とするから、攻型『線』タイプ・レイの異能で先に敵の膝ひざを破壊してしまえば物理的に近寄って来られない。

　第一・第二・第三防衛ラインを首しゆ尾びよく突破し、城塞深部へ侵しん攻こうするクロトたちの視線の先に、やがて目指していた円えん筒とう状の巨大な塔とうの入口が見えてきた。

　そして、その前に待ち構える者の姿も──。

　眼前で腕うで組ぐみしているのは、ヴェーデン３ドライ最後の一人、仮面の魔ま導どう騎き士しマスカリン。

「お前か……」

　ローブをなびかせて立ち塞ふさがるマスカリンに、クロトはほぼ義務的に撤てつ退たいを勧かん告こくする。

「悪いことは言わない。ここから去れ。お前では俺に百パーセント勝てないよ」

「だろうね」

　やけに大おお仰ぎように肩かたを竦すくめると、何を思ったかマスカリンはフルフェイス型の仮面に手をかけて、ゆっくりと留め金を外していった。すぽりと仮面を取る。

　と──その下から現れた意外な素す顔がおに、クロトは思わず瞠どう目もくさせられた。

「何……!?」

　噓うそだろ、と思う。

　それが同じ竜りゆう装そう学院の生徒──異い端たんの竜装設計士ヴアラーデザイナーレイス・ティレトーだったからだ。

　超ちよう常じよう的てきな戦闘の連続で半ば茫ぼう然ぜんとなっていたルティシアもユーリも、これには動どう揺ようをあらわにして驚きよう愕がくの声を張り上げる。

「──ウソ？　レイス！」

「な、なぜ君が？　どうしてなんだ？」

　正体を明かしたマスカリン──否いな、レイスは何の動揺もなく、いつものように皮肉っぽい顔で笑った。

「相変わらずキミたちは血の巡めぐりが悪いなー。どうしてもこうしても、こうして仮面を外してあげたんだから気づこうよ？」

　レイスは長い前まえ髪がみを弄いじりながら続ける。

「前に学院にスパイが潜せん入にゆうした騒さわぎがあったでしょ？　解決したように見えたけど、あれはフェイク。本当のスパイはわたしだったんだよ」

「……」

　予想外すぎて言葉に迷うクロトに、満足そうな視線をレイスは送る。

「わたしは今までずっとキミたちを監かん視しし続けてきた……王弟派の一員としてね！　小隊戦で戦ったのはあくまでも実地調査の一いつ環かん。プラス、キミたちの信しん頼らいを得て情報を得やすくするためだよ。戦って、決着がついたら仲良くなって──みたいな流れ、キミたちは好きでしょ？」

　人を小こ馬ば鹿かにした薄うす笑わらいを浮かべるレイス。

　流石さすがにこの展開は見み抜ぬけなかった──

　と、クロトは苦い気分で銀ぎん髪ぱつを手て櫛ぐしで梳すきながら彼女を見み据すえる。

「それで……どうするんだ、レイス？　今度はお前が俺たちと戦うのか？　戦うのなら、もう加減はできないぞ」

　華か南なんとシャロンを救出し、預言師との決着をつけるため、ここで時間は浪ろう費ひできない。

「わたしの戦闘能力は、キミに比べれば微び々びたるものだ。だから自分の代わりに代理人に戦ってもらう」

「ああ。お前はそういう奴やつだよな」

「記き憶おくに留とどめて頂き、恐きよう悦えつ至し極ごく……。さて、今回わたしの代わりに戦うのは──」

　レイスは片方の目を意味深に細めて、大げさに掌てのひらを二回打ち合わせる。

「──彼女だ！」

　刹せつ那な、レイスの背後の塔の上から何かが降ってきた。

　自殺などではない──地上に激突する寸前、そいつはツバメのように弧こを描えがいて滑かつ空くうし、レイスのもとへ飛んできて手前に着地する。

　クロトは心底驚愕した。

「な、何だと……!?」

　レイスを守るように立ちはだかったのは──シャロンだった。

　ルティシアもユーリもファムも度ど肝ぎもを抜かれて言葉を失う。

　シャロンの様子は、それほど異様だった。

「レイス様ニ……歯向カウ者……殺ス！」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやくその顔は明らかに普通の状態ではない。眼がん窩かの周囲がどす黒く鬱うつ血けつし、それでいて赤い双そう眸ぼうは不気味なほど力強くギラギラ輝かがやいている。

　更さらに異様なのは、彼女の周囲を浮ふ遊ゆうするものだ。

　シャロンはＤ‐ｚ型試作弐に号機〈花散竜カサンドラ〉を装着しているが、身体からだから少し離はなれた位置で、何か輝く綺き麗れいなものが滑なめらかにゆっくりと周回運動している。

（何だ、あれは……？）

　明確な形状を持たない、柔じゆう軟なんで変へん幻げん自じ在ざいな、煙けむりに似た何か──

　緩かん慢まんに蠢うごめく星雲のようであり、光でできた巨きよ大だいな羽は衣ごろものようでもある。動きはシャロンに自動追つい随ずいするらしく、それでいて反発力でも持つかのように決して接せつ触しよくしない。

（何かまずい。あの揺ゆれ動く光……何かは分からないが、危険だ）

　いつの間にか腕うでに鳥とり肌はだが立っていることに気づくクロトの横で、ルティシアが怒ど鳴なる。

「レイス！　貴様ぁ、シャロンに何をした！」

　激げき昂こうするルティシアをいなすように肩を竦めて、レイスは簡潔に答える。

「洗脳」

「何っ……!?」

「古いにしえより伝わるベアラの秘術さ。心を操あやつり、従順な下げ僕ぼくに変える」

　と、不意にレイスはシャロンを一いち瞥べつして、ひどく切ない目をする。どこか物悲しくも見えるその瞳ひとみのまま、少し無理のある笑顔で呟いた。

「……シャロンが悪いんだ。彼女は本来、ベアラ民族の姫ひめ巫女みこ様になれる人。わたしの言うことを素直に聞いてくれれば、こんなことをしなくて済んだのに」

　ルティシアが怪け訝げんに細い眉まゆを寄せて、

「ベアラ……？　何を言ってる」

「──いや、そんなことは今いま更さらどうしようもない。とにかく、薬物と催さい眠みん暗示の効果で、今のシャロンはわたしを守り、命令には全すべて従う、無敵の最強異能士になっている。そしてキミたちを躊ちゆう躇ちよなく殺す」

「……っ！」

　身を強こわ張ばらせるルティシアに、レイスは汗あせの浮く切せつ羽ぱ詰つまった顔で続けた。

「ダーナ王国を滅ほろぼすという我らベアラの悲願……成し遂とげるためには、ここで王弟派に負けてもらっては困るのさ……！」

　そしてレイスは腕を振り上げて苛烈に命じた。

「やれ、シャロン！　カミノメ・クロトと仲間を皆みな殺ごろしにしろ！」

「──了りよう解かいシマシタ」

　充じゆう血けつした赤い両目を見開いて機械的に首しゆ肯こうするシャロン。

「殺シマス……！」

　速度に優すぐれる〈花散竜カサンドラ〉の出力を全開にして、シャロンがこちらに突とつ撃げきしてくる──

　──が、その直前、クロトは《ザラストラ》で《暗黒剣ダークネス》を瞬間顕けん現げんさせると、肉体機能に強化をかけ、超高速でレイスに斬きりかかっていた。

「──暗示なら、お前を倒たおせば元に戻もどるはずだ！」

　レイスにも戦う理由があるようだが、どんな因いん縁ねんがあろうと、シャロンをこんな目に遭あわせたのは許せない。そしてこの高速剣けん撃げきをレイスの身体能力では絶対に躱かわせない。

　漆しつ黒こくの長剣を振ふり下ろす──

　ヴォンッ。

「──っ！」

　レイスでは躱せないというクロトの判断は正しかったが、斬ざん撃げきは対象に届かなかった。

（何が起きた……？）

　発生したのは謎なぞの事象。レイスを庇かばって飛び込んできたシャロンが《暗黒剣ダークネス》を消しよう滅めつさせた──

〈花散竜カサンドラ〉を取り巻いている揺れ動く光の雲に似た何かに触ふれた瞬間、理由は分からないが、《暗黒剣ダークネス》は一瞬にして極小の微び粒りゆう子しに分解されてしまったのだった。

「そうそう、言い忘れていたけど、シャロンは最優先でわたしの身を守ろうとする。わたしが死ぬ時はシャロンも死ぬ時さ！」

「……っ。レイス！」

「どのみちキミには絶対倒せないよ、カミノメ・クロト！」

　クロトに睨にらまれて顔中に汗をかきながらも、熱に浮うかされるようにレイスは語る。

「《ベレウス・アドラ》……！　ベアラ民族に古代から伝わる最強の力だからね。キミの《ザラストラ》を超こえる極限異能体さ！」

「極限異能体……？　この光の雲のことか？」

「そう、誰だれが何人いても今のシャロンには勝てない。彼女こそが真の最強異能士だ！」

　刹那、レイスとの会話に気を取られていたクロトに、シャロンが高速で光の雲を伸のばしてくる──

「──《ザラストラ》！」

　クロトは盾たて状に形態変化させた《暗黒剣ダークネス》を瞬しゆん時じに四重生成して防ぼう壁へきにするが、やはり防げない。光の雲に接触すると同時に、防壁は次々と分解消滅してしまった。

「この雲──異能や魔法を吸収するのではなく、能動的に搔かき消しにいくのか！」

「貴様自体ヲ……消シ去ル！」

　異様な目つきのシャロンが、光の雲を蛇へびのようにうねらせてクロトに伸ばしてくる。

「──くっ！　やめろシャロン！」

　クロトは高速パラレル移動で残像を生成し、攪かく乱らんさせて何とか躱すが──それでも光の雲の挙動は異様に俊しゆん敏びんで、捕ほ捉そくされそうになる。

　見かねたルティシアとユーリが援えん護ごに入った。

「ええい、よさないか、シャロン！」

「そうだよ！　目を覚まして！」

　ルティシアは〈スカラバード・レーヴァ〉の小規模なブレスを。ユーリは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に仕込まれていた細い短たん槍そうを数本投とう擲てきするが──

　ヴォンッ。

　光の雲は幾いく筋すじにも枝分かれして、ルティシアとユーリの遠えん距きよ離り攻こう撃げきを打ち消した。

　シャロンの意思とは関係なく、光の雲は向かってきた攻撃を自動防ぼう御ぎよするらしい。

　ユーリの投擲した短槍にも同じ効果が働いたことから、異能や魔法だけではなく、物理攻撃も消滅させるようだ。

　物理攻撃が搔き消されるということは、物質存在は接触した時点でアウトということ。

　拳こぶしで殴なぐれば拳が消滅するし、身体に触れられれば身体が消し去られる。

「死ネ！　カミノメ・クロト！」

「……くっ！　よすんだシャロン！　こんなことはやめてくれ！」

「クロト……死ネ、カミノメ・クロト！」

（駄だ目めだ。俺の言葉がそもそも耳に届いてない……。説得は不可能だ……！）

　シャロンが幾いく重えにも分ぶん岐きさせて伸ばしてくる光の雲をクロトは必死に躱し続ける。

「──ちっ……悔くやしいが、確かにある意味《ザラストラ》より上かもな……。異能、魔法、おまけに物理攻撃まで通用しないとは──」

　クロトは奥歯を強く嚙かむ。これでは事実上、倒す方法がない。

　シャロンの催眠暗示を解くためにはレイスを倒さなければならないが、シャロンはレイスを自分より優先して守ろうとする。

　そして、そのシャロンを光の雲──極限異能体《ベレウス・アドラ》は自動防御する。

（……打つ手がない）

　今までクロトたちの強さに圧あつ倒とうされて戦意喪そう失しつしていた他ほかの兵も、レイスとシャロンの活かつ躍やくで奮起したようだ。士気を取り戻して緩慢に包ほう囲い網もうを形成しつつある。

「行けるぞ！　悪の魔ま神じんが押されてやがる！」

「動ける奴らを全員ここに集結させろ！　何としても魔神の首を獲とるぞ！」

　今や、王おう弟てい派の兵団は急速に態勢を立て直しつつあった。血気に逸はやった呼び声に応じ、既すでに突とつ破ぱした第三防衛ラインからも続々と健在な兵が集まりつつある。

　状じよう況きようは極きわめて不利。早く決着をつけないと致ち命めい的てきな事態に繫つながる恐おそれがある。

（……この能力の謎を解かなければ、シャロンは倒せない……）

　仕方ない、とクロトは決意を固める。

（これを使えば、残りのエネルギー総量が本当に僅わずかだ。華南を助ける前にほとんどの異能が使用不能になるが──やむを得ない）

　どのみち、選せん択たく肢しは他にないのだ。クロトはシャロンの攻撃を残像で攪乱しながら高速でレイスに向かい、それを発動する。

　限界まで感覚を研とぎ澄すませて──

「《ザラストラ》、黄Ⅹイエロー・デイカプル──《思考受信サイコメトリー》！」

　他者の思考を無線で感知する異能効果を有効イネーブルにしながら問いかける。

「レイス！　この異能はどういう仕組みだ！」

「え……？」

　レイスは虚きよを衝つかれたように一瞬目を丸くしたが、直後に鼻を鳴らして嘲あざける。

「キミ、馬ば鹿か？　そんなことを戦せん闘とう中にわざわざ教えるわけないでしょ──」

　──人間の思考は、声には出さずに脳内で発話される言葉によって為なされる。テキストベースではなく音声ベースだ。

　内的な発話活動が即すなわち思考活動であり、それは電気信号として脳のう細さい胞ぼう内を伝わるが、《ザラストラ》で極限まで感度を高めれば、遠えん隔かく信号も無理やり読み取れる。

　つまり──他者の思考を受信できる。

　人は何か質問をされた際、脳の仕組み上、表面的な振る舞まいとは無関係に正答を思い浮かべてしまうから、それを読み取ってしまえばいいのだ。正解が存在しなければ噓うそは吐つけないし、そもそも回答できない。

　瞬間的にレイスの脳のう裏りによぎった思考をクロトは全て聴ちよう取しゆする。

　それはこんな内容だった──

（──《ベレウス・アドラ》は、接触した全ての存在を分解して無に帰す異能さ。その仕組みは、この世界の大気中にあまねく存在する精せい霊れい素そに深く関かかわっている）

（精霊素──魔法という現象を実現するその元素の正体は、古代の『分子機械』だ。子供の頃ころを思い出すよ。盗ぬすみ読みしたベアラの古文書に、そんな風に記しるされていたっけ）

（分子機械ってのは目に見えない小さな機械のことで、旧世界ではナノマシンとかフェムトマシンと呼ばれていたらしい。その辺、わたしにも詳しよう細さいは分からないけど、その機械の親玉である存在が、大昔に空から落ちてきたって話だった……）




　ベアラ民族に伝わる旧世界の物語──

　ある時、突とつ然ぜん空から神の如ごとき存在『黒こく竜りゆう機き』と呼ばれるブラックドラゴンが飛来して、当時栄えい華がを極めていた地上の支配者の一体に憑ひよう依いした。

　ブラックドラゴンは神……つまりは破は壊かい者であり、創造者だ。創造の前には不必要なものを一いつ旦たん全て消して綺き麗れいにしなければならない。

　ブラックドラゴンは文明抹まつ消しよう兵器である〈プロト精霊素〉を空気中に大量撒さん布ぷすると、瞬またたく間に地上を破壊して文明を根絶──無に帰す。

　旧世界はこうして終わった。

　その後ブラックドラゴンは、消費した力を回復させるための眠ねむりにつき、大気中の〈プロト精霊素〉は非活性化して、今でいうところの単なる精霊素となる。

　やがて気の遠くなるような長い年月が経過して、地上には再び文明が芽生え始めた。

　ブラックドラゴンの残した微び量りようの遺伝情報──デオキシリボ核かく酸さんというものの影えい響きようで、この世界のドラゴンの祖先となる生物が生じたらしいが、真実は定さだかではない。

　ともかく、新しい人類はドラゴンの脅きよう威いに怯おびえながらも、ダーナやクヴァルといった国家を形成し、そこでは魔法というこの世界に特有の技術が花開いた。

　魔法とは何か？

　それは非活性状態の精霊素──ナノ＆フェムトマシンに一連の定められたコマンドを与あたえることで、特定の事象を発生させる技術を指す──




（──つまり《ベレウス・アドラ》は、かつて旧世界を滅ぼしたブラックドラゴンと同じ力を使ってるのさ。シャロンの身の丈たけにあった低出力になってるけどね）

（要するに、非活性状態の精霊素を、裏コードで〈プロト精霊素〉に戻してるんだよ。その裏コードはベアラ姫ひめ巫女みこの末まつ裔えい……シャロンの遺伝情報に刻まれているものだから、わたしにも分からない！）

　と、そこまでの思考をレイスから読み取った時点で、クロトは結論付ける。

　ベアラの伝説に関しては理解不能な部分も多かったが、ひとまず異能の謎は解けた。

　だが──この異能を破ることは不可能だ。

　謎の光る雲の正体は、旧世界とやらを滅ほろぼした文明抹消兵器の縮小版。魔法の元である精霊素を〈プロト精霊素〉に戻して、接せつ触しよくした全事象事物をイレースするもの──

（この雲を構成する光の一ひと粒つぶ一粒が、活性化モードになった文明抹消用の分子機械か）

　無敵の異能だ。対処方法がない。

「終ワリダ！」

（──しまった！）

　思考を巡めぐらせていたことで一瞬の隙すきができ、そのタイミングで覚かく醒せいシャロンが《ベレウス・アドラ》の光の雲を四方から伸ばしてきた。

　回かい避ひ不能の角度と間合だ。つまりは消滅させられる。

（……っ！　ここまでか！）

　と──その時だ。

　なぜか一瞬で光の雲とシャロンの姿がその場から消え失うせ、クロトは死を免まぬかれる。

　何が起きたのか分からずにクロトは十ミリ秒だけ惚ほうけるが、虚こ空くうに浮ふ遊ゆうする見み目め麗うるわしい妙みよう齢れいの美人の姿を見て理解した。

　間かん一いつ髪ぱつで助かったのはこれが理由だ。彼女は指を銃じゆうの形にして得意げに言い放つ。

「《アールマティ・ザラストラ》──超ビユーテイファム！」

「シャロンは!?」

「テレポートさせました！　彼女と光の雲を含ふくむ空間を丸ごとくり抜ぬいて、五分後の世界に座標移動させたのです！」

　口調が興奮気味なのは、今の転移がうまくいったからか、自分でも成功するか半信半疑だったせいか──たぶん両方だろう。

　旧世界オリジナルの《ベレウス・アドラ》よりシャロンのそれはサイズが小さく、超ビユーテイファムの能力の効果範はん囲いにすっぽり吞のみ込まれたのだ。そして五分先の未来に送られた。

　座標移動で学院から持ってきたらしいＤ‐ｚ型試作参号機〈穹骸竜スカルドラ〉を纏まとい、幼女から美女の姿に覚醒してホバリングしている超ビユーテイファム──彼女は時間と空間を操あやつれる。

　空間転移は、一度行った場所や触ふれた物質にタグ付けすることで有効。

　時間転移はそれと同じ条件で、尚なお且かつ五分の範囲でのみ有効だ。

　ただし、この異能を行使できるのも五分だけで、それを過ぎたら元のファムに戻もどる。

　ファムの異能もある意味では無敵に近いので、使いどころを間ま違ちがえないよう、ずっと温存してきたのだろう。

「と、そういうわけだ、レイス。シャロンの暗示は解かせてもらうぞ」

「──うぐっ!?」

　レイスの背後に一瞬で移動したクロトは、彼女の首元に手刀を当てて気絶させた。

　後はファムに任せれば、どこか遠い異国にでも移送してくれるだろう。どのみち守るべき対象のレイスと時空を切り離はなされた時点で、シャロンの暗示も解けたはずだった。

　そして《戦術竜装タクテイクスヴアラー》姿の超ビユーテイファムが虚空で声を張り上げる。

「急いでください、お兄様！　時間は五分しかありません」

「ああ。だよな」

「ここはわたしとユーリが食い止めますから、お兄様は華南さんを！」

　見れば、態勢を立て直した王弟派の残党が集結して、こちらに向かいつつある。

　倒たおすのは容易だが、人数が多いし、そもそもきりがない。全員相手にしていたら五分などあっという間に経たってしまうだろう。

「──すまない。ここは任せていいか、ファム、ユーリ？」

「はいなのです！」

「元よりボクはそのつもりさ。気にせず行ってきて、クロト！」

　超ビユーテイファムとユーリなら、雑ぞう兵ひようが何百人いても負けることはない。

「ついでにルティシアも行ってきやがれなのです！　ここで王弟とけりをつければ内乱も終わるでしょう」

「！　そうか。恩に着るぞ、ファム！」

　超ビユーテイファムに促うながされたルティシアは高こう揚ようした顔をクロトに向ける。

　二人は無言で頷うなずき合い、その場を仲間に任せて塔とう内ないへ駆かけ込んだ。




　　　　◆　◆　◆




　既に夜も終わりに近い。あと数時間もしないうちに東の空が白み始め、黄金色に全すべてが染まる美しい朝焼けが訪おとずれるだろう。

　城じよう塞さい最さい奥おうに聳そびえる塔に突とつ入にゆうし、一気に階段を駆け上ったクロトとルティシアは、間もなく最上階の玉座の間に辿たどり着いた。

　玉座の前には二人の男が、あたかもこちらを待ち受けていたように立っている。

　最後の敵──王弟リチャードと預言師ヴェーデンドレヒ。

　クロトとルティシアは玉座に一歩ずつ歩み寄り、彼らに面と向かって対たい峙じした。




「貴様が噂うわさのカミノメ・クロトか……。ここまでやるとは思わなかったぞ」

　玉座周辺には赤いカーペットが敷しかれ、クロトたちがいる床ゆかより数段高くなっている。

　その中央に屹きつ立りつする豪ごう奢しやなプレートアーマーで首から下を覆おおった三十代の騎き士し風の男、リチャードが徐おもむろに一歩前に出てクロトに告げた。

「我が名はリチャード！　いずれダーナ王国の王になる者だ。我が部下に加われ、カミノメ・クロトよ。王国筆頭騎士として取り立てて、望む褒ほう美びは何でも与えよう！」

　首から下を装そう甲こう服で覆った状態のクロトは、無言で銀ぎん髪ぱつをくしゃりと搔かき回す。

　──茶番劇だと感じた。

　もともとクロトの目的は華南とヴェーデンドレヒのみ。リチャードのことは預言師の甘かん言げんにのせられて王位簒さん奪だつを実行に移した、愚ぐ者しやだとしか思っていない。

　そもそも今の状じよう況きようでそんな誘さそいを持ちかける時点で、的外れにも程ほどがある。

「残念だけど、あんたに用はないよ」

　クロトはリチャードの言葉を一いつ蹴しゆうすると、彼の隣となりのヴェーデンドレヒを睨にらみ付けた。

「──華南を返せ。彼女はどこだ」

「私が答えると思うか？」

「答えてもらう……」

　すると嘲ちよう笑しよう的てきに、ふんと鼻を鳴らしてヴェーデンドレヒは問う。

「嫌いやだと言ったら？」

「力ちから尽ずくで聞くまでさ……」

　クロトは隣のルティシアに顔を向けると、

「ルティシア、俺は預言師とけりをつける。王弟は任せていいか？」

「もちろんだ！」

　ルティシアは〈スカラバード・レーヴァ〉用の武器、《魔砲大剣ブレードナパーム》を握にぎって頷いた。

「……最初は何の力も持たずに国から逃にげてきたわたしだが、もはやそうではない。君には《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を与えてもらったし、小隊のみんなからは戦いの技術を教わった──」

　そしてルティシアは大たい剣けんを構えると、玉座前のリチャードに毅き然ぜんと尖せん端たんを向けて、

「今のわたしは充じゆう分ぶん強い！　お前と戦い、そして勝てる。覚かく悟ごしろ、リチャード！」

「やれやれ、あの弱いルティシア姫が随ずい分ぶんと言うようになったものだ」

　リチャードは装そう飾しよく品のように豪ごう華かな腰こしの長剣をすらりと抜き放つと、

「──来るがいい。いい気になっている愚おろかな姫に、現実を思い知らせてやる」

「ぬかせ！」

　ルティシアが玉座のリチャードめがけて疾しつ走そうすると同時に、クロトも高速で跳ちよう躍やく。

　玉座の横のヴェーデンドレヒに《暗黒剣ダークネス》で斬きりかかった。

「──自身の血の海に沈しずめ、預言師！」

「甘いな」

　ヴェーデンドレヒが舞まうようにクロトの剣を躱かわすと、斬ざん撃げきを浴びた玉座が粉々に砕くだけ散る。玉座の欠片かけらが煌きらびやかに散らばる中、ローブを閃ひらめかせて他ほかの部屋に逃げていくヴェーデンドレヒをクロトは走って追った。

「待て！」

「追ってこい、カミノメ・クロト──」

　そうする他ない。

　クロトが玉座の間を出る直前、素す早ばやく背後を振ふり返ると、ルティシアとリチャードが玉座の残ざん骸がいが散らばる赤いカーペットの上で激しく斬り結んでいた。

　リチャードは王国有数の武人ということだが、それはあくまでも人間の範はん疇ちゆうの話で、最強生物ドラゴンとの戦せん闘とうを想定した竜装騎士ヴアラードラグーンに比べれば力不足は否いなめない。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の力を上乗せした今のルティシアは、リチャードと互ご角かく──

　否、完全に彼を凌りよう駕がしていた。

　──ギィン、ガギィィン！

「ば、馬ば鹿かな！　私が押される……？　あのルティシアに！」

「わたしは努力を重ねてきたのだ──お前たちを倒すためにな！　内乱などという馬鹿なことをしでかした己おのれの浅はかさを、今からその身に思い知らせてやる！」

（ルティシアは大だい丈じよう夫ぶだな。頑がん張ばれ……！）

　胸中で激げき励れいの言葉を送り、クロトはヴェーデンドレヒを追って隣の部屋に走る。




　　　　◆　◆　◆




「──逃がすか、ヴェーデンドレヒ！」

「私を倒すことは何者にも不可能だ」

「……華南を返せ！」

　クロトは手にしていた《暗黒剣ダークネス》を体内の《超空間》に一いつ旦たん戻し、弩ど砲ほうに形態変化させて再生成。鏃やじりに似た異能製ブラックダイヤの投とう擲てき体をバリスタから連れん弾だんで撃うち出した。

　ドウッ、ドドウッ！

「──当たらんよ」

　ヴェーデンドレヒはナイトローブの間から平へい坦たんな輝かがやく影かげを伸のばすと、斜ななめに弾はじいて投擲体の軌き道どうを逸そらし、直後、爆ばく裂れつ音と共に塔内の壁かべの各所が砕けて柱が大きく抉えぐれる。

　細かな瓦が礫れきが砂さ塵じんのように舞う中、ヴェーデンドレヒは宙から微かすかに浮ういた状態で滑すべるように奥へ奥へと逃げていった。

「くっ……！」

　先程からずっとこの調子だ。ヴェーデンドレヒはまともに戦おうとせず、逃とう走そうに専念。クロトが追撃しても遠えん距きよ離り武器は巧こう妙みように逸らされる。──埒らちが明かない。

　追つい跡せきしながらクロトは舌打ちして思考する。

（ファムの話では、奴やつは《ザラストラ》の自じ壊かい装置──《マスティマ・ザラストラ》。俺たちの能力の下位機構を色々と持っているらしい。だが……逆に言えば固有の強力な武器はないということ。だからこうしてまともに戦うことを避さけている）

　故ゆえに、逃がせば今度は更さらに強大な仲間を搔き集めて再起し、いつか今以上の脅きよう威いとなってクロトたちを襲おそうだろう。──それは絶対に見過ごせない。

　静まり返った夜の塔内を二人はどこまでも駆け抜ぬける。

　塔と言っても、巨きよ大だいな円えん筒とう型で内部は非常に広い。

　しかも攻せめ込まれた時のことを警けい戒かいしてか、最上階の玉座の間からは、アーチ型の天てん井じようと太い柱が規則的に立ち並ぶ奇き妙みような回かい廊ろうに繫つながっていて、そこは思わず錯さく視しを催もよおすような眩げん惑わく的空間。ヴェーデンドレヒの俊しゆん敏びんさも影えい響きようして、容易には追いつけない。

（残り少ないが──異能攻こう撃げきを仕し掛かけるか？）

　クロトは体内の《超ちよう空間》の武器庫サイロを検けん索さく。今まで消費したエネルギーは莫ばく大だいで、使用可能な異能武器はもうほぼ残っていない。

（決めた。先程の《暗黒剣ダークネス》の残りに、ホーミング性を付加して挟はさみ撃ちにする！）

　と、クロトが作戦を考えながら柱の間を駆け抜けていた時、それは突とつ然ぜん現れた。

「──！」

　いきなり視界に出現したのは炎ほのおの長剣を持った黒くろ髪かみの少女、蒼そう月げつ華南。

　まさしく瞬しゆん時じの出現だ。策に嵌はまったことをクロトは理解する──

　──異能光学迷めい彩さいで透とう明めい化を実現する例のマントに身を包み、華南はこの柱の陰かげでずっと待ち受けていたのだろう。ヴェーデンドレヒの命令で。

（つまり、奴は逃げ回ってたんじゃない。俺の冷静さを蝕むしばみながら華南が待つ回廊に誘い込んでいたんだ──）

「終わりよ！　邪じや悪あくの魔ま神じん、カミノメ・クロト！」

　刹せつ那な、華南が炎えん剣けんクリムゾンブリンガーで凄すさまじい横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放つ。

　躱せない、とクロトは思う。

　角度、踏ふみ込み、速度、地形──あらゆる点で完かん璧ぺきな、必殺のタイミングだった。

　戦略級破は壊かい異能《クリムゾンブリンガー・ザラストラ》は、この世で最も破壊力の高い剣であり、伸しん縮しゆく自在の火炎放射器。その炎ほのおは、神の力であるブラッドエネルギーを使用しており、クロトの《ザラストラ》でも吸収できない究極の殺さつ戮りく武器の一つなのだ。

（──どうする？）

　クロトは思考加速を行い、一ミリ秒の間に様々な対策を練った──

　目前に迫せまるこの斬ざん撃げきは回かい避ひ不能。ブラッドエネルギー製だから防ぼう御ぎよもできない。

　ならば異能を使うしかないが、武器庫サイロを検索しても使える能力は残り僅わずか。いずれも殺傷能力の高い攻撃用の武器と異能だ。

（そうだ。それを使って、先に華南の本体を殺せば炎剣も消える──）

　助かる道は他にない。では何を使う？

　どちらが先に死ぬか、一刻を争うのだから一撃死が条件だ。尚なお且かつ華南の神速の斬撃より、スピードが上でなければならない。

　異能の槍やりを胸から高速射出して華南の心臓を貫つらぬくか、あるいは鉄球弾だんを生成して頭部を破壊するか。それとも鋭えい利りな鎌かまを発射して首を刈かり取るか、頭を断たち割るか──

　と、その時、不意に炎剣の後方に位置する華南の青白い顔が目に入った。

　クロトの首筋を狙ねらい、炎剣を横薙ぎに振り切ろうとする彼女の表情は、戦闘時特有の切せつ迫ぱくした感情に満ちていた。

　──が、あまりにも必死で、それ以上に膨ぼう大だいな苦しみと悲しみが溢あふれそうでもある。

　目を凝こらせば、華南の眦まなじりは微かな涙なみだで濡ぬれていた。

　ここに来る前に長時間泣いたのだろう。仔し細さいに観察すれば、目の周りが赤くなって腫はれぼったく、顔色はいつも以上に血の気が失うせて本当に蒼そう白はくだと分かった。頰ほお肉も強こわ張ばり、綺き麗れいな目も不自然に吊つり上がって、半ば病やんでしまっているようにも見える。

　可哀かわい想そうだ──。率そつ直ちよくにそう思った。

（華南……）

　あの日のことを突然思い出す。初めて会った登校中の電車内──華南はお年寄りに席を譲ゆずろうとして切きつ符ぷを落とし、それを拾って渡わたしたのが縁えんで知り合った。

　その後、同じ高校のクラスメイトだと分かり、密ひそかに胸が高鳴った。

　帰り道でも一いつ緒しよになって、あの常じよう軌きを逸いつした災害に巻き込まれて──

　異世界に転生してからは、彼女には他の思おも惑わくがあったとはいえ、学術都市で何度も会い、買い物をしたり食事を楽しんだりと、クロトとしては心弾はずむ一時を過ごせた。

　華南がなぜ自分を狙うのかは分からない。

　でも──楽にしてあげたい。今すぐ、少しでも。

　どのみち、これまでのルートで自分は毎回死んでいるらしい。死ぬのは嫌だが、何度も繰くり返されるのならば、たまには変わったことをしてもいいんじゃないのか……？

　そう、今回だけでも──

（後こう悔かいはない。当の俺がそうしたいんだ）

　クロトは体内から武器を取り出すのを中止すると、その場で静かに両瞼まぶたを閉じた。

　燃え盛さかるクリムゾンブリンガーの横薙ぎが、猛もう然ぜんとクロトの首筋に迫り、このままでは間もなく首が焼き斬られる──

　だが。

　炎剣はクロトの首の皮ひ膚ふの手前で、ぴたりとその動きを止めていた。

　時が止まったような無言の時が数秒経過し、やがて彼女は苦しげに呻うめく。

「……で、できない」

　掠かすれた声でそう言うと華南は火炎を消す。纏まとわり付いていた炎の下から現れたプレーンな日本刀をその場に捨てて、華南は両手で自分の顔を覆おおった。

「わたしには……できない！」

「……華南」

　彼女は細い肩かたをぶるぶる震ふるわせながら感情に押し流されるように言葉を吐はき出した。

「あなたは……あなたは魔神の化け身しん！　倒たおさないと神かみ吞のめくんが目を覚まさない。だけど、だけど……それでも無理！　わたしにはあなたを殺せない！」

「華南、どうして──」

　声を詰つまらせて泣きながら彼女は吐と露ろする。

「だって……いくら魔神でも、あなたにだって意思がある……感情がある。何より命があるんだもの……。こんな当たり前のことに……今いま頃ごろ気づくだなんて……」

　ああ──

　クロトは心底安あん堵どする。

　よかった。やっぱり華南は華南だった。それが何よりも一番嬉うれしい。

　ルティシアと同様、華南も最後の最後でちゃんと剣を止めてくれる女の子だった──

　しばらく床ゆかに両りよう膝ひざをつき、はらはらと彼女は泣き続けていたが、やがて流れ落ちる涙を拭ぬぐいもせずに勢いよく立ち上がると、無防備にクロトに詰め寄って叫さけんだ。

「──なぜなの!?　どうして抵てい抗こうせずに殺されようとしたのよっ？　あなたはどんな意思と感情のもとに、今みたいな行動をしたのっ？」

「……」

「答えて！」

　胸が急激に熱くなるのを感じながらクロトは答える。

「俺はただ……華南が凄すごく苦しそうに見えて……それをすることで少しでも楽になれるならって……土ど壇たん場ばでそう思ったんだ。そんなはずないのにな。だけど、結局してしまった。理り屈くつじゃないさ。どうしても君を……一いち時じ凌しのぎでも、楽にしてあげたかったんだ」

「あ、あなたは──」

「仕方ないだろ。俺は華南のこと、本当はいい娘こだって分かってるから。電車で初めて会った時から、丸分かりだったからさ」

　一瞬、全すべての音が周囲から消えて塔とう内ないが静まり返る。

「……ほ、本物なのね」

　やがて華南は水すい滴てきが落ちるようにぽつりとそう呟つぶやいた。

「本物の神吞くんなのね……？」

「何度も言うけど、俺は正しよう真しん正しよう銘めいの本物だよ。誓ちかってもいい。俺は君と同じ高校の本物のカミノメ・クロトだ！」

　その瞬間、華南は顔をくしゃっと歪ゆがめて、身も世もなく大声で泣き出した。

「──うわあああぁぁあああぁ……っ！」

　華南はその場に崩くずれ落ちて声を張り上げる。

「うわあああああぁぁぁあああっ……あああぁぁぁああああぁ……っ！　今まで……今までごめんなさい！」

　深々と頭を下げると、華南は床ゆかに女の子座りして幼い少女のように泣き続ける。

　だがそれは悲ひ嘆たんではなく、反省と、喩たとえようもない歓かん喜きの涙──

　だったら泣きたいだけ泣けばいい。

「でも……これだけは言わせて！」

「何だい？」

「……ありがとう！」

「え？」

「ずっとずっと言いたかったの……あの時、学校から帰る途と中ちゆう……わたしを助けてくれて、ありがとう……！　わたしの目を覚まさせてくれて、本当にありがとう……！」

（！　ああ……元の世界で、例の物体が空から落ちてきた時のことか）

　感かん慨がい深ぶかい気分でそれを思い出し、クロトは華南の律りち儀ぎさを心底愛いとおしく思う。

　きっと、ずっとお礼を言いたかったのだろう。色々あったが、全すべて報むくわれた気がする。

　華南の心が救われて本当によかった──

　と、クロトが万ばん感かんを嚙かみ締しめた瞬間、風を切り、突然何かが高速で飛来した。

（──！）

　それは先せん端たんに異星の超ちよう硬こう質しつ物体を取り付けて破壊力を増ぞう幅ふくさせた複数の探索触手プローブ──

　間近に忍しのび寄っていたヴェーデンドレヒが、隙すきをついて物理攻撃を射出したのだった。

　しまったと思ったが、一瞬遅おそい。直撃を受けた。

　顔面、腹部、腕わん部ぶ、脚きやく部ぶ、その他全身に凄まじい衝しよう撃げき──

　そう、おそらくこれが敵の真の奥の手であり、油断を誘さそう策だったのだ。今までにない甚じん大だいなダメージを受ける。

　激痛。吐と血けつ。クロトは柱を何本も破は砕さいして後方に吹ふき飛ばされた。

　何枚も熱い石いし壁かべをぶち破った末に勢いが止まり、その衝撃で直下型地じ震しんでも来たように塔全体がズドォンと揺ゆれ動く。

「……が……がはっ！」

　大量の血を口から吐き出し、クロトは激げき突とつした先の壁から落ちて床に転がった。

　ここはどこだ？　何をやられた……？

　分からない。激痛のあまり途中で痛覚が自動遮しや断だんされたが、被ひ害がいは絶大のようだ。

　そもそも視界がきかない。

（潰つぶされたのか？　目が……目が見えん！）

　顔面の感覚がなく、何が何だか不明の状態だが、クロトは必死に現状把は握あくを試みる。

　立とうとしたが、立ち上がれなかった。這はうことすら不可能だ。

（脚あしが……ない……。両方吹き飛ばされている！）

　腕は肩から千切れて、更さらに腹部には巨きよ大だいな穴が開いており、そこから生命の源が加速度的に抜ぬけ落ちていく感覚があった。普ふ段だんなら回復も可能だが、異能エネルギー量がほぼゼロの今の状態ではリカバリーも無理だ。

（とにかく状じよう況きようを分ぶん析せきしなければ……。このままではとどめを刺さされる）

　目が見えず、身動きできないクロトは身体からだから探索触手プローブを一本伸のばして辺りを調べる。

　どうやらここは貴人の寝しん室しつらしい。窓に上等なカーテンがかかっていて、柔やわらかな絨じゆう毯たんも敷しいてある。

　室内の中心には小型のベッドが据すえ付けられており、そこに誰だれかが寝ねかされていた。

（！　これは──）

　驚きよう愕がくしながらクロトは触しよく手しゆの先で、そいつの生体反応をチェックする。

　目覚める気配は皆かい無むながら、その者の心臓はゆっくりと確かに脈動していた。

（そうか……。そういうことだったのか──）

　と、不意に物もの凄すごい速度で部屋に駆かけ込んでくる者の気配をクロトは察知する。

「──神吞くん！」

　視界は死んでいるが、声からすると華南だ。直後に彼女はヒッと息を吞のむ。

「か……神吞くん！　それ……その怪け我が！」

　きっと途と方ほうもなくグロテスクな光景を目にしてしまい、顔面蒼白になっているであろう華南を安心させようと思ってクロトは懸けん命めいに口を開く。

「し、心配……ない」

「ないわけないでしょうっ！」

　華南が割れんばかりの甲かん高だかい声で叫んだ。

「神吞くんの身体、もう、滅め茶ちや苦く茶ちやに……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ……」

「大丈夫じゃないよ！　こんなの全然大丈夫なんかじゃないよぉっ！」

　華南が泣く声を聞きながら、さっきから泣かせてばかりだなとクロトは思う。

「いいんだ……。それより、華南……君が俺を偽にせ者ものだと勘かん違ちがいしてたのは……あそこのベッドに寝てる奴やつのせいだろ？」

「え……？　うん……うん！」

　見えないが、華南が何度も勢いよく頷うなずく気配があった。

「あれは……俺のバックアップだ」

「え？　バック……」

「つまり……コピー体……俺の予備の……容いれ物だ」

「な、何を言ってるの……神吞くん？」

　痛みで気がふれたのかと疑うような声を出す華南。気持ちは分からなくもないが、クロトは探索触手プローブでたった今調べて判明した事実を手短に説明する。




　ベッドの上に寝ていたのは黒くろ髪かみ黒くろ眼めのもう一人のクロト──

　それは《ザラストラ》から分ぶん離りしたオプションであり、専用の人ヒト形ガタだ。

　クロトが何らかの理由で行動不能になった際、本体情報を人形にダウンロードすれば、そちらに乗り換かえることが可能。つまりは魂たましいの移植のようなもの。

　本来は《超空間》の武器庫サイロに収納されているべき異能器具のはずだが、転生した際、クロトの《ザラストラ》からヴェーデンドレヒの《マスティマ・ザラストラ》が分離したショックで、偶ぐう発はつ的にそのオプションまで引っ張ってきていたのだろう。

《ザラストラ》の自じ壊かい機能であるヴェーデンドレヒにこのオプションは使えないから、華南を騙だますための小道具として使っていたわけだ──




　──という要よう旨しの説明を受けた華南は、困こん惑わくしきった声を出す。

「ご、ごめんなさい……。何を言っているのかよく分からないわ」

「ん。見ていれば……分かる……」

　クロトが探索触手プローブを通して、瀕ひん死しの本体からベッドの上の人形に情報を送り込むと、少しずつ人形の黒髪が銀色に変わっていった。

　人形は複製可能だから、今どの個体に《ザラストラ》が入っているのかの識別用に、髪と瞳ひとみの色を強制的に変化させる仕様なのだった。

　ベッドで寝ていたクロトがむくりと身を起こす頃ころには、黒だった髪は綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつに、そして瞳の色は澄すんだ赤に変わっている。

「お、起きちゃった……！」

　驚愕する華南に、新しい人形に入ったクロトは片手を上げて振ふってみせた。

「な？　言った通りだろ？」

「え、ええ……」

　華南が頷いて脇わきに目をやると、《ザラストラ》が抜けた方の身体──手脚が切断されていて損傷がひどい──は、逆に銀髪赤眼から黒髪黒眼に変わっていた。

　エネルギー総量がゼロになって機能停止したのか、やがて古い身体は自己分解して微び細さいな粒りゆう子しになり、跡あと形かたもなく消え失うせる。

　そして、この場にクロトは只ただ一人となった。

　ベッドから五体満足のクロトが下りた瞬間、ようやくヴェーデンドレヒがこの場に駆けつけて舌打ちする。

「くそっ！　一足遅おそかったか……！」

　憎にく々にくしげな双そう眸ぼうを向けてくるヴェーデンドレヒに、クロトは涼すずしげに宣告する。

「隙をついて致ち命めい傷しようを与あたえたまではよかったが、最後の最後で詰つめを誤ったな」

「おのれ……！」

「ヴェーデンドレヒ、もはやお前が勝つルートは消えた！」

　新しい身体だから当然だが、クロトの異能エネルギー総力は現在フルチャージ状態だ。

　ヴェーデンドレヒの移動・身体能力は今見た通り、華南よりも遅い。クロトが《ザラストラ》の肉体強化を最高値まで施ほどこせば、全く太刀たち打ちできないはず。

「今回は私の負けだ。この場は退ひかせてもらうぞ──」

　と、ヴェーデンドレヒがナイトローブを翻ひるがえそうとした時、不意に澄んだ声が響ひびき渡わたる。

「無む駄だです！　テレポートはさせないのです！」

「……何っ!?」

　突とつ然ぜん現れた超ビユーテイファムが〈穹骸竜スカルドラ〉の敏びん捷しよう性を活いかしてヴェーデンドレヒに近づき、掠かすめるように一瞬タッチした後、再びクロトの間近に転移して戻もどってきた。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな、ファム。もう下はいいのか？」

「向こうはユーリ一人で余よ裕ゆうなのです。もう変身していられる時間が残り僅わずかなので、お兄様に埋うめ込んだタグを追ってテレポートしてきました」

「そうか」

「ヴェーデンドレヒには今、異能のタグを埋め込みました。……これでいくらテレポートして逃にげようが、わたしがすぐに逆テレポートでこの場に戻せるのです！」

　そう、ヴェーデンドレヒの《マスティマ・ザラストラ》の転移は、超ビユーテイファムの《アーマティ・ザラストラ》の下位機構にすぎない。本家のファムの性能には絶対に及およばない。

　いつも余裕に溢あふれていたヴェーデンドレヒの顔が、今初めて焦しよう燥そうに歪んでいく。

　と──そこに《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のスラスターを全開にしたルティシアも駆け込んできて、

「遅くなってすまん、クロト！　わたしの方は終わったぞ！」

「やったのか、リチャードを？」

「ああ！」

　力強く頷くルティシアの顔は溢れんばかりの歓かん喜きと生気に満ちていた。

　興奮のせいで下腹部の《竜りゆう刻印》が眩まばゆく輝かがやき、それが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を透とう過かしてオーロラのような美しい光を辺りに放射している。

「一対一で完かん膚ぷ無なきまでに負かして、王の座は諦あきらめると約束させてやった！　あいつの身み柄がらを姉様たちに引き渡せば、長かった内乱も終結する！」

「よかったな……」

「うむ！　何もかも君のおかげだ！」

　と、ルティシアは長く美しい金きん髪ぱつをなびかせて、クロトにつかつかと歩み寄ってきた。

　そばにいた華南を一いち瞥べつしてほんの僅かに躊躇ためらったが、勝利で高こう揚ようしているルティシアは自信たっぷりの表情で堂々と口を開く。

「クロト……」

「何だ？」

「君が好きだ！」

「──えっ？」

「あ……す、すまん！　口が滑すべった！　つい気持ちが先走ってしまって──」

　ルティシアは両目を潤うるませて真っ赤になり、激しくかぶりを振って自分を取り戻す。

「……今日はわたしの人生における最高の日だ。今までわたしの戦いを支えてくれて本当にありがとう。君には心から感謝している……」

「今度は何だよ、いきなり。水みず臭くさいな」

「うるさい！　だから、これはその礼というか……ありのままのわたしの気持ちだ！」

「んっ──？」

　ルティシアは背せ伸のびすると、自らクロトに唇くちびるを重ねてきた。

　彼女の髪と身体から漂ただよう、甘酸っぱい香かおりに包まれる。
















　わけあってルティシアには何度かキスされているが、今日は王弟撃げき破はの華はな々ばなしい高揚のせいだろう──一段と情熱的で、彼女は舌を自分から積極的に絡からめてくる。

　ルティシアの《竜刻印》から発生する《竜の女神メーデンドラツヘ》の力が、唇からクロトの内部に流れ込み、普段は眠ねむっている最強の存在の封ふう印いんを解除していった──

　ぷはっと唇を離はなしたルティシアの滑なめらかな長い金髪をクロトはそっと撫なでて、

「──今から奴とけりをつける……。皆みんなを連れて、少し離れててくれないか」

「！　武器を使うんだな？」

「これで全すべてを終わらせる」

　ルティシアたちが充じゆう分ぶんな距きよ離りを確保したのを見計らい、クロトはその存在を体内の《超空間》から外に出す──

　もう隠いん蔽ぺい用のスモークを張る必要もないだろう。

　──黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉。

　それは異なる宇宙から来た無機物戦せん闘とう兵器であり、代謝・自己複製機能を持つ細さい胞ぼうを独力で生成できる創造機械だ。

　そして無敵の宇宙生物ブラックドラゴンでもあり、開かい闢びやく以来唯ゆい一いつのオリジナル《竜装ヴアラー》でもある。

　その星の生命体がどれだけ進化しても到とう達たつできない超高機能存在のことを神と呼ぶならば、地球においては間ま違ちがいなく絶対の神だ。

　それは世界中の古代宗教において、無む慈じ悲ひな裁きの執しつ行こう者として伝えられている──

「こ、これが……《ザラストラ》の真の本体なのか……！」

　スモークで隠かくされていないそれを見るのは今回が初めてのルティシアが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　クロトの装そう甲こう服の背面からは何本も長いチューブが伸のびて〈本体〉に繫つながっていた。

〈本体〉──

　それはあの日、元の世界での下校途と中ちゆう、何の前兆もなく飛来した巨きよ大だいな暗黒の球体だ。

　あまりに巨大で塔とうに収まるサイズではないが、暗黒球体に接した部分の石いし壁かべは綺麗に消しよう滅めつし、ほぼ塔からはみ出ている。

　そんな超ちよう絶ぜつ的存在の〈本体〉だが、ドラゴンの一種であることは確かなので、竜を操あやつる突とつ然ぜん変へん異い者──四百年前に生まれた初代《竜の女神メーデンドラツヘ》により、〈腐ふ界かい〉で休きゆう眠みん中に封印を施されてしまった。

　神でもドラゴンの属性を持つのなら、ドラゴンを支配する者に封印される。許可があれば封印の外に出られる──三さん竦すくみのゲームのようで面おも白しろいが、今はそんな場合ではない。

　クロトは最上級攻こう撃げきコマンドをコールする。

「──フルイレイザーを使う！」

　背後に浮うく巨大暗黒球体から、クロトは長大な砲ほうをズブズブと取り出して構えた。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー。

　クロトの装甲服の背中からバインダー型の左右六対つい、十二枚の可変型反応板が飛び出して放射状に展開する。

「ブラッドエネルギー充じゆう塡てん──」

「ま、待て！　やめろ！」

　何度もテレポートを行ってはファムに同じ場所に戻され続けて、腸はらわたが煮にえくりかえった顔のヴェーデンドレヒが必死に喚わめく。

　だがクロトは容よう赦しやなく宣告した。

「俺は今まで何度もお前のせいで苦く渋じゆうを味わってきたらしい。そうそう何度も負けるわけにはいかないんだよ」

「……おのれぇ！」

　可変型反応板が大気中の精せい霊れい素そを取り込み、高圧縮万ばん能のう破は壊かい粒りゆう子し運動──ブラッドエネルギーに変へん換かんを始めた。

　ブラッドエネルギーは神の力だ。その超絶的な破壊効果は、どんな技術でも防げない。

　全物質を消滅させるという点では裏コードで活性状態にした〈プロト精霊素〉にも似ているが、ブラッドエネルギーはファムの時空間座標移動のテレポートさえも破壊できる。

　だからこそ最強なのだ。

「ゼラ・マスティマ・ヴェーデンドレヒ──お前はもう消えていい」

「……くそがあああっ！」

　刹せつ那な、ヴェーデンドレヒが異星の超ちよう硬こう質しつ物体を取り付けた必殺の探索触手プローブを撃うち出してくるが、そんなものは塵ちり同然。絶対万能破壊態のブラッドエネルギーを超高温超高圧で放射すれば、全すべてが問答無用で灰かい燼じんと化す。

　クロトはセーフティを解除すると、全開出力でフルイレイザーを放射した。光の奔ほん流りゆうはヴェーデンドレヒの放った探索触手プローブを一いつ瞬しゆんで蒸発させ、全てを白く染め上げていく。

「──うおおおおぉぉぉ──行けぇぇぇっ！」




　次元が歪ゆがみ、七色の光が流れ星のように散乱して、夜が終わりを告げる。

　断だん末まつ魔まの悲鳴を叫さけぶ暇ひまもなくヴェーデンドレヒは消滅して、戦いに終しゆう止し符ふが打たれた。
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　一年後──

　座り心地ごこちのいい木の椅い子すに腰こし掛かけて、シャロン・アデルトは腹部を静かに撫でていた。

　うっとりと夢見るような表情のシャロンの下腹部は、心なしか僅かに膨ふくらんでいる。

「あ……。今、お腹なか蹴けったわ」

　感かん慨がい深ぶかい。あれから色んなことがあった──

　シャロンは母性を感じさせる柔やわらかな声で独りごちる。

　クロトが王弟派の本ほん拠きよ地ち、アナトダスク城じよう塞さいを一夜で陥かん落らくさせたことで、ダーナ王国の内乱は終結した。ルティシアは国に帰き還かんし、二人の姉とめでたく和解したという。

　アナトダスクの戦いが終わった後、シャロンは洗脳の後こう遺い症しようでちょっとした錯さく乱らん状態だったようだが、クロトが辛しん抱ぼう強づよく看病してくれた。

　その間に少しずつ愛が芽生え、やがて二人は結ばれる。そう、驚おどろくべきことにクロトが本当に好きだったのは、ルティシアでも華か南なんでもなく──シャロンだったのだ。

「クロト……選んでくれてありがとう。わたし、今幸せよ……」

　あ、またお腹蹴った──と、シャロンが夢見心地で下腹部を撫でていると、不意にドアが開いてクロトが部屋に入ってくる。

「何ぶつぶつ言ってるんだ？」

「きゃー！」

　一気に現実に引き戻もどされたシャロンは椅子から飛び上がった。

「きゃー、きゃー！　うっきゃー！」

　顔を真っ赤にしてじたばたするシャロンの前でクロトは目を瞬またたき、それから苦く笑しようした。

「何だよ、そんなにびっくりして。さては変なことでも考えてたな？」

　シャロンは猛もう然ぜんとかぶりを振ふって否定する。

「考えてない！　変なことなんか全っ然考えてない！　単に妄もう想そうというか、新しん婚こんさんごっこというか、新妻の気分に浸ひたってたというか」

「え？　シャロン、結けつ婚こんするのか？」

　不思議そうな顔で訊きいてくるクロトに、んもーっとシャロンは足をばたばた振る。

「したいけど！　すっごくしたいけど、相手が……っ！」

「？」




　　　　◆　◆　◆




　何だかよく分からないが、いつもシャロンは元気で面おも白しろいな──とクロトは思う。

　ここはヴァントワーヌ学術都市の外れにある小こ綺ぎ麗れいな二階建ての館やかた。

　一年前、アナトダスクを陥落させた件でクロトはダーナ王国から莫ばく大だいな報ほう奨しよう金を貰もらい、それを元手に建てた、住居兼けん事務所だ。

　竜りゆう装そう学院を辞やめたクロトは今ここで異能全ぜん般ぱんに関する相談所──元いた世界風に言えば『異能コンサルタント』を開業して生活している。

　学院の諸もろ々もろは嫌きらいではないが、流石さすがにもう小隊戦や《竜装ヴアラー》を研究する意味を見み出いだせなくなり、今後もこの世界で生きていくからには早く自立したいと思ったのだった。

　一階が事務所で、二階が居住スペース。──今いるのは二階のリビングだ。

　今日は学院創立記念の休日らしく、遊びに来たシャロンに二階で焼き菓が子しを食べながら待っているようにと伝え、仕事を終えたクロトが二階に上がったら、先さき程ほどの光景が展開していたのである。

　近くのテーブルを見ると、シャロンはかなり空腹だったようで、出した焼き菓子を全部たいらげていた。制服のコルセットが弾はじけそうなほど膨らんでいるのも当然だろう。

　だが、あえて訊いてみる。

「シャロン、もっと食べるか？」

「え……？」

　シャロンが一瞬顔を強こわ張ばらせ、その後、じわじわ赤くなって掌てのひらを振る。

「い、いーよう……。わたし、そんなに食いしん坊ぼうじゃないし！　暇だから、つい全部食べちゃっただけだし！」

「ならいいんだけど。いや、毎日訓練してるとお腹も空すくだろうと思ってさ」

　そう、シャロンは今もＳＲ15小隊のリーダーとして学院で活かつ躍やくしており、最近遂ついに念願のＡランクに昇しよう格かくしたとのことだ。卒業の日は近いかもしれない。

　とは言っても、シャロンの本来の目的──小国ロトムを周辺国家の侵しん略りやくから守る──については当面心配しなくてもよさそうではある。

　王弟派を駆く逐ちくしてダーナ王国の女王に正式即そく位いしたベアトリス・ダーナと、それを補ほ佐さする妹のスノーン・ダーナが、ロトムとの同盟路線を大々的に打ちだしたからだ。

　これはダーナ王国による東方への侵略──その橋きよう頭とう堡ほを作るのが目的だと一説には言われているが、真意は定さだかでない。

　単にルティシアがシャロンのため、二人の姉に頼たのみ込んだのではないかとクロトは思っているが、彼女は頑かたくなに認めないようとしないから、様々な政治的思おも惑わくが絡からまり合った末の結果だろう──ということに一応なっている。

　こんな時、レイス・ティレトーがいれば持ち前の鋭するどい分ぶん析せきを聞かせてくれたのだろう。

　だがレイスはもういない。『本当にごめん』と一文だけ書いた手紙をシャロンに残し、いつの間にか学院を去っていた。その後、彼女の姿を見た者はいない。

（きっと合わせる顔がなかったんだろうな……。でもまあ、そのうち突とつ然ぜん顔を出しそうな気もするけど──）

　と、不意に数名の足音が階段をのぼってきた。

　ドアが開き、客たちを後ろに従えたファムが無表情で言う。

「お兄様、今日は学院が休みらしくて、お客がいっぱい来たのです。お通ししてもいいでしょうか？」

「いや、二階まで連れてきて追い返すわけにはいかないだろ……。入れていいよ」

「というわけで、皆みなさん、お入りください！」

　ファムの背後からついてきた者たちがリビングに足を踏ふみ入れる。

「全く……抜ぬけ駆がけとはいい度胸だな、シャロン！」

　頰ほおをひくひくさせながら一番乗りで室内に足を踏み入れたのはルティシアだ。

「クロトは、わたしと結婚することになってるんだぞ！」

「えー……？　だけどまだ時間あるし、その間に心変わりするかもしれないし」

「心変わりなどしない！　わたしは物っ凄すごく愛が濃こい女なんだ！」

　恥はずかしい台詞せりふを興奮気味に言い放つルティシアに、シャロンも微び量りようの汗あせをかく。

　ルティシアもシャロンと同様、今も学院生活を送っていた。

　あの戦いの後、王おう弟ていリチャードの身み柄がらを引き渡わたすためにダーナ王国に戻ったルティシアは、二人の姉と和解し、第三王女の身ながらダーナ王国正統騎き士しの称しよう号ごうを授じゆ与よされた。

　そのまま王宮に戻るのではなく、再び学院に戻ってきたのは、始めたことは最後までやり遂とげたいという意志の強さと、心の準備期間を得るため──

　そう、ルティシアは無事に学院を卒業できた暁あかつきには、ダーナ第三王女として正式にクロトに結婚を申し込むと公言して憚はばからないのだった。

（いや……気持ちは嬉うれしいけど──）

　そのことを考えるとクロトも赤面せざるを得ない。

（ていうか、俺もルティシアのこと好きだけど……結婚はちょっと早いと思うんだよな）

　あれから一年経過したとはいえ、クロトもルティシアも十七歳。元の世界でいうと高校二年生だから、できればもう少し時間が欲ほしい。

　そういう意味では、彼女の学院卒業という条件はちょうどよかったのかもしれない。

「クロト」

「ん？」

　ルティシアは髪かみをさりげなく直しながら、赤く染まった頰をクロトに向けた。

「わたし、その……頑がん張ばって早く卒業するから！　頑張るからな！」

「あ、ああ。サンキュ……」

　クロトも照れながら頷うなずき返す。

　と、そこに苦笑まじりにユーリが部屋に入ってきて、

「あー、暑い。何かこの部屋暑くない？」

「わ、悪い……」

「別にいいけどっ！　ふふん……。卒業まで、まだだいぶあるからね。正直、その間に逆転することは充じゆう分ぶん可能だと思ってるんだ。今のボクは乗りに乗ってるからさ」

「ああ……そうみたいだな」

　髪を長く伸のばして女子の制服を着た今のユーリは、どこからどう見ても可愛かわいく、そして強いと大評判らしい。

　あれから女性であることを表明し、竜装騎士ヴアラードラグーンとしてデビューしたユーリは、瞬く間にその卓たく越えつした実力を皆みなに知らしめて、学院最強の一角に名を連ねた。

　もともと剣けんも魔ま法ほうもずば抜けて強く、しかも愛用の《サンダードラゴン》は最強レベルの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》なのだから、当然と言えば当然だろう。

　現在ＳＲ15小隊が連勝街道をひた走っているのも、ユーリの影えい響きようが大きい。

　更さらに、現在ユーリは生徒会副会長も務めているという。

　引退して学院運営理事会に入ったヴィナス・クロフォードの跡あとを継つぎ、生徒会長に就任したユリアナの補佐役として、持ち前の器用さを十二分に発揮しているということだ。

（まあ、ユーリは優ゆう秀しゆうだし、そのうち生徒会長になってもおかしくないな……）

　長い髪を気き障ざに搔かき上げるユーリを見ながら、クロトはそんなことを思う。

　そして最後に部屋に入ってきたのは長い黒髪の少女──

　竜装学院の制服を着ている蒼そう月げつ華南に顔を向けて、クロトは訊く。

「どうだ？　うまくやれてるか、華南」

「ええ。今のところ順調に単位は取れてるわ。最近は友達もかなり増えたのよ」

「そうか。よかったな」

「……ええ。ありがとう、神かみ吞のめくん」

　嬉しそうに微笑ほほえむ華南は、アナトダスクの戦いの後、この世界のことを学ぶために竜装学院に入学した。

　コースは設計科──かつてのクロトと同様の竜装設計士ヴアラーデザイナーだ。

　現在はシャロン、ルティシア、ユーリと共にＳＲ15小隊の一員として皆と仲良くやっているらしい。この世界で生きていくことを決めた以上、それは喜ぶべきことだろう。

　と、不意に華南がぼそりと呟つぶやく。

「──わたしも諦あきらめてないからね、神吞くんのこと……」

「ん？　今何か言ったか」

「ううん、何でもないわ！　わたし、お茶の用意をするね！」

「ああ、頼むよ──」

　躍やく動どう的な足どりでキッチンに向かう華南を見ながら、クロトは頰を緩ゆるめる。

《ザラストラ》第五武器庫サイロの扉とびらの解除用に、過去のルートの自分が設定した条件──

『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』

　あれを実行しなくてよかったと心底思った。

　やがて華南がお茶と焼き菓子を運んできて、皆がテーブルにつく。

　ルティシア、シャロン、ユーリ、ファム、華南。そしてクロトの六人は、積もる話に花はなを咲さかせ、午後の賑にぎやかなティータイムを目め一いつ杯ぱい楽しむ──




　楽しげにお喋しやべりする皆に囲まれてクロトは考えた。

　──結局、全すべての武器庫サイロを解放することはできなかったし、完全な記き憶おくを取り戻もどすこともできなかった。元の世界に帰るのも無理そうだ。

　でも──それでいいし、それが一番いい。

　後こう悔かいなど微み塵じんもしていないと心から断言できる。

　なぜなら、それより大切なものをこの世界で見つけたからだ。

　そのために命がけで戦い、最後まで死力を尽つくし、全てを守り通したからだ。

　自分が最も大切に感じたもの。

　彼女たちの笑顔を──

　時が流れ、季節がうつろっても、この気持ちだけは永遠に変わらない。

　温かな午後の陽ひだまりの中で、クロトたちはいつまでも幸せに微笑み続ける──。
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　こんにちは、山やま田だ有ゆうです。一巻からお付き合いしてくださっている皆みな様さまのおかげで無事に続きを出すことができました。

　書けてよかったと心から思っている三巻です。本当にありがとうございます。




　今回は、一巻で提示して、二巻で膨ふくらませた様々な謎なぞが明かされて、また、主要キャラクターたちが抱かかえていた各おの々おのの問題に何らかの決着がつくという内容です。

　序じよ破は急きゆうで言うと急に当たる三巻なので、このシリーズを始める時に設定していた真相や書きたいと思っていた内容は、流れ的に自然な範はん囲いで、ほぼ全すべて投入したつもりです。

　異世界とは何か、転生の意味、クロトの秘密、ユーリの事情、ルティシアは幸せになれるのか？　などなど、それらのエピソードを読者の皆様が楽しんでくださっていれば、書き手としてこれ以上に喜ばしいことはありません。

　作中で悩なやんだり迷ったりしていたキャラたちが──たとえそれが当初の理想とは違ちがっていても──最終的に自分の納なつ得とくできる道に辿たどり着く様を見るのは、我が事のように感かん慨がい深いものです。私も彼らを見習い、更さらに前に進みたいですね。




　以下より謝辞になります。

　いつも素す早ばやく的確な仕事をしてくれる担当様、クールで素敵なイラストを描かいてくださったにんげん様、今回もありがとうございました。

　そして、ここまで読んでくださった読者の皆様に、重ね重ね感謝します。

　自分にとって一番嬉うれしいのは、やはり何よりも読んでもらうこと。書き手と読み手の間の交流──本当の意味で伝わるものというのは、やはり小説の中身だけに存在すると思うので、ここまで読んでもらえたことに深い喜びを感じます。

　本当にありがとうございました。

　諸もろ々もろの活動をしていますが、どんなジャンルであれ、いつも楽しんでもらえるように尽じん力りよくしているつもりなので、またお会いする機会がありましたら、お手に取ってページを捲めくってもらえると幸いです。
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